
運営協賛金、奨学賛助金等にご協力を！
１．同窓会運営協賛金	 １口　3,000 円	 ４．名刺広告掲載料（カラー）　	１枠　10,000 円
２．奨学賛助金	 １口　5,000 円	 ５．ホームページ広告（１年）	　１枠　10,000 円
３．「同窓生の集い」申し込み	 １人　2,000 円	 ６．その他 ･････ 目的を明示した寄付。

●�卒業クラスの名簿の空白を埋めましょう。空白の方と賀状交換などをされている方は、同窓会ホームページ
のアドレスを友人の方に連絡していただけませんか。ホームページからご本人が住所を同窓会に簡単に登
録でき、紫筍が届きます。また誤り・変更がある場合は、同窓会宛に、葉書、封書または、同窓会ホームペー
ジからご連絡をお願いします。
　学校には特に紫筍到着後電話を掛けないで下さい
　名刺広告を活用しましよう！紫筍の発行部数は約 16000 部です。ご自身の現状報告・同窓生へのメッセー
ジ・お仕事の紹介などにご活用ください。１枠 1万円です。希望者は同窓会広報部　｢紫筍｣ 担当宛に、ご
連絡をお願いします。

昨年の「同窓生の集い」は体育館で初めて開催したこともあり、約 420 名が参加しました。写真は当日の記念写真より。

ホームカミングデー

招待期を担任された先生で、当日ご出席の予定の先生方は、（順不同）
藤倉好光先生（38期）、大橋洋一先生（38期）、鈴木啓介先生（53期）、沼田英一先生（53期）

＜プライバシーポリシー＞　同窓会が保有している住所等の情報は紫筍郵送、同窓会、同期会
等の連絡にのみ使用し、ご本人に確認することなく、そのほかの用途には使用致しません。

文京高校同窓会会報紫筍 54 号　平成 23 年 10 月●日発行　発行人：杉本安弘　編集人：梶野茂男　表紙写真：梶野茂男
発行：東京都立文京高校同窓会　〒 170-0001 東京都豊島区西巣鴨 1-1-5　東京都立文京高等学校内　印刷：恵雅堂出版社

●日　時	 11 月 27 日（日）午後 2時開会〜 4時（一般受付 1時半〜）●場　所　母校体育館
●軽食と飲み物を用意しています。（禁酒・禁煙）クラブＯＢ会、同期会打合せ、学年幹事選出にもご利用下さい。
●会　費　招待期以外の方は 2,000 円です。同封の振込用紙をご利用下さい。（振込締切　11 月 13 日。当日受付も可）
●在校教職員はじめ恩師・旧教職員はご招待です。ご多忙とは存じますが、是非ご出席のほど宜しくお願い申し上げます。

“同窓生の集い”は母校文京高校を舞台に毎年懐かしい恩師も多数出席され、多くの年代を超えた同窓生
の交歓の場として賑わっています。昨年からは場所を体育館に移して、新入会員歓迎会として今春卒業の
63期も無料招待です。奮ってご参加下さい。なお、78歳以上の方は今回から無料です。
招待期は当日１時受付後、記念のクラス写真を撮影し（時間厳守）、集い終了時にはその記念写真をお渡
しします。
●招待期以外の方々もお誘いあって懐かしい母校へ是非お出かけください。

卒業 25 年（38 期 昭和 61 年卒）
卒業 50 年（13 期 昭和 36 年卒）

今春卒業（63 期 平成 23 年卒）
卒業 10 年（53 期 平成 13 年卒）

第19回　同窓生の集い

11月27日（日）は

ご招待
無料
！

※注　第 18 回同窓生の集いで、12 期代表杉本副会長（当時）より君崎前会長に寄付金を手渡すところです

※注
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東京都立文京高等学校同窓会誌
http://www.bunkyo-ob.net/ 文京高校同窓会 検索

紫筍（しじゅん）はスクールカラーの紫と若竹のようにすくすくと躍進する筍から名付けられました。
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1

学 年 幹 事 一 覧 表
学年幹事　あと 5名で全学年がそろいます。
平成 21年 4月の総代会で会則が改正され、クラス幹事制から学年幹事制に変わりました。各学年で 2名づつ選出され
た結果が下記のリストです。あと五つの学年（45 期、46 期、48 期、58 期、59 期）が 1名づつの選出ですので、あと
1名づつの選出をお願い致します。（P.37　会則　第 7条　をご参照願います）

期 卒業年 氏名 組 期 卒業年 氏名 組 期 卒業年 氏名 組

一 1945
（S20）

末　　正明 Ｂ
21 1969

（S44）
永山　加秀 Ａ

45 1993
（H5）

浅尾　圭英 Ｃ
八木　俊雄 Ｃ 水村　俊雄 Ｈ

二 1945
（S20）

花形　弘道 Ａ
22 1970

（S45）
矢島　　誠 Ｇ

46 1994
（H6）

富田まこと Ｅ
赤坂　正雄 Ｃ 飯塚　嘉平 Ｇ

三 1946･7
（S21･22）

藤ヶ谷敏明 Ｃ
23 1971

（S46）
飯沼  美雄 Ｄ

47 1995
（H7）

山内恵美子 Ｂ
小室  陽一 Ｅ 渡辺  　曜 Ｉ 内藤　裕義 Ｂ

四 1948
（S23）

高橋　　明 Ａ
24 1972

（S47）
中沢  淳子 Ｄ

48 1996
（H8）

日下　　直 Ｂ
菊地　達長 Ｃ 椿　  光弘 Ｄ

1 1949
（S24）

信田　重昭 AB
25 1973

（S48）
隅田  彰子 C

49 1997
（H9）

若松　照子 Ｆ
原　　巍 AB 加藤　訓弘 H 葛西　古都 Ｇ

2 1950
（S25）

森　　理 Ａ
26 1974

（S49）
時田　公代 I

50 1998
（H10）

小川　六月 Ｃ
横沢　靖夫 Ｃ 加藤　信淨 Ｂ 片岡　優華 Ｈ

3 1951
（S26）

太田　敏夫 Ａ
27 1975

（S50）
石渡　政嗣 Ｇ

51 1999
（H11）

大山  浩太 Ｂ
菊田　芳治 Ｄ 相川  智行 Ｂ 加納　智子 Ｃ

4 1952
（S27）

海老原嘉雄 Ｂ
28 1976

（S51）
相川　政美 Ｃ

52 2000
（H12）

宮川　　学 Ｇ
榎本　幸三 Ｅ 湯沢　一夫 Ａ 森本　隆介 Ｄ

5 1953
（S28）

和田  義雄 Ｂ
29 1977

（S52）
齋藤  智夫 Ｂ

53 2001
（H13）

齋藤　理世 Ａ
林　  敏子 Ｄ 青木　正治 Ｂ 福島　次郎 Ａ

6 1954
（S29）

椎橋　章二 A
30 1978

（S53）
磯部　隆之 H

54 2002
（H14）

後藤　淳也 Ｂ
青木　一郎 Ｂ 島田正由美 Ａ 中上　育実 Ｅ

7 1955
（S30）

山添  忠親 Ａ
31 1979

（S54）
三井　由美 Ａ

55 2003
（H15）

田嶋　克美 Ａ
中尾  充宏 Ｅ 鈴木　晶子 Ａ 緒方　万里 Ａ

8 1956
（S31）

鈴木　秀男 Ｂ
32 1980

（S55）
田中　祥一 Ｃ

56 2004
（H16）

三田　正人 Ｄ
小林　計夫 Ｃ 兼坂比呂美 Ｈ 三浦　義正 Ｆ

9 1957
（S32）

石川  有二 Ｂ
33 1981

（S56）
高橋　寿子 Ａ

57 2005
（H17）

大石　知弘 Ｂ
鈴木　昌夫 Ｃ 牧田　清美 Ａ 松岡　俊樹 Ｃ

10 1958
（S33）

向井　　清 A
34 1982

（S57）
川口　和哉 Ｃ

58 2006
（H18）和田　為義 Ｄ 花輪　　健 Ｃ 石田　和利 Ｅ

11 1959
（S34）

飯塚　和男 Ｃ
35 1983

（S58）
吉井久仁子 Ａ

59 2007
（H19）大澤　昌平 Ｃ 増川　英治 Ｄ 片岡　忠夫 Ｄ

12 1960
（S35）

島田　承男 Ｄ
36 1984

（S59）
宮原　裕行 Ｂ

60 2008
（H20）

竹内　邦彦 Ａ
白岩　智子 Ｅ 長崎　雄三 Ｃ 山崎　達也 Ａ

13 1961
（S36）

鈴木　　孝 Ｃ
37 1985

（S60）
澤　　陽子 Ａ

61 2009
（H21）

塚越　　航 Ｅ
竹中　水及 Ｃ 真貝　昌美 Ｈ 赤坂　光穂 Ｅ

14 1962
（S37）

常世田幸久 Ｄ
38 1986

（S61）
平出裕美子 Ｄ

62 2010
（H22）

淺川　大輔 Ｂ
桜井　　勇 Ｅ 野尻　嘉平 Ｇ 沢野　まゆ Ｄ

15 1963
（S38）

松本　嘉章 Ａ
39 1987

（S62）
横堀　幸男 Ａ

63 2011
（H23）

本石知可子 Ａ
桜井　正樹 Ｈ 小甲　和江 Ｂ 古川　寿輝 Ｄ

16 1964
（S39）

大川　　衛 Ｅ
40 1988

（S63）
星　　達樹 Ｅ

64 2012
（H24）竹本　　悠 Ｇ 高木　園子 Ｆ

17 1965
（S40）

大橋　邦彦 Ｅ
41 1989

（H元）
武　　信男 Ａ

65 2013
（H25）稲見　昌徳 Ｈ 山田　泰斗 Ｂ

18 1966
（S41）

金木　　徹 Ｂ
42 1990

（H2）
樽美　理恵 Ｃ

66 2014
（H26）宮本　　智 Ｈ 為国　孝久 Ｄ

19 1967
（S42）

梶野　茂男 Ａ
43 1991

（H3）
成田　知美 Ａ

67 2015
（H27）三輪　慎悟 Ｈ 小森　　豊 Ｅ

20 1968
（S43）

五十嵐真理子 Ｇ
44 1992

（H4）
安達絵美子 Ｂ

68 2016
（H28）土田　　明 Ｇ 永松新太郎 Ｅ

平成 23 年度　役員等

名誉会長　　　静谷　晴夫	 旧四期Ｂ
会　長　　　　杉本　安弘	 12期Ｃ
副会長　　　　岡本　憲治	 9期Ｆ
副会長　　　　栩木　正義	 12期Ｃ
総務　部長　　常世田幸久	 14期Ｄ
　　副部長　　大川　　衞	 16期Ｅ
会計　部長　　有賀　慶子	 12期Ｆ
　　副部長　　大野　公代	 19期Ｂ
会員　部長　　小林洋一郎	 18期Ｂ
　　副部長　　大野　　透	 20期Ｈ
広報　部長　　梶野　茂男	 19期Ａ
　　副部長　　中嶋美地世	 20期Ｈ
集い　部長　　榊　　恒一	 26期Ｆ
　　副部長　　花輪　　健	 34期Ｇ
催事　部長　　永山　加秀	 21期Ｄ
　　副部長　　山田　泰斗	 41期Ｂ
監査　　　　　鈴木　秀男	 8期Ｂ
　　　　　　　中村　富秋	 9期Ｅ
顧問　　　　　横澤　靖夫	 ２期Ｃ
　　　　　　　太田　敏夫	 ３期Ａ
　　　　　　　榎本　幸三	 ４期Ｅ
　　　　　　　林　　敏子	 ５期Ｄ
　　　　　　　若尾　迪治	 10期Ａ
　　　　　　　君崎　悦子	 11期Ｅ
在校OB教諭　柳屋　伸明	 32期Ｈ
常任幹事　　　山添　忠親	 7期Ａ
　　　　　　　竹中　水及	 13期Ｃ
　　　　　　　宮本　　智	 18期Ｈ
　　　　　　　大堀　真敬	 20期Ｈ
　　　　　　　根木　敏孝	 28期Ｇ
　　　　　　　三井　由美	 31期Ａ
　　　　　　　田中　祥一	 32期Ｃ
　　　　　　　兼坂比呂美	 32期Ｃ
　　　　　　　増川　英治	 35期Ｈ
　　　　　　　近澤　昭一	 36期Ｅ
　　　　　　　内藤　裕義	 47期Ｂ
　　　　　　　山内恵美子	 47期Ｂ
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「東日本大震災」で被災された会員各位に心からお見舞いを申し上げます。
　本年 3月11日発生の未曾有の巨大地震・大津波・原発事故は東北から関東にのみならず、
千年に一度の、まさに ｢国難｣ とも言うべき大被害をもたらしました。
　被災された皆様に衷心よりお見舞い申し上げます。

同窓会役員一同
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略
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昭
和
17
年
1
月　

豊
島

区
生
ま
れ
。
豊
島
区
立
西
巣
鴨
小
学

校
・
大
塚
中
学
校
を
経
て
、
昭
和
32
年

に
文
京
に
入
学
。
35
年
卒
業
と
と
も
に

東
京
大
学
文
科
一
類
に
入
学
し
、
39
年

法
学
部
を
卒
業
し
て
「
富
士
写
真
フ
イ

ル
ム
」
に
入
社
。
ほ
と
ん
ど
を
本
社
で

企
業
参
謀
と
し
て
働
き
、
32
年
余
在
籍

の
後
、
平
成
8
年
11
月
か
ら
業
界
団
体

で
あ
る「
写
真
感
光
材
料
工
業
会
」（
写

真
の
フ
ィ
ル
ム
・
印
画
紙
の
製
造
会
社

の
団
体
）
専
務
理
事
に
な
り
、
平
成
18

年
7
月
末
ま
で
10
年
弱
在
籍
。
合
計
42

年
余
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
く
。

　

平
成
23
年
度
会
長
と
な
り
ま
し
た
12
期

（
昭
和
35
年
卒
業
）
の
杉
本
で
す
。

　

同
窓
会
会
則
に
則
り
、
4
月
17
日
の
総
代

会
で
承
認
を
受
け
ま
し
た
。総
代
会
終
了
後
、

大
先
輩
か
ら
「
お
め
で
と
う
、
と
言
う
よ
り

ご
苦
労
さ
ま
だ
ね
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
ま

さ
に
そ
の
と
お
り
で
閉
塞
感
漂
う
日
本
経
済

に
追
い
討
ち
を
か
け
る
よ
う
な
千
年
に
一
度

の
大
震
災
・
大
津
波
・
原
発
事
故
と
言
う
な

か
で
の
船
出
と
な
り
ま
し
た
。

　

母
校
も
歴
代
の
校
長
先
生
は
じ
め
諸
先
生

の
ご
努
力
で
上
向
き
基
調
に
あ
り
ま
す
。
皆

様
と
一
緒
に
な
っ
て「
楽
し
い
同
窓
会
」「
後

輩
を
支
援
す
る
同
窓
会
」
に
し
て
い
こ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
私
の
同
窓
会
に
対
す

る
考
え
方
を
述
べ
ま
す
。

　

第
一
に
、
私
が
心
が
け
て
い
る
こ
と
を
四

字
熟
語
で
表
現
す
る
と
、「
言
行
一
致
」と「
社

会
正
義
」
で
す
。
言
っ
た
こ
と
は
必
ず
実
行

し
よ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
価
値
判
断
の
基
準
は
私
利
私
欲
で
は

な
く
、
世
の
中
の
人
々
が
生
き
て
い
く
上
で

好
ま
し
い
仕
組
み
と
は
な
に
か
、
で
す
。

　

同
窓
会
は
異
業
種
交
流
の
場

　

第
二
に
、「
高
校
の
同
窓
会
」
の
考
え
方

で
す
が
、
小
中
学
校
の
場
合
は
ピ
ン
か
ら
キ

リ
ま
で
の
仲
間
が
お
り
ま
し
た
が
、
高
校
の

場
合
は
学
力
で
も
家
庭
環
境
で
も
ほ
ぼ
似

通
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
大
学
等
の
場
合
は

専
門
分
野
が
狭
ま
り
、
仕
事
も
似
通
っ
て
い

る
の
に
対
し
、
高
校
で
は
友
人
が
か
な
り
広

い
範
囲
で
仕
事
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
意
味
で
は
、「
異
業
種
交
流
の
場
」

が
既
に
で
き
て
い
る
と
言
え
る
と
思
い
ま

す
。「
文
京
」
を
卒
業
し
て
い
る
と
わ
か
っ

た
と
た
ん
、
先
輩
・
後
輩
と
言
う
年
齢
の
壁

を
軽
々
と
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
考
え
る
場
合
、
高

校
の
同
窓
会
は
好
ま
し
い
も
の
の
一
つ
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

同
窓
会
へ
の
三
種
の
貢
献　

　

第
三
に
、
同
窓
会
に
貢
献
す
る
に
は
三
種

の
方
法
が
あ
り
ま
す
。即
ち
①
知
恵
を
出
す
。

②
汗
を
出
す
。
③
寄
金
を
出
す
。
の
三
種
で

す
。

　

①
の
「
知
恵
を
出
す
」
と
は
、
役
員
に
な

り
、
同
窓
会
員
（
と
未
来
の
会
員
で
あ
る
在

校
生
）
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
施
策
を
考
え
る

こ
と
で
す
。

　

②
の
「
汗
を
出
す
」
と
は
、
役
員
・
常
任

幹
事
に
な
り
上
記
の
施
策
を
実
行
・
実
現
す

る
こ
と
で
す
。

　

③
の
「
寄
金
を
出
す
」
と
は
、
仕
事
を
持

ち
、
時
間
的
余
裕
が
な
い
場
合
、
上
記
施
策

を
実
現
す
る
寄
金
を
同
窓
会
に
寄
付
し
て
頂

く
こ
と
で
す
。

　

こ
の
三
種
の
方
法
の
い
ず
れ
で
も
結
構
で

す
か
ら
、
同
窓
会
に
貢
献
さ
れ
る
方
は
大
歓

迎
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
に
「
出

す
」
だ
け
で
な
く
先
輩
・
後
輩
か
ら
学
ぶ
こ

と
も
多
く
、「
入
っ
て
く
る
」
も
の
も
多
く

あ
り
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
方
が
参
加
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

会
長
に
就
任
し
て

杉　

本　

安　

弘

　

４
月
に
着
任
し
ま
し
た
が
、
早
く
も
半
年

が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
間
、

杉
本
会
長
を
初
め
同
窓
会
の
皆
様
に
は
本
校

へ
の
支
援
に
御
尽
力
い
た
だ
き
、
た
い
へ
ん

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
厚
く
御
礼
申
上

げ
ま
す
。

　

本
校
は
昨
年
七
十
周
年
記
念
行
事
を
終

え
、
新
た
な
十
年
へ
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
の
「
学
力
向
上
推
進
指
定

校
」「
部
活
動
推
進
指
定
校
」「
ス
ポ
ー
ツ
教

育
推
進
校
」
に
加
え
て
、
今
年
度
か
ら
「
言

語
能
力
向
上
推
進
校
」
の
指
定
も
受
け
、
更

に
教
育
活
動
を
充
実
さ
せ
て
お
り
ま
す
。
具

体
的
に
は
「
進
学
指
導
の
充
実
」「
規
律
あ

る
自
由
の
実
現
」「
部
活
動
・
行
事
の
振
興
」

そ
し
て
「
知
の
探
究
の
重
視
」
の
四
つ
の
柱

が
中
心
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
一
つ
で
も
欠

け
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
３
月
の
東
日
本
大
震
災
は
未
曾
有

の
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
が
、
同
時
に
起

き
た
原
発
事
故
は
私
た
ち
の
生
活
に
も
大
き

な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
避
難
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
地
域
の
学
校
か
ら
は
多
く
の
生
徒
た

ち
が
転
校
を
迫
ら
れ
ま
し
た
し
、
不
安
定
な

電
力
供
給
は
本
校
の
学
校
運
営
に
も
支
障
を

生
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
後
の
政
治
や

経
済
界
の
混
乱
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
そ
ん
な
中
で
も
い
ろ
い
ろ
と

工
夫
し
な
が
ら
、
な
ん
と
か
正
常
に
近
い
形

で
の
活
動
を
実
践
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
と

い
う
の
も
、
こ
の
混
乱
の
中
を
く
ぐ
り
な
が

ら
、
次
の
時
代
へ
の
解
決
策
を
考
え
、
実
行

し
て
い
け
る
の
は
、
今
の
高
校
生
の
世
代
だ

か
ら
で
す
。
知
恵
と
勇
気
を
持
っ
て
何
事
に

も
取
り
組
ん
で
い
く
、
そ
ん
な
生
徒
た
ち
を

し
っ
か
り
と
育
て
て
い
か
な
け
れ
ば
、
私
た

ち
の
未
来
は
あ
り
ま
せ
ん
。
高
校
で
学
ん
だ

こ
と
を
、
更
に
、
大
学
な
ど
の
上
級
学
校
で

深
め
て
、
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
方
策

を
見
出
し
て
く
れ
る
。
そ
の
第
一
段
を
築
い

て
い
く
。
そ
ん
な
大
役
を
担
っ
て
い
る
と
い

う
と
大
げ
さ
で
す
が
、
ま
ず
そ
の
よ
う
な
強

い
自
覚
と
使
命
感
を
持
っ
て
い
く
こ
と
が
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
思
う
と
、
ど
ん
な

苦
境
で
あ
っ
て
も
頑
張
れ
る
、
そ
ん
な
気
が

し
ま
す
。
そ
し
て
、
生
徒
た
ち
に
大
き
な
期

待
を
寄
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
は
頼
り

な
い
小
枝
で
も
、
い
つ
か
は
太
い
幹
の
大
樹

に
な
る
、
そ
し
て
、
私
た
ち
を
護
っ
て
く
れ

る
。
ま
さ
に
、
文
京
高
校
の
あ
の
椎
の
木
の

よ
う
に
。

　

文
京
高
校
は
こ
の
よ
う
な
次
代
を
担
う
人

材
を
こ
れ
ま
で
七
十
年
に
わ
た
っ
て
育
て
て

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
そ
の
歩

み
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。
同
窓
会
は
そ
の

よ
う
な
後
輩
を
育
て
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま

り
、
世
代
を
超
え
て
母
校
を
慕
う
老
若
が
集

う
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
文
京

高
校
を
応
援
し
、
後
輩
の
文
京
生
を
支
援
し

て
い
く
。
そ
ん
な
力
強
い
組
織
で
あ
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
ま
す
ま
す
の
同
窓
会
の

御
発
展
と
会
員
の
皆
様
の
御
健
勝
を
祈
念
し

て
、
着
任
の
御
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

文
京
高
校
に
着
任
し
て

校
長　

星　

野　

裕　

史
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あの頃の文京、あの先生に聞く

ま
も
な
く
古
希
を
迎
え
よ
う
と
い
う
年
、

既
に
鬼
籍
に
入
っ
た
友
人
も
居
る
中
、

卒
業
五
十
年
の
記
念
す
べ
き
会
に
臨
め
る

こ
と
は
、
真
に
喜
ば
し
く
感
慨
深
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。
色
々
と
ご
教
示
・
ご
指
導
を
頂

い
た
恩
師
に
他
界
さ
れ
た
方
も
居
ら
れ
、
こ

の
機
会
に
お
会
い
出
来
な
い
こ
と
は
一
抹
の

寂
し
さ
も
感
じ
ら
れ
ま
す
。
同
時
に
、
我
ら

母
校
の
深
い
歴
史
を
感
じ
ら
れ
ま
す
。

此
処
文
京
に
学
び
青
雲
の
志
を
抱
き
人
生

の
一
歩
を
踏
み
出
し
、
夫
々
に
社
会
に
貢
献

し
、
又
、
大
事
を
成
し
て
来
ら
れ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。
時
代
は
日
本
が
経
済
成
長
を
踏

み
出
し
た
時
で
あ
り
そ
の
後
の
日
本
の
発
展

と
共
に
ひ
た
す
ら
に
人
生
を
過
ご
し
、
今
、

そ
の
一
線
か
ら
退
き 

所
謂 

林
住
期
に
あ
っ

て
新
た
な
人
生
を
穏
や
か
に
も
様
々
に
過
ご

し
て
い
る
方
が
殆
ど
か
と
思
い
ま
す
。
そ
う

し
た
中
、
改
め
て
五
十
年
を
振
り
返
る
時
、

自
分
の
人
生
が
思
い
返
さ
れ
る
よ
う
で
あ
り

何
か
興
感
を
覚
え
る
の
は
、
私
だ
け
で
し
ょ

う
か
・
・
・
。
高
校
時
代
、
そ
れ
は
多
感
な

青
春
の
真
っ
た
だ
中
に
あ
り
、
人
生
を
決
め

る
大
切
な
時
で
も
あ
り
ま
し
た
。
同
じ
学
び

舎
に
あ
る
学
友
と
は
、
時
に
は
良
き
ラ
イ
バ

ル
と
し
、
時
に
は
気
の
置
け
な
い
仲
間
と
し

て　

学
び
、
遊
び
、
悩
み
、
青
春
を
語
り・・・

お
互
い
に
励
ま
し
あ
い
、
楽
し
い
日
々
を
過

ご
し
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
担
任
の
先
生
や
教
科

担
任
の
先
生
に
は
、
勉
学
だ
け
に
止
ま
ら
ず

人
生
や
進
路
、
悩
み
な
ど
個
人
的
に
も
様
々

に
教
唆
を
頂
き
人
生
観
や
思
想
の
醸
成
に
大

き
く
影
響
を
受
け
た
方
も
多
い
と
思
い
ま

す
。今

回
の
寄
稿
に
当
り
、
卒
業
時
の
担
任
で

ご
存
命
の
恩
師
は
竹
内
道
雄
先
生
だ
け
と
な

り
、
師
も
身
体
を
崩
し
て
お
ら
れ
お
話
を
聞

く
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。
日
頃
興
に
応
じ
て

は
集
ま
り
徒
然
語
ら
う
仲
間
と
昔
を
振
り

返
っ
て
み
ま
し
た
。
其
の
折
の
話
題
の
幾
つ

か
を
ご
紹
介
す
る
こ
と
で
表
題
に
変
え
さ
せ

て
頂
こ
う
と
思
い
ま
す
。

あ
の
頃
の
文
京

私
ど
も
が
三
年
間
を
過
ご
し
た
学
び
舎

は
、
入
学
し
た
昭
和
三
十
三
年
当
時
建
物
は

未
だ
真
新
し
く
随
分
と
モ
ダ
ン
に
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。
正
面
の
入
り
口
の
教
務
課
を
右
手

に
見
て
階
段
を
上
る
。
広
い
廊
下
を
挟
ん

で
教
室
と
整
然
と
並
ん
だ
ロ
ッ
カ
ー
コ
ー

ナ
ー
。
特
別
教
室
を
挟
ん
で
六
教
室
。
大
き

な
窓
か
ら
明
り
が
差
し
込
む
広
い
教
室
。
図

書
館
棟
の
左
右
に
校
門
と
運
動
所
が
見
渡
せ

る
ベ
ラ
ン
ダ
。
登
校
時
に
は
ロ
ッ
カ
ー
で
上

履
き
に
履
き
替
え
支
度
を
し
て
教
室
に
入
る

慌
し
い
一
時
。
正
面
の
教
室
の
巾
一
杯
の
緑

版
、
其
の
前
で
教
鞭
を
と
る
先
生
・
・
・
。

こ
う
し
た
情
景
が
懐
か
し
く
瞼
に
浮
か
ん
で

来
ま
す
。

当
時
の
定
員
は
三
百
名
で
男
子
が
二
百

名
、
女
子
が
百
名
で
し
た
。
男
女
共
学
が
四

ク
ラ
ス
、
男
子
だ
け
の
ク
ラ
ス
が
二
ク
ラ

ス
、
そ
れ
ぞ
れ
五
十
名
の
編
成
で
し
た
。
男

子
だ
け
の
ク
ラ
ス
は
男
子
高
の
名
残
な
の
で

し
ょ
う
か
、
毎
年
新
学
期
に
ク
ラ
ス
編
成
が

行
わ
れ
ま
す
が
、
中
に
は
三
年
間
を
通
し
て

男
子
ク
ラ
ス
の
生
徒
も
お
り
、
多
感
な
青
春

時
代
に
不
満
を
覚
え
た
者
も
居
た
よ
う
で
す

（
笑
）。
筆
者
も
、
男
子
ク
ラ
ス
・
同
じ
竹
内

道
雄
（
歴
史
担
当
）
に
就
い
て
学
ん
だ
一
人

で
す
。

当
時
は
、
東
大
に
何
人
入
学
し
た
か
が

公
・
私
立
共
に
高
校
の
評
価
で
あ
り
ス
テ
ー

タ
ス
と
さ
れ
る
受
験
地
獄
ー
「
灰
色
の
青
春

時
代
」
と
謂
わ
れ
た
時
代
で
も
あ
り
ま
し
た

が
、
文
京
の
校
風
は
自
由
で
の
ん
び
り
し
た

も
の
で
そ
う
し
た
事
を
余
り
感
じ
な
か
っ
た

よ
う
に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
東

大
や
そ
れ
に
準
じ
る
有
名
難
関
大
学
に
毎
年

数
名
は
進
学
し
て
お
り
、
劣
ら
ざ
る
レ
ベ
ル

に
あ
り
ま
し
た
。
登
校
時
に
学
生
が
横
列
に

お
喋
り
を
し
て
歩
き
他
の
往
来
者
に
迷
惑
を

か
け
て
い
る
情
景
を
見
か
け
ま
す
が
、
こ
う

し
た
事
が
無
い
様
に
一
列
縦
隊
式
に
し
て
登

校
し
担
当
の
先
生
が
校
門
で
点
検
す
る
と
い

う
社
会
倫
理
的
な
規
律
を
重
要
視
す
る
側
面

も
あ
り
ま
し
た
。
寧
ろ
こ
う
し
た
余
裕
を
感

じ
さ
せ
な
が
ら
も
き
ち
っ
と
規
律
を
守
る
校

風
の
下
で
、
高
校
時
代
と
い
う
人
生
に
お
け

る
大
切
な
時
期
を
過
ご
せ
た
こ
と
は
、
受
験

勉
強
に
身
を
す
り
減
ら
し
て
過
ご
す
事
よ
り

も
良
か
っ
た
と
今
思
わ
れ
ま
す
。

恩
師
の
思
い
出

当
時
の
授
業
の
記
憶
は
遠
い
時
を
経
て
曖

昧
と
な
り
ま
し
た
が
、
幾
つ
か
感
銘
深
い
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
受
験
生
に
は
「
傾
向
と

対
策
」
と
言
っ
た
教
本
が
人
気
で
し
た
が
、

授
業
は
そ
う
し
た
受
験
を
意
識
し
た
出
題
傾

向
や
知
識
詰
込
み
の
授
業
で
は
な
か
っ
た
よ

う
に
記
憶
し
て
い
ま
す
。「
知
っ
て
い
る
事

は
学
ば
な
く
て
も
良
い
」（
長
谷
川
先
生
）、

「
積
分
は
微
分
の
逆
様
に
考
え
る
」（
竹
村
先

生
）、「
史
実
の
意
味
を
、
時
代
背
景
を
正
し

く
捉
え
て
考
え
る
様
に
し
な
さ
い
」（
竹
内

先
生
）、「
物
理
の
位
相
は
宙
返
り
す
る
飛
行

機
の
乗
っ
て
い
る
様
に
考
え
れ
ば
よ
い
」（
菅

野
先
生
）
等
等
・
・
・
教
科
の
面
白
さ
や
理

解
の
き
っ
か
け
、
智
の
意
義
を
識
り　

又
、

英
語
教
材
に
「
日
米
安
全
保
障
条
約
」
を
使

用
（
金
子
先
生
）、
読
・
書
・
文
法
の
英
語

教
育
の
中
で
の
「
英
会
話
」（
小
島
先
生
）、

歴
史
考
察
と

論
評
の
論
文

提
出
（
竹
内

先
生
）、
授

業
前
の
化
学

式
十
分
間
暗

記
（
奥
田
先

生

）・
・
・

と
特
色
あ
る

授
業
を
思
い

出
す
と
枚
挙

に
尽
き
ま
せ
ん
。
同
時
に
、
そ
う
し
た
教
室

で
の
教
育
と
は
別
に
、
課
外
の
時
間
帯
の
個

別
指
導
、
休
日
に
自
宅
に
訪
問
し
た
り
、
ハ

イ
キ
ン
グ
や
旅
行
に
行
っ
た
り
・
・
・
そ
う

し
た
中
で
色
々
と
お
話
を
伺
っ
た
り
知
己
も

得
て
、
資
質
や
趣
向
・
志
向
に
合
わ
せ
た
進

路
教
唆
や
悩
み
の
相
談
等
様
々
に
人
生
観
や

思
考
の
醸
成
も
育
て
ら
れ
、
人
間
的
に
も
成

長
し
て
行
け
た
と
思
い
ま
す
。
先
生
方
は
何

時
も
笑
顔
で
優
し
く
も
時
に
厳
し
く
接
し
て

頂
き
ま
し
た
。
鎌
倉
時
代
か
ら
の
古
刹
・
新

潟
県
十
日
町
の
神
宮
寺
の
住
職
で
も
あ
る
竹

内
先
生
の
何
時
も
絶
や
さ
ぬ
笑
顔
と
瞋
恚
無

い
振
舞
い
は
、
其
の
出
自
に
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
殊
に
印
象
深
く
良
き
範
と
な
り
ま
し
た

（
竹
内
先
生
に
つ
い
て
は
、
紫
筍
五
十
一
号

参
照
）。
良
き
師
に
恵
ま
れ
た
高
校
時
代
で

あ
っ
た
と
感
慨
さ
れ
ま
す
。

紀
半
ば
を
振
り
返
っ
て
、
此
処
文
京
で
学

ぶ
将
来
あ
る
学
生
諸
君
に
思
う
こ
と
は
、
こ

れ
か
ら
様
々
な
経
験
を
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ

う
が
、
人
生
は
「
何
を
成
し
た
で
は
な
く
ど

う
生
き
た
か
」
が
大
切
で
す
。
素
晴
し
い
師

と
良
き
先
輩
が
築
い
て
来
ら
れ
た
伝
統
を
受

け
継
ぎ
、
二
度
と
な
い
学
生
時
代
を
楽
し
く

誇
り
を
持
っ
て
過
ご
し
、
足
元
を
確
り
と
一

時
一
時
を
大
切
に
、
一
事
一
善
ベ
ス
ト
を

尽
く
さ
れ
、
同
時
に
母
校
文
京
の
一
層
の
発

展
に
寄
与
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
止
み
ま
せ

ん
。（

平
成
二
十
三
年
七
月
一
日　

　

文
責
・
五
十
嵐　

力　

13
期
Ｃ
組
）

あ
の
頃
の
文
京

（
13
期
・
昭
和
35
年
度
卒
業
）

13期生の文京軌跡
昭和33年度（1958年）

4 代稲崎脩平校長着任、●担任　主任築山、A 組 : 井出、
B 組 : 竹内、C 組 : 竹村、D 組 : 金子、E 組 : 荒井、F 組
中屋の各先生●5月遠足、●7月校内球技大会、●9月プー
ル完成、● 10 月文化祭、体育祭、3 月球技大会、●甲子
園への道：2 回戦 0-17 法政一

世の中の主な出来事
EEC 設立、●売春防止法施行、●巨人長島茂雄 4 打席 4
三振デビュー、●日清食品インスタントラーメン新発売、
●王貞治巨人入団●明仁親王、正田美智子さんと婚約、
●東京タワー、●岩戸景気 ( 物価 : 封書 10 円、葉書 5 円、
バス 15 円、風呂代 16 円、理髪料 150 円 ) ●新一万円札、
●テレビ：月光仮面、私は貝になりたい●流行歌：おー
い中村君、星はなんでも知っている●流行語：イカス、
ご清潔で、ご誠実●プロ野球：西鉄 3 連敗 4 連勝で 3 連
覇

昭和 34年度（1959 年）
●担任　主任築山、A 組：中屋、B 組：今津、C 組：井出、
D 組：長谷川、E 組：竹村、F 組竹内の各先生、● 1 年
７学級に学級増 5 月遠足大島、● 7 月校内球技大会、●
大塚中学校校舎撤去 ( 校地回復 ) ● 10 月文化祭、体育祭、
3 月球技大会、●甲子園への道：1 回戦 3-5 昭和一商

世の中の主な出来事
皇太子・正田美智子さんご成婚●東京五輪開催決定●社
会党分裂●キューバ革命●メートル法完全実施●国民年
金制度発足●はがき 20 円、朝日新聞月ぎめ 390 円●丸
ノ内線開通●流行語：がめつい奴、トランジスター・グ
ラマー●雑誌：朝日ジャーナル、少年マガジン創刊●フ
ジ、教育テレビ放送開始● TV：スター千一夜、ローハイ
ド●映画：ベンハー、人間の条件●歌南国土佐を後にして、
黒い花びら●野球：南海、巨人に四連勝で日本一

昭和 35年度（1960 年）
●担任　主任築山、A 組：井出、B 組：金子、C 組：竹内、
D 組：竹村、E 組：長谷川、F 組中屋の各先生、● 3 月
増築校舎（6 教室）竣工、● 1 年 8 学級、2 年 7 学級に
学級増、● 5 月体育祭、● 7 月校内球技大会、● 10 月
文化祭、● 11 月京都・東北修学旅行、● 3 月卒業式

世の中の主な出来事
●岸首相、新日米安保条約調印、●チリ地震津波、●三
井三池炭鉱争議、●安保反対闘争、●新安保強行採決、
●新安保条約発効、岸内閣総辞職、●池田内閣成立、●
所得倍増計画、●ダッコちゃんブーム、●コーヒー 60 円、
大卒初任給 12.190 円
●インスタント食品ブーム、●流行歌：ステキなタイミ
ング、●流行語：声なき声、 交通戦争、私は嘘は申しま
せん、家つき・カーつき・婆あ抜き●本：性生活の知恵、
● TV：怪傑ハリマオ、●野球：大洋、大毎に 4 連勝で
日本一
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あの頃の文京、あの先生に聞く
　

招
待
期
っ
て
何
？
ク
ラ
ス
幹
事
っ
て
誰

だ
っ
け
？

そ
ん
な
4
ク
ラ
ス
6
人
が
集
ま
っ
た
の
は
暑

い
夏
の
日
。
ど
う
や
ら
私
た
ち
は
卒
業
し
て

か
ら
25
周
年
で
同
窓
会
に
“
招
待
”
さ
れ
る

代
ら
し
く
…
。
そ
の
前
に
紫
旬
に“
座
談
会
”

な
る
も
の
の
様
子
を
載
せ
る
べ
く
“
座
談
”

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
ら
し
い
。

取
り
敢
え
ず
訳
も
分
か
ら
な
い
ま
ま
で
ク
ラ

ス
も
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
る
け
ど
大
塚
の
フ
ァ
ミ

レ
ス
で
“
座
談
会
”
を
始
め
た
…
。

～
ま
ず
、
久
し
ぶ
り
に
文
京
高
校
に
行
っ
て

み
て
ど
う
だ
っ
た
？

「
新
校
舎
に
入
っ
た
の
は
初
め
て
！
っ
て
既

に
建
っ
て
か
ら
18
年
ぐ
ら
い
経
っ
て
る
ら
し

い
け
ど
…
私
た
ち
の
こ
ろ
は
土
足
だ
っ
た
か

ら
掃
除
し
て
も
全
く
き
れ
い
に
な
ら
ず
常
に

埃
っ
ぽ
か
っ
た
よ
ね
。」

「
机
が
キ
レ
イ
！
私
た
ち
の
頃
の
机
っ
て
落

書
き
が
必
ず
あ
っ
た
け
ど
。」

「
冷
房
が
効
い
て
て
感
激
！
」

「
Ｏ
Ｍ
Ｉ
（
校
門
前
の
酒
屋
）
が
コ
ン
ビ
ニ

に
な
っ
て
て
ち
ょ
っ
と
シ
ョ
ッ
ク
。
Ｏ
Ｍ
Ｉ

の
お
じ
さ
ん
に
は
お
世
話
に
な
っ
た
も
ん
ね

～
」

「
折
戸
通
り
に
歩
道
が
出
来
た
！
昔
は
白
線

だ
け
だ
っ
た
よ
ね
。」

「
校
門
出
て
左
側
に
パ
ン
屋
が
あ
っ
て
土
曜

の
お
昼
と
か
異
常
に
文
京
生
で
混
ん
で
た
よ

ね
。」

「
地
蔵
通
り
の
お
弁
当
屋
に
も
か
ら
揚
げ
弁

当
を
よ
く
買
い
に
行
っ
た
。
男
子
部
室
の
裏

か
ら
都
電
の
線
路
側
に
乗
り
越
え
て
。
校
門

回
り
で
行
く
よ
り
近
い
し
。」

～
学
校
生
活
の
思
い
出
は
？

「
プ
ー
ル
の
一
部
が
異
常
に
深
く
な
か
っ

た
？
３
ｍ
プ
ー
ル
と
か
言
っ
て
た
記
憶
が
。」

「
今
は
体
育
館
の
上
に
あ
る
ら
し
い
よ
！
」

「
プ
ー
ル
の
脇
が
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
、
放
課

後
に
社
会
の
藤
倉
先
生
と
英
語
の
鈴
木
先
生

が
毎
日
の
よ
う
に
テ
ニ
ス
し
て
た
よ
ね
？
」

「
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
前
で
落
ち
葉
集
め
て
焼

き
芋
し
な
か
っ
た
？
」

「
や
っ
た
や
っ
た
！
学
食
の
脇
に
は
焼
却
炉

も
あ
っ
た
よ
ね
？
」

「
学
食
に
は
お
世
話
に
な
っ
た
な
～
。
タ
ン

メ
ン
が
美
味
し
か
っ
た
～
！
確
か
タ
ン
メ
ン

２
０
０
円
だ
っ
た
。
Ａ
定
食
と
か
す
ぐ
売
り

切
れ
ち
ゃ
う
ん
だ
よ
ね
。」

「
売
店
で
も
文
房
具
と
か
の
他
に
も
パ
ン
と

か
売
っ
て
た
よ
ね
？
40
円
の
ア
ッ
プ
ル
パ
イ

を
毎
日
の
よ
う
に
食
べ
て
た
！
」

～
印
象
深
い
先
生
は
？

「
地
学
の
木
村
先
生
。
次
郎
さ
ん
ね
。
答
え

ら
れ
な
い
と
椅
子
の
上
に
正
座
、
そ
の
次
机

の
上
、
最
後
は
裸
足
で
雪
の
中
ラ
ン
ニ
ン

グ
！
」

「
で
も
定
期
テ
ス
ト
で
全
く
答
え
が
わ
か
ら

な
い
か
ら
“
自
分
は
い
か
に
部
活
に
熱
心

か
”
を
答
案
用
紙
い
っ
ぱ
い
に
書
い
た
ら
花

丸
で
１
０
０
点
！
っ
て
つ
い
て
た
！
成
績
も

5
だ
っ
た
よ
！
」

「
大
島
高
校
に
転
任
す
る
時
に
中
庭
に
ベ
ン

チ
を
寄
贈
し
て
く
れ
て
。“
次
郎
さ
ん
の
ベ

ン
チ
”
で
よ
く
お
し
ゃ
べ
り
し
て
た
。」

「
数
学
の
稲
留
先
生
が
同
じ
問
題
を
1
年
生

と
3
年
生
に
や
ら
せ
た
ら
1
年
生
の
方
が
平

均
点
良
か
っ
た
っ
て
嘆
い
て
た
…
。」

「
だ
っ
て
思
い
出
っ
て
勉
強
の
事
な
ん
か
よ

り
行
事
で
ど
ん
だ
け
燃
え
た
か
っ
て
話
で

し
ょ
!?
」

～
体
育
祭
と
か
？

「
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
あ
っ
た
よ
ね
。“
打
倒
！

カ
ー
ル
君
”と
か“
汚
せ
文
ジ
ャ
ー
”と
か
。」

「
文
ジ
ャ
ー
（
学
年
ご
と
の
色
違
い
ジ
ャ
ー

ジ
）は
ダ
サ
か
っ
た
よ
ね
…
う
ち
の
代
は【
エ

ン
ジ
＆
ク
リ
ー
ム
色
】
あ
り
え
ね
～
！
」

「
棒
倒
し
は
毎
回
血
を
見
た
ね
。」

「
集
団
演
技
も
燃
え
た
よ
ね
～
。
お
ニ
ャ
ン

子
の
曲
で
女
装
し
た
り
し
た
よ
ね
？
」

「
体
育
祭
の
前
は
授
業
中
ず
～
っ
と
ボ
ン
ボ

ン
作
り
の
ス
ズ
ラ
ン
テ
ー
プ
を
裂
く
作
業

に
必
死
で
授
業
な
ん
か
聞
い
て
な
か
っ
た

し
！
」

「
マ
ス
コ
ッ
ト
造
り
も
燃
え
た
ね
～
。
で
か

い
ベ
ニ
ヤ
板
に
絵
を
描
い
て
頑
張
っ
た
ね

～
。」

～
文
化
祭
は
ど
う
だ
っ
た
？

「
喫
茶
店
や
っ
た
り
、
駄
菓
子
屋
や
っ
た
り
。

ぴ
っ
た
し
カ
ン
カ
ン
で
先
生
の
“
一
枚
の
写

真
”
と
か
も
や
っ
た
ね
。」

「
折
戸
通
り
商
店
街
の
お
店
の
人
に
ビ
デ
オ

で
出
題
し
て
も
ら
っ
て
文
京
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ

ズ
や
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
ね
。
喜
楽
の
樺
太

ラ
ー
メ
ン
は
い
く
ら
で
し
ょ
う
？
み
た
い

な
。」

「
後
夜
祭
で
田
原
先
生
か
ケ
ニ
ー
ロ
ギ
ン
ス

の
も
の
ま
ね
で
ギ
タ
ー
弾
い
て
…
や
た
ら
似

て
た
！
」

「
文
化
祭
と
言
え
ば
打
上
げ
で
し
ょ
う
！
池

袋
の
▲
☆
※
●
◆
☆
…
」

～
あ
の
ぉ
書
け
る
範
囲
の
発
言
で
お
願
い
し

ま
す
。

他
に
は
何
か
イ
ベ
ン
ト
あ
っ
た
っ
け
？	

「
ス
ポ
ー
ツ
大
会
！
」

「
三
年
の
時
は
Ｇ
組
が
総
合
優
勝
戴
き
ま
し

た
！
」

「
い
い
も
ん
！
Ｅ
組
は
体
育
祭
で
優
勝
し
た

も
ん
！
Ｅ
と
Ｇ
は
ス
ポ
ー
ツ
で
競
っ
て
た
よ

ね
。」

「
大
橋
先
生
が
優
勝
祝
い
に
１
万
円
く
れ
た
。

そ
の
１
万
円
の
使
い
道
は
も
ち
ろ
ん
打
上

げ
！
敢
え
て
先
生
も
使
い
道
聞
か
な
か
っ
た

よ
ね
。」

「
駅
伝
も
あ
っ
た
よ
ね
？
全
員
参
加
で
コ
ー

ス
は
校
内
一
周
。
中
庭
に
は
ク
ラ
ス
メ
ー
ト

が
鈴
な
り
で
応
援
し
て
く
れ
る
か
ら
張
り

切
っ
て
走
る
ん
だ
け
ど
学
食
の
裏
の
方
行
く

と
ヘ
ロ
ヘ
ロ
で
歩
い
て
た
…
。」

～
イ
ベ
ン
ト
事
は
盛
り
上
が
る
よ
ね
～
。
高

校
生
の
本
分
で
あ
る
お
勉
強
の
方
は
…
？

「
授
業
は
…
サ
ボ
っ
て
大
塚
南
口
の
●
◆
で

▲
☆
※
●
◆
☆
あ
、
書
け
ね
～
か
？
」

「
３
、４
限
が
休
講
だ
と
す
ぐ
池
袋
行
っ
て

た
！
」

「
大
塚
の
喫
茶
店
に
先
生
が
迎
え
に
き
た
事

も
あ
っ
た
な
。『
さ
、授
業
行
く
ぞ
！
』っ
て
」

～
結
局
勉
強
の
話
に
は
な
ら
な
い
よ
う
な
の

で
…
と
に
か
く
充
実
し
た
３
年
間
だ
っ
た
よ

ね
。

▲
☆
※
●
◆
☆
な
話
の
続
き
が
し
た
い
人
は

是
非
11
月
27
日
の
同
窓
会
に
行
き
ま
し
ょ

う
！
私
ら
『
招
待
期
』
だ
し
。

25
年
ぶ
り
に
会
っ
た
人
も
い
た
け
ど
何
だ
か

盛
上
が
り
、
ア
イ
ス
コ
ー
ヒ
ー
で
は
物
足
り

ず
、
場
所
を
池
袋
の
居
酒
屋
に
移
し
、
2
人

の
新
メ
ン
バ
ー
を
加
え
思
い
出
話
は
尽
き

ず
。
38
期
生
の
長
く
暑
い
夜
は
更
け
て
い
く

の
で
あ
り
ま
し
た
。

あ
の
頃
の
文
京

（
38
期　

昭
和
60
年
度
卒
業
）

38期生の文京軌跡
昭和 58年度（1983 年）

● 4 月 8 日入学式（古瀬敦 11 代校長）、
●担任：A 組：柴崎、B 組：浜田、C 組：伊藤、D 組：
藤倉、E 組：荒井、F 組：野口、G 組：前川、H 組：
上前：I 組：大橋（2 ～ 3 年クラス替えなし）● 5 月
遠足伊豆下田● 6 月スポーツ大会● 7 月甲子園への
道 2 回戦 0―8 城西● 9 月体育祭● 10 月紫雲祭● 1
月合唱祭、● 2 月駅伝

世の中の主な出来事
●田中角栄元首相有罪判決●三宅島大噴火●中国自
動車道開通●東京ディズニーランド開園●任天堂
ファミコン発売●レーガン大統領来日●パソコン、
ワープロ普及へ●流行語：不沈空母、おしん、軽薄
短小●映画：細雪、ガンジー● TV：徳川家康●流行
歌：氷雨●本：積み木崩し、気配りのすすめ●西武
4-3 で巨人破り日本一

昭和 59年度（1984 年）
●担任：A 組：柴崎、B 組：浜田、C 組：前川、D 組：
田原、E 組：藤倉、F 組：福本、G 組：大橋、H 組：
伊藤：I 組：荒井、
● 5 月遠足（初島他）● 6 月スポーツ大会● 7 月：
甲子園への道 3 回戦 0―7 城西● 9 月：体育祭● 10
月：紫雲祭、● 11 月：修学旅行（広島・岡山・倉敷）
● 1 月：スポーツ大会

世の中の主な出来事
●第二次中曽根内閣●新札発行（福沢、新渡戸、夏
目）●ｸﾞﾘｺ森永事件●疑惑の銃弾・ロス疑惑●ﾋﾞｰﾙ
310 円、掛けそば 320 円●冬季サラエボ、夏季ロサ
ンジェルス五輪●流行語：まる金、まるビ● TV：山
河燃ゆ●映画：お葬式●流行歌：ワインレッドの心
●本：愛のごとく●世相：エリマキトカゲ●野球：
広島 4-3 で阪急破り日本一

昭和 60年度（1985 年）
●担任：A 組：柴崎、B 組：浜田、C 組：前川、D 組：
田原、E 組：藤倉、F 組：福本、G 組：大橋、H 組：
伊藤：I 組：荒井、
● 5 月：遠足（鎌倉他）● 6 月：スポーツ大会● 7 月：
甲子園への道 3 回戦 0―7
大東大一● 9 月：体育祭（3E 優勝）、● 10 月：紫
雲祭● 3 月卒業

世の中の主な出来事
●新国技館落成●つくば科学万博● NTT,JT 発足●
大鳴門橋開通●日航ジャンボ墜落●
中曽根首相初の靖国神社公式参拝●ユニバーシアー
ド神戸大会●世相：ファミコンブーム、全国小中で「い
じめ」横行●映画：乱、アマデウス● TV：春の波濤
●流行歌：ジュリアに傷心、恋に落ちて●本：豊臣
秀吉●阪神４－２で西武を破り 21 年ぶり日本一

38 期クラス幹事の皆さん
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直撃インタビュー

　

松
下 

功
（
ま
つ
し
た 

い
さ
お
）、

１
９
５
１
年
11
月
23
日
生
、
日
本
の
現
代
音

楽
の
作
曲
家
と
し
て
著
名
で
あ
る
。

主
な
経
歴

　

文
京
高
校
22
期
生
。
東
京
芸
術
大
学
、
及

び
同
大
学
院
に
て
作
曲
を
南
弘
明
、
黛
敏
郎

に
師
事
。
１
９
７
７
年
、
日
本
音
楽
コ
ン

ク
ー
ル
作
曲
部
門
入
賞
。
１
９
７
９
年
、
ド

イ
ツ
政
府
学
術
交
流
会
（
Ｄ
Ａ
Ａ
Ｄ
）
給

費
留
学
生
と
し
て
ベ
ル
リ
ン
芸
術
大
学
に

て
、
尹
伊
桑
に
師
事
。
１
９
８
５
年
、
ド
イ

ツ
・
メ
ン
ヒ
ェ
ン
グ
ラ
ー
ド
バ
ッ
ハ
市
国

際
コ
ン
ク
ー
ル
１
位
。
１
９
８
６
年
、
入
野

賞
受
賞
。
１
９
８
８
年
～
２
０
０
３
年
、
東

京
芸
術
大
学
音
楽
学
部
作
曲
科
非
常
勤
講

師
、
１
９
９
１
年
～
９
９
年
、
尚
美
学
園
短

期
大
学
音
楽
学
科
助
教
授
、
１
９
９
９
年
～

２
０
０
３
年
、
尚
美
学
園
大
学
情
報
芸
術
学

部
教
授
を
歴
任
、
ま
た
、
２
０
０
３
年
に

は
「
ア
ジ
ア
音
楽
祭
２
０
０
３
in
東
京
」
実

行
委
員
長
、
１
９
９
９
年
～
２
０
０
４
年
に

は
ア
ジ
ア
作
曲
家
連
盟
会
長
を
務
め
た
。
現

在
は
、
東
京
芸
術
大
学
演
奏
藝
術
セ
ン
タ
ー

教
授
。（
社
）
日
本
作
曲
家
協
議
会
副
会
長
。

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
東
風
代
表
を
つ
と
め
、大
変
、

多
忙
で
あ
る
。

　

今
回
の
松
下
功
芸
大
教
授
と
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
は
、
32
期
田
中
祥
一
氏
の
推
薦
で
実

現
し
た
。東
京
芸
術
大
学
の
一
番
奥
に
あ
る
、

演
奏
藝
術
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
松
下
功
教
授
の

研
究
室
に
お
邪
魔
し
お
話
を
伺
っ
た
。
以
下

は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
概
要
で
あ
る
。

92
群
へ
進
学

　

松
下
氏
は
、
港
区
赤
坂
の
出
身
で
男
ば
か

り
の
五
人
兄
弟
の
末
っ
子
。
小
学
生
時
代
ま

で
ピ
ア
ノ
を
し
て
い
た
が
、
し
ば
ら
く
休
止

す
る
。
文
京
二
中
に
進
学
し
た
。
二
中
時
代

で
は
、
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
を
創
設
す
る
。
音

楽
高
校
へ
の
進
学
を
希
望
す
る
が
、
他
の
4

人
の
兄
が
皆
私
立
に
進
学
し
て
い
た
こ
と
も

あ
り
、
都
立
に
入
学
で
き
れ
ば
と
音
楽
家
志

望
を
認
め
ら
れ
る
。
因
み
に
、
高
校
進
学
直

前
に
は
文
京
区
本
郷
三
丁
目
に
住
ん
で
お

り
、
都
立
入
試
が
大
き
く
変
わ
っ
た
時
期
で

も
あ
り
、
担
任
が
4
学
区
し
か
わ
か
ら
な
い

と
の
こ
と
で
、
92
群
を
志
望
し
合
格
し
た
。

し
か
し
、
希
望
し
て
い
た
近
く
の
向
丘
で
は

な
く
、
67
年
に
文
京
に
進
学
し
、
赤
坂
に
転

居
後
は
、
丸
ノ
内
線
の
赤
坂
見
附
か
ら
新
大

塚
経
由
で
通
学
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

紛
争
・
討
論
・
音
楽
家

　

学
校
群
制
度
の
一
期
生
で
あ
る
松
下
氏

は
、
文
京
を
22
期
生
と
し
て
卒
業
し
た
が
、

高
３
の
時
に
高
校
紛
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
。

当
時
旧
校
舎
の
新
館
４
階
に
あ
っ
た
図
書
室

が
封
鎖
さ
れ
た
時
の
、
苦
し
い
思
い
出
と
し

て
は
、連
日
連
夜
で
友
人
宅
を
泊
ま
り
歩
き
、

徹
夜
討
論
を
繰
り
返
し
た
こ
と
が
あ
る
。
１

カ
月
以
上
授
業
が
な
く
、
あ
と
数
日
授
業
日

数
が
足
り
な
け
れ
ば
卒
業
で
き
な
い
と
こ
ろ

だ
っ
た
。
進
学
状
況
は
散
々
で
、
数
人
の
み

が
現
役
で
、
あ
と
は
浪
人
と
言
う
今
か
ら
は

考
え
ら
れ
な
い
状
況
だ
っ
た
。
そ
の
封
鎖
当

時
の
体
験
で
は
、「『
将
来
は
何
を
し
た
い
か
』

が
テ
ー
マ
で
皆
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
僕

だ
け
は
『
音
楽
家
に
な
る
』
と
答
え
た
。
す

る
と
、
皆
『
い
い
な
』
と
言
っ
た
の
が
一
番

印
象
に
残
っ
て
い
る
。」
こ
の
こ
と
で
、
自

分
の
夢
が
ハ
ッ
キ
リ
し
た
と
言
え
る
。

夢
を
忘
れ
ず
に

　

先
日
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
の
釜
石

に
行
き
、
中
学
生
に
話
す
機
会
が
あ
っ
た
。

そ
の
時
、
私
は
、「
中
学
生
の
時
は
人
は
人

生
で
一
番
夢
を
描
く
時
だ
が
そ
れ
を
忘
れ
な

い
よ
う
に
し
よ
う
。」
と
言
っ
た
。
田
中
氏

直撃インタビュー

好評の直撃インタビューを継続する。今号は、日本の現代音楽の作曲家
として国際的に活動の場を広げている松下教授を紹介する。学校群1期生
として入学し、高校紛争当時、友人と徹夜で討論し、将来の目標を自覚し
た若き日々を伺った。

の
友
人
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送
を
見
た
と
聞

く
。
高
校
時
代
の
松
下
氏
は
、
１
年
生
の
頃

は
ボ
サ
ノ
バ
バ
ン
ド
を
や
っ
て
い
て
、
文
化

祭
の
時
の
演
奏
を
聴
い
た
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の

メ
ン
バ
ー
か
ら
声
を
掛
け
ら
れ
て
か
ら
関
わ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
自
分
か
ら
入
部
し

た
記
憶
は
な
い
。
こ
の
話
が
き
っ
か
け
で
、

松
下
功
氏
が
文
京
高
校
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の

Ｏ
Ｂ
名
簿
５
０
０
人
の
中
で
、
た
だ
一
人
、

C
onductor

と
書
か
れ
演
奏
楽
器
の
記
載

の
な
い
人
物
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
氏

は
、
浪
人
後
に
東
京
芸
術
大
学
の
作
曲
科
に

入
学
。
作
曲
科
の
定
員
は
20
名
で
個
性
的
な

人
物
が
多
か
っ
た
。
同
級
生
に
、
青
島
広
志

が
お
り
、
少
し
上
の
学
年
に
、
坂
本 

龍
一

（
１
９
５
２
年
1
月
17
日
）
が
い
た
。（
3
浪

で
学
年
順
が
逆
転
す
る
）

　

30
年
近
く
前
の
浪
人
中
に
は
ブ
ラ
ス
バ
ン

ド
の
指
揮
者
と
し
て
神
田
女
学
園
で
ブ
ラ
ス

バ
ン
ド
を
指
導
す
る
。
大
学
院
時
代
に
は
文

京
に
足
繁
く
通
い
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の
コ
ー
チ

（
指
揮
者
）
を
す
る
。

　

文
京
高
校
の
ブ
ラ
ス
の
指
揮
経
験
の
長
い

松
下
氏
だ
が
、
自
分
は
コ
ン
ク
ー
ル
否
定
派

で
あ
る
と
言
う
。
そ
れ
は
、
コ
ン
ク
ー
ル
を

中
心
に
据
え
て
部
活
の
練
習
を
積
み
重
ね
る

こ
と
に
よ
り
、
皆
コ
ン
ク
ー
ル
で
疲
れ
て
音

楽
が
好
き
で
な
く
な
っ
て
し
ま
う
生
徒
が
多

い
か
ら
だ
。
特
に
、
中
学
・
高
校
で
ブ
ラ
ス

が
上
手
い
学
校
の
生
徒
が
そ
う
で
、
そ
の
よ

う
な
学
校
か
ら
は
、
中
々
芸
大
に
入
っ
て
こ

な
い
。
東
京
都
高
等
学
校
文
化
祭
音
楽
部
門

中
央
大
会
の
よ
う
な
お
祭
り
と
し
て
や
る
こ

と
に
は
賛
成
だ
が
。

　

現
在
ま
で
、
自
分
が
指
揮
を
し
た
り
、
作

曲
を
し
た
り
し
て
関
わ
り
続
け
て
い
る
ア
マ

チ
ュ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
、
文
京
区
民
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
が
あ
る
。
日
本
の
ア
マ
オ
ケ
の
レ

ベ
ル
は
そ
ん
な
に
低
く
な
い
。
だ
か
ら
、
ア

マ
と
言
う
こ
と
は
考
え
な
い
で
作
曲
し
て
い

る
。
こ
う
し
て
氏
が
こ
れ
ま
で
作
曲
し
た
作

品
の
な
か
の
代
表
作
に
、
ベ
ル
リ
ン
芸
術
祭

委
嘱
作
品　

和
太
鼓
協
奏
曲
「
飛
天
遊
」
が

あ
る
。
こ
れ
は
現
代
音
楽
と
し
て
は
、
全
世

界
で
２
０
０
回
余
り
演
奏
さ
れ
た
大
ヒ
ッ
ト

作
品
と
言
え
る
。

コ
ラ
ボ
の
追
求

　

現
在
、
氏
は
、
ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
た
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
追
求
し
て
い
る
。
特
に
、

ア
ジ
ア
作
曲
連
盟
会
長
を
務
め
た
前
後
か
ら

は
活
動
の
舞
台
を
ア
ジ
ア
に
広
め
、
仏
教
に

ま
つ
わ
る
様
々
な
作
品
を
委
嘱
さ
れ
発
表
し

て
い
る
。
大
学
で
も
、
演
奏
藝
術
セ
ン
タ
ー

を
拠
点
に
、
演
奏
藝
術
セ
ン
タ
ー
教
授
と
し

て
、
音
楽
学
部
の
学
生
よ
り
も
美
術
学
部
の

学
生
を
多
く
、
3
人
ほ
ど
の
講
師
陣
と
協
力

し
あ
っ
て
異
分
野
の
芸
術
活
動
を
結
び
付
け

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
研
究
所
の
よ
う
な

芸
術
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

　

そ
の
一
例
を
あ
げ
れ
ば
、
文
京
区
春
日
に

あ
る
筑
波
大
学
付
属
大
塚
特
別
支
援
学
校
の

知
的
障
害
児
童
生
徒
と
連
携
し
て
、
芸
大
の

教
室
に
招
き
、
暗
闇
の
中
で
、
美
術
専
攻
の

学
生
に
言
葉
だ
け
で
自
己
紹
介
を
さ
せ
た

り
、
彫
刻
制
作
の
過
程
で
、
全
盲
の
生
徒
に

制
作
途
中
の
作
品
を
触
ら
せ
説
明
さ
せ
た
り

し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
芸
大
の
学
生
が

一
番
勉
強
に
な
っ
て
い
る
。

還
暦
記
念
演
奏
会

　

こ
の
秋
、
氏
は
11
月
22
日
～
23
日
に
第
一

生
命
ホ
ー
ル
で
天
地
響
應 

～
松
下
功
還
暦

コ
ン
サ
ー
ト
を
予
定
し
て
い
る
。

（
６
月
28
日　

芸
大
演
奏
芸
術
セ
ン
タ
ー
松

下
研
究
室
で　

田
中
祥
一
、
梶
野
茂
男
）

30

松下　功さん（22 期 C、昭和 44 年卒）

（社）日本作曲家協議会副会長、アンサンブル東風代表
東京芸術大学演奏藝術センター教授

天
地
響
應 

～
松
下
功
還
暦
コ
ン
サ
ー
ト

出
演　

◆
松
下
功（
指
揮
）、◆
澤
和
樹（
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
）、
◆
林
英
哲
（
和
太
鼓
）、
◆
迦

陵
頻
伽
聲
明
研
究
会
（
聲
明
）、
◆
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
東
風
（
管
弦
楽
）　

曲
目　

◆
松
下

功
：「
天
空
の
調
べ
」
～
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と

室
内
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
（
初
演
）
／
和
太
鼓
協

奏
曲
第
２
番「
天
地
響
應
」～
和
太
鼓
と
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
（
初
演
）
／
「
密
教
傳
來
」
～
五

智
如
来
賛
嘆
～
聲
明
と
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
（
舞

台
初
演
）
入
場
料　

５
千
円

【
主
な
作
品
】
和
太
鼓
協
奏
曲
「
飛
天
遊
」

委
嘱
：
ベ
ル
リ
ン
芸
術
祭 

１
９
９
３
、
オ

ペ
ラ
「
信
濃
の
国
・
善
光
寺
物
語
」”
全
３

幕　

長
野
冬
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
公
式
文
化
プ

ロ
グ
ラ
ム 

１
９
９
７
、「
信
州
民
謡
パ
ラ
フ

レ
ー
ズ
」
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
マ
ー
チ

O
rch.

１
９
９
８
、「
津
軽
三
味
線
協
奏
曲
」

津
軽
三
味
線
、O

rch.

委
嘱
：
文
京
区
民

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
２
０
０
０
、「
天
空
の
祈
り
」

～
と
う
と
き
命
に
～ 

委
嘱
：
文
京
区
民
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ　

２
０
１
１　

東
日
本
大
震
災
の

犠
牲
者
を
悼
ん
で
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親子で同窓生

―
親
子
で
文
京
卒
業
と
い
う
こ
と
で
お
話
を

伺
う
わ
け
で
す
が

塚
越
淳
（
じ
ゅ
ん
）　

私
が
昭
和
54
年
卒
業

31
期
Ｅ
で
す
。
長
男
の
海
（
か
い
）
が
平
成

20
年
卒
業
60
期
Ｆ
で
、
次
男
の
航
（
わ
た

る
）
が
平
成
21
年
卒
業
の
61
期
Ｅ
で
す
。
実

は
叔
父
二
人
も
文
京
の
卒
業
生
で
す
。
70
周

年
祝
賀
会
で
ハ

ワ
イ
ア
ン
の
バ

ン
ド
を
し
た
塚

越
弘
二
（
3
期

Ｅ
）
と
泰
三
（
８

期
Ａ
）
で
す
。

　

私
は
豊
島
区
立
雑
司
が
谷
中
学
校
（
現
在

の
千
登
世
橋
中
）
出
身
で
、
文
京
卒
業
後
玉

川
大
学
工
学
部
機
械
工
学
科
に
進
み
、
大
学

卒
業
後
直
ち
に
日
本
道
路
公
団
に
入
社
。
入

社
後
は
、
機
械
職
と
し
て
２
年
程
で
西
日
本

を
中
心
と
し
て
各
地
の
転
勤
を
繰
り
返
し
て

き
ま
し
た
。

―
結
婚
は
社
内
結
婚
で
す
か

淳　

は
い
。
昭
和
63
年
で
す
。
新
潟
の
糸
魚

川
で
高
速
道
路
を
つ
く
っ
て
い
る
時
で
す
。

―
確
か
知
り
合
っ
た
の
は
九
州
で
し
た
ね
。

淳　

福
岡
で
知
り
あ
い
ま
し
た
。
最
初
の
赴

任
地
で
し
た
。

―
お
子
さ
ん
が
生
ま
れ
た
の
は
ど
ち
ら
で
し

た
？

淳　

長
男
の
海
が
、
新
潟
で
、
次
男
の
航
は

広
島
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
年
子
で
す
。

―
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
い
ま
ど
ち
ら
の
大

学
で
す
か
？

海　

東
京
国
際
大
学
で
３
年
生
で
す
。

航　

文
京
学
院
大
学
で
３
年
生
で
す
。

淳　

ち
な
み
に
、
子
ど
も
た
ち
は
、
皆
、
千

登
世
橋
中
の
卒
業
で
す
。

航　

小
学
校
は
、
僕
た
ち
は
、
二
人
と
も
５

回
転
校
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
大
変
だ
ろ
う
と

言
わ
れ
ま
す
が
、
僕
た
ち
は
楽
し
い
こ
と
ば

か
り
で
し
た
。
新
し
い
学
校
に
行
く
た
び
に

新
し
い
友
達
が
で
き
、
人
見
知
り
が
な
く
な

り
ま
し
た
。
他
の
県
に
行
っ
て
も
、
僕
は
、

野
球
を
や
っ
て
い
た
の
で
、高
校
に
行
っ
て
、

友
達
が
活
躍
し
て
い
る
の
を
雑
誌
で
見
る
と

と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

海　

小
学
校
６
年
の
時
な
ど
は
、
学
校
か
ら

帰
る
と
、
宿
題
を
し
な
い
で
、
ラ
ン
ド
セ

ル
を
放
り
出
し
て
野
球
を
や
っ
て
い
ま
し

た
。
田
舎
な
の
で
塾
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

し
。
転
校
を
す
る
と
き
、「
甲
子
園
で
会
お

う
ぜ
！
」
っ
て
言
っ
て
い
つ
も
別
れ
ま
し
た

が
、
友
達
で
甲
子
園
に
行
け
た
の
は
１
人
だ

け
で
す
。

―
他
に
お
子
さ
ん
は
？

淳　

女
の
子
が
二
人
い
ま
す
。
長
女
は
和
歌

山
生
ま
れ
で
豊
島
高
校
２
年
生
で
す
。
次
女

は
愛
知
生
ま
れ
で
千
登
世
橋
中
学
校
の
１
年

生
で
す
。

―
皆
さ
ん
は
、
高
校
は
文
京
に
進
学
さ
れ
た

の
で
し
た
が
、
な
ぜ
、
文
京
を
選
ば
れ
た
の

で
し
ょ
う
か
？

淳　

私
の
時
は
92
群
と
い
う
群
制
度
で
し
た

ね
。
92
群
は
、
文
京
・
向
丘
・
赤
城
台
の
3

校
で
し
た
。
学
校
は
教
育
委
員
会
が
振
り
分

け
る
の
で
自
由
に
は
選
べ
な
か
っ
た
で
す

が
、
そ
の
こ
ろ
都
立
高
は
自
由
な
校
風
の
と

こ
ろ
が
多
く
て
、
私
服
だ
っ
た
り
、
髪
の
毛

が
自
由
だ
っ
た
り
で
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
憧

れ
て
入
り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
二
人
と
も
推
薦
で
、
海
は
ス

ポ
ー
ツ
推
薦
で
入
学
し
ま
し
た
。

海　

僕
は
、
文
京
で
初
め
て
ス
ポ
ー
ツ
推
薦

を
導
入
し
た
と
き
の
１
期
生
で
す
。

僕
は
、
都
立
単
願
で
、
野
球
が
で
き
、
通
学

に
余
り
時
間
が
か
か
ら
な
い
学
校
に
行
き
た

か
っ
た
ん
で
す
。
グ
ラ
ン
ド
が
広
い
の
も
魅

力
で
し
た
。最
初
は
、父
が
文
京
は
ど
う
か
？

頑
張
れ
ば
成
績
的
に
も
狙
え
る
の
で
は
と
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。
２
年
生
の
時
は
オ
ー
ル
３

く
ら
い
で
し
た
が
、
推
薦
を
と
ろ
う
と
思
っ

て
か
ら
勉
強
に
力
を
入
れ
ま
し
た
。
塾
に
通

う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
そ
れ
か
ら
で
す
。
野

球
の
練
習
が
終
わ
っ
て
か
ら
塾
に
通
い
ま
し

た
。
野
球
を
引
退
し
て
か
ら
は
ず
っ
と
塾
で

し
た
。そ
う
し
た
ら
、徐
々
に
成
績
が
上
が
っ

て
き
ま
し
た
。
文
京
に
進
む
前
は
４
が
２
つ

く
ら
い
で
ほ
と
ん
ど
５
で
、
推
薦
で
入
学
で

き
た
わ
け
で
す
。

―
淳
さ
ん
は
水
泳
部
Ｏ
Ｂ
で
す
が
、
野
球
部

と
の
係
わ
り
合
い
は
？

淳　

海
が
２
年
、
航
が
１
年
で
二
人
と
も
野

球
を
や
っ
て
い
た
の
で
、
私
が
野
球
部
の
父

母
会
長
を
し
ま
し
た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
会
長
と
い

う
声
も
あ
り
ま
し
た
が
重
な
る
の
で
Ｐ
Ｔ
Ａ

は
監
査
を
２
年
や
り
ま
し
た
。

海
・
航　

僕
ら
が
入
学
し
た
頃
は
、
野
球
部

員
が
男
子
生
徒
の
５
分
の
１
位
と
多
く
て
、

12
あ
っ
た
部
室
の
10
く
ら
い
を
占
拠
し
て
い

て
、
レ
ギ
ュ
ラ
ー
と
２
～
３
年
だ
け
が
使
っ

て
い
ま
し
た
。

淳　

海
が
３
年
生
の
と
き
は
強
く
て
、
東
東

京
の
第
二
シ
ー
ド
に
な
り
ま
し
た
。

―
野
球
部
時
代
の
練
習
は
ど
の
よ
う
で
し
た

か
？

海
・
航　

部
員
が
多
い
の
で
20
名
位
の
６
班

編
成
で
や
っ
て
い
ま
し
た
。

　

土
曜
日
は
、
紅
白
戦
や
グ
ラ
ン
ド
を
一
面

使
っ
た
練
習
で
、
日
曜
日
は
１
軍
・
２
軍

メ
ン
バ
ー
は
他
県
に
遠
征
に
行
き
ま
し
た
。

残
っ
た
メ
ン
バ
ー
は
、
紅
白
戦
や
他
校
と
の

練
習
試
合
を
し
て
い
ま
し
た
。
月
曜
日
が
休

み
で
、
代
わ
り
に
朝
全
員
で
学
校
の
掃
除
を

し
ま
す
。
普
段
は
、
授
業
が
終
わ
っ
て
す
ぐ

３
時
半
頃
か
ら
練
習
を
始
め
て
、
上
が
る
の

は
６
時
頃
で
し
た
。
平
日
は
グ
ラ
ン
ド
と

校
内
を
使
っ
て
の
走
り
込
み
・
テ
ィ
ー
バ
ッ

テ
ィ
ン
グ
を
し
ま
し
た
。

　

朝
練
は
自
由
参
加
で
す
。
定
時
制
が
あ
っ

た
の
で
照
明
を
使
用
し
て
い
ま
し
た
。

　

３
年
生
は
午
後
は
選
択
の
授
業
な
の
で
、

選
択
が
な
く
グ
ラ
ン
ド
が
空
い
て
い
れ
ば
練

習
を
し
て
い
ま
し
た
。
夏
の
大
会
の
メ
ン

バ
ー
20
人
が
発
表
さ
れ
て
、
そ
れ
に
入
ら
な

い
３
年
は
そ
れ
が
実
質
引
退
の
時
期
で
す
。

で
も
、夏
の
大
会
の
予
選
の
試
合
に
は
み
な
、

応
援
に
い
き
ま
す
。
大
会
予
選
の
試
合
が
終

わ
る
と
全
員
が
受
験
勉
強
で
す
。
洗
濯
は
各

自
が
自
宅
に
持
ち
帰
り
洗
っ
て
も
ら
っ
て
い

ま
し
た
。

―
指
導
体
制
は
ど
う
で
し
た
か
？

海
・
航　

平
岩
監
督
（
32
期
Ｉ
）

と
、
部
長
の
近
津
先
生
（
数
学
）
と
村
越
先

生
（
物
理
、
昨
年
急
逝
）
の
３
人
と
専
属
の

ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ナ
ー
で
コ
ー
チ
の
立
石
善

光
さ
ん
（
29
期
Ｆ
、
大
塚
特
別
支
援
学
校
指

導
員
）
が
い
ま
し
た
。

淳　

こ
の
３
人
の
先
生
方
が
活
発
に
動
い
て

く
れ
た
お
か
げ
で
、
遠
征
組
、
校
内
組
と
ス

ム
ー
ズ
に
練
習
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

―
そ
の
練
習
方
法
は
、
都
立
高
校
と
は
思
え

な
い
で
す
ね
。

海
・
航　

合
宿
は
人
数
が
多
く
て
費
用
が
厖

大
に
な
る
の
で
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の

代
わ
り
に
ほ
と
ん
ど
毎
週
の
日
曜
日
に
、
時

に
は
土
曜
日
に
も
遠
征
に
行
き
ま
し
た
。

―
そ
う
す
る
と
、
野
球
部
に
明
け
暮
れ
た
３

年
間
で
し
た
ね
。
勉
強
は
ど
う
で
し
た
か
？

海
・
航　

は
い
、
野
球
を
し
て
い
る
か
、
寝

て
い
る
か
で
、
勉
強
の
方
は
殆
ど
し
ま
せ
ん

で
し
た
。

―
部
内
で
恋
愛
は
有
り
ま
し
た
か
？

海
・
航　

有
り
ま
せ
ん
。
恋
愛
は
禁
止
で
し

た
。
基
本
的
に
野
球
が
好
き
で
入
っ
て
来
た

の
で
、
僕
ら
も
友
人
と
し
て
し
か
見
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

ス
コ
ア
ブ
ッ
ク
は
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
付
け

て
い
ま
し
た
。
あ
れ
は
、
本
当
に
大
変
だ
と

思
い
ま
す
。
監
督
の
指
示
で
、
ス
ピ
ー
ド
ガ

ン
で
球
速
を
は
か
り
、
球
種
な
ど
も
つ
け
て

い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
部
員
も
協
力
し
て
い

ま
し
た
。
試
合
前
に
は
ス
コ
ア
ブ
ッ
ク
を
見

て
分
析
を
し
ま
し
た
が
、
余
り
細
か
い
作
戦

は
た
て
ず
に
平
岩
監
督
は
、「
都
立
だ
し
」と
、

僕
た
ち
に
の
び
の
び
と
や
ら
せ
て
く
れ
ま
し

た
。

―
野
球
部
は
結
構
人
気
が
高
か
っ
た
の
で
エ

ピ
ソ
ー
ド
は
？　

海　

そ
う
言
え
ば
、
新
人
戦
の
メ
ン
バ
ー
発

表
の
と
き
、
無
名
だ
っ
た
僕
が
貼
り
出
さ
れ

た
メ
ン
バ
ー
に
、
エ
ー
ス
と
し
て
書
か
れ
て

い
る
の
を
見
て
、「
え
っ
！
誰
っ
！
」
と
ザ

ワ
ザ
ワ
っ
と
な
っ
て
、
ク
ラ
ス
を
の
ぞ
か
れ

た
り
し
た
こ
と
が
有
り
ま
す
。

―
そ
う
す
る
と
、
都
立
高
校
で
も
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
だ
し
、
学
校
内
で
も
「
有
名
人
」
だ
っ

た
訳
で
す
ね
。

　

都
立
と
や
っ
て
負
け
る
気
は
し
な
か
っ
た

の
で
は
？
他
の
強
い
都
立
高
校
は
ど
こ
で
す

か
？

海　

平
岩
了
先
生
が
転
勤
さ
れ
た
城
東
と
か

で
し
ょ
う
か
。

淳　

都
立
高
校
の
監
督
の
人
事
異
動
は
難
し

い
で
す
ね
。
平
岩
さ
ん
が
城
東
に
行
っ
て
、

城
東
の
梨
本
監
督
（
34
期
Ａ
）
が
広
尾
に

左からインタビューワーの鈴木晶子、塚越海、塚越淳、塚越航さん

　今号から、新しく「親子で同窓生」の連載を
スタートする。お知り合いの方を編集部迄、是非、
ご紹介をお願いします。

新シリーズ第一回

わが家は親子で文京生
塚越　淳　31期Ｅ　水泳部ＯＢ
塚越　海　60期Ｆ　野球部ＯＢ
塚越　航　61期Ｅ　野球部ＯＢ
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行
っ
て
、
広
尾
の
市
川
監
督
が
文
京
に
来
て

と
、
三
角
ト
レ
ー
ド
で
し
た
ね
。
平
岩
監
督

は
チ
ー
ム
の
基
礎
を
作
っ
て
、
こ
れ
か
ら
と

い
う
時
に
城
東
に
行
き
ま
し
た
。
平
岩
さ
ん

と
梨
本
さ
ん
は
文
京
Ｏ
Ｂ
な
の
で
、
野
球
部

Ｏ
Ｂ
な
ど
は
二
人
の
ト
レ
ー
ド
を
夢
見
て
い

た
よ
う
で
す
ね
。

　

市
川
監
督
と
平
岩
監
督
は
日
体
大
の
同
級

生
で
す
。
同
じ
程
度
の
実
力
の
あ
る
都
立
の

監
督
を
、
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
ト
レ
ー
ド
し

た
そ
う
で
す
。

海　

監
督
が
変
わ
る
と
チ
ー
ム
カ
ラ
ー
が
全

く
変
わ
り
ま
し
た
。
僕
ら
の
時
代
の
平
岩
監

督
の
野
球
は
守
備
を
中
心
に
し
た
野
球
で
し

た
。
僕
が
引
退
し
た
瞬
間
に
、
３
点
取
ら
れ

た
ら
、
10
点
取
り
返
す
と
い
う
野
球
に
な
り

ま
し
た
。

―
話
題
を
か
え
ま
す
が
、
高
校
時
代
に
特
に

印
象
に
残
る
思
い
出
は
？

淳　

ま
ず
修
学
旅
行
で
、
我
々
31
期
は
９
ク

ラ
ス
を
岡
山
・
広
島
・
山
口
方
面
と
、
東
北

方
面
に
分
け
て
行
き
ま
し
た
。

海
・
航　

我
々
は
沖
縄
に
行
き
、
一
日
タ
ク

シ
ー
で
島
内
を
見
学
し
た
が
宿
の
食
事
が
沖

縄
の
も
の
で
な
く
て
ガ
ッ
カ
リ
し
た
こ
と
な

ど
を
覚
え
て
い
ま
す
。

淳　

体
育
祭
の
思
い
出
も
大
き
い
で
す
。
私

た
ち
（
31
期
）
が
３
年
の
と
き
か
ら
、
級
団

別
の
体
育
祭
が
復
活
し
ま
し
た
。
縦
割
り
９

ク
ラ
ス
の
対
抗
で
す
の
で
、
す
ご
く
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
今
と
違
っ
て
、
体
育
の
標
準

の
服
装
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
頭
髪
は

染
め
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
し
、
保
護
者
も
あ

ま
り
見
に
来
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
体
育

祭
に
行
く
と
保
護
者
が
沢
山
見
に
来
て
い
る

の
で
驚
き
ま
す
。
こ
れ
は
、
部
活
の
練
習
試

合
や
、
部
活
の
父
母
会
も
同
じ
で
す
。

―
時
代
が
変
わ
っ
た
の
で
す
ね
。
平
日
な
の

に
保
護
者
が
と
て
も
多
く
て
驚
き
ま
す
。

淳　

こ
こ
数
年
間
、
文
京
の
体
育
祭
に
行
く

と
、
生
徒
た
ち
は
、
髪
を
色
々
染
め
て
好
き

な
恰
好
を
し
て
い
ま
す
ね
。
服
装
は
体
育
の

標
準
服
で
私
た
ち
の
と
き
の
自
由
な
服
装
と

は
違
い
ま
す
。
実
を
言
う
と
、あ
の
日
だ
け
、

野
球
部
で
は
、
染
髪
し
て
い
い
こ
と
に
な
っ

て
い
る
の
で
す
。
坊
主
頭
に
ス
プ
レ
ー
で
染

髪
す
る
の
で
す
。

―
そ
う
す
る
と
か
な
り
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
が
凄

い
の
で
す
ね
。

海
・
航　

ま
さ
に
、
そ
の
通
り
！
！
お
祭
り

で
す
。
野
球
部
も
、
体
育
祭
の
早
朝
に
部
室

前
に
集
合
し
て
、
皆
で
茶
髪
と
か
、
金
と
か

に
ス
プ
レ
ー
で
染
め
る
の
で
す
。
一
年
生
は

駄
目
で
す
が
。
終
わ
っ
た
後
、部
室
の
前
で
、

バ
リ
カ
ン
で
五
厘
に
刈
り
ま
す
。

―
そ
れ
も
ま
た
、
い
い
思
い
出
で
す
ね
。

淳　

野
球
部
の
生
徒
は
、
日
ご
ろ
抑
え
付
け

ら
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
こ
で
爆
発
的
に
や
る

の
で
す
ね
。

―
紫
雲
祭
と
体
育
祭
と
で
は
ど
ち
ら
が
思
い

出
に
残
っ
て
い
ま
す
か
？

海
・
航　

体
育
祭
で
す
。
紫
雲
祭
は
、
新
人

戦
と
日
程
が
か
ぶ
っ
て
い
て
出
ら
れ
な
い
の

で
す
。３
年
に
な
る
と
、受
験
勉
強
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
し
。
だ
か
ら
、
体
育
祭
は
無
茶
苦

茶
盛
り
上
が
り
ま
す
し
一
番
面
白
い
で
す
。

―
級
団
編
成
は
小
回
り
が
利
い
て
う
ま
く
ま

と
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
が
。

航　

僕
は
、
ク
ラ
ス
の
応
援
団
長
を
３
年
の

時
に
や
り
ま
し
た
。

海
・
航　

僕
ら
は
、
２
～
３
年
持
ち
上
が
り

で
し
た
し
、
ク
ラ
ス
の
中
に
振
付
を
考
え
る

人
や
、
衣
装
や
マ
ス
コ
ッ
ト
を
考
え
る
人
が

い
て
、
そ
の
ア
イ
デ
ア
が
す
ぐ
に
伝
わ
る
の

で
す
。
振
り
付
け
は
、
ダ
ン
ス
部
の
人
が
前

か
ら
考
え
て
い
ま
す
し
。
衣
装
の
色
な
ど
は

美
術
部
の
人
が
考
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

文
京
の
い
い
と
こ
ろ
は
、
そ
う
い
う
行
事
に

対
し
て
、
一
つ
ひ
と
つ
真
面
目
に
や
る
の
で

す
。
他
の
高
校
に
比
べ
て
さ
ぼ
る
人
は
少
な

い
で
す
ね
。
盛
り
上
が
る
時
は
ガ
ー
ッ
て
盛

り
上
が
る
し
。
ク
ラ
ス
の
結
束
は
固
ま
り
ま

す
。
終
わ
っ
た
時
は
、
み
ん
な
で
一
緒
に
食

事
を
し
に
行
き
ま
す
。

―
文
京
は
現
在
人
気
が
あ
り
ま
す
が･･･

淳　

文
京
が
今
、
人
気
が
あ
る
理
由
は
、
山

手
線
の
駅
か
ら
近
く
、
校
舎
と
グ
ラ
ン
ド
も

広
く
て
、
勉
強
も
部
活
動
や
行
事
も
思
い
っ

き
り
出
来
る
と
言
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

―
別
の
見
方
を
す
る
と
、
日
本
の
伝
統
に
あ

る
ハ
レ
（
晴
）
と
し
て
の
祭
り
そ
の
も
の
で

す
ね
。
日
頃
、
毎
日
勉
強
に
明
け
暮
れ
る
ケ

（
褻
）
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
ハ
レ
と
し
て
の

体
育
祭
に
は
、
ハ
レ
に
相
応
し
い
晴
れ
着
と

し
て
の
ク
ラ
ス
毎
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
、
髪
を

染
め
て
、
ハ
レ
の
舞
台
に
立
っ
て
皆
で
踊
る

訳
で
す
ね
。
姿
か
た
ち
こ
そ
学
校
の
決
ま
り

を
破
っ
て
は
い
ま
す
が
、
現
代
的
な
文
京
と

い
う
村
の
若
者
達
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
爆
発
す

る
大
切
な
ハ
レ
の
日
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

是
非
、
こ
の
よ
う
な
ハ
レ
と
し
て
の
体
育
祭

の
持
つ
意
味
を
大
切
に
し
て
、
若
者
た
ち
の

心
の
ほ
と
ば
し
り
を
大
切
に
し
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
。今
日
は
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
（
６
月
20
日　

大
塚
駅
北
口
の
ル
ノ
ワ
ー

ル　

鈴
木
晶
子
（
31
期
Ａ
）、
梶
野
茂
男

（
19
期
Ａ
）
取
材
）

体 育 祭 写 真 特 集
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座談会「新執行部に聞く」

【
杉
本
会
長
】
い
ま
、
現
役
生
徒
と
一
緒
に

参
加
す
る
行
事
と
言
え
ば
、
校
歌
祭
く
ら
い

か
な
。
昔
は
同
窓
生
自
身
が
今
よ
り
ず
っ
と

若
か
っ
た
か
ら
な
。（
笑
い
）

【
小
林
会
員
部
長
】
も
っ
と
、
若
い
幹
事
を

開
拓
し
て
、
そ
の
人
た
ち
が
考
え
た
催
し
物

で
や
れ
ば
ね
～
～
。
我
々
が
考
え
た
も
の
で

は
、
我
々
と
同
世
代
し
か
集
ま
ら
な
く
て
、

下
の
世
代
が
来
な
い
で
し
ょ
う
か
ら
。

執
行
部
の
新
陳
代
謝
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

【
梶
野
広
報
部
長
】
よ
そ
の
都
立
高
校
の
同

窓
会
の
活
動
を
見
て
い
る
と
、
執
行
部
の
年

齢
が
特
定
の
年
齢
層
に
固
ま
っ
て
い
る
タ
イ

プ
の
同
窓
会
が
多
い
と
思
い
ま
す
。（
皆
そ

う
で
す
よ
！
の
声
）

　

そ
の
点
で
言
え
ば
、
文
京
の
同
窓
会
は
創

立
70
年
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
な
か
で

今
は
、
９
期
か
ら
12
期
ぐ
ら
い
に
か
け
て
の

山
と
、
18
期
か
ら
21
期
あ
た
り
に
か
け
て
の

山
と
、
出
入
り
は
多
少
有
り
ま
す
が
30
期
以

降
の
小
山
と
三
つ
の
山
が
あ
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。
そ
の
意
味
で
言
え
ば
、
役
員
会
の
メ

ン
バ
ー
＋
α
が
一
定
数
い
て
、
そ
れ
な
り
の

層
の
厚
さ
は
あ
る
。
そ
れ
は
、「
同
窓
生
の

集
い
」
の
招
待
期
が
、
卒
業
50
周
年
や
25
周

年
だ
け
で
は
な
く
て
、
続
け
る
か
ど
う
か
議

論
し
て
い
ま
す
が
、
卒
業
10
周
年
と
こ
の
春

の
卒
業
学
年
と
言
う
よ
う
に
大
ま
か
に
言
っ

て
３
つ
の
世
代
の
人
た
ち
を
呼
ん
で
、
同
期

会
に
運
営
を
任
せ
て
、
そ
の
中
か
ら
、
ア
ク

テ
ィ
ブ
で
中
心
的
な
人
を
選
ん
で
、
そ
の
人

た
ち
に
、
常
任
幹
事
を
頼
ん
で
、
新
し
い
人

を
補
充
し
て
行
く
と
い
う
シ
ス
テ
ム
は
、
同

窓
会
を
長
い
ス
パ
ン
で
考
え
た
時
に
と
て
も

重
要
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

が
機
能
し
て
い
る
背
景
に
は
、
文
京
の
同
窓

会
が
、
ク
ラ
ス
幹
事
制
か
ら
、
本
年
よ
り
学

年
幹
事
に
切
り
替
え
て
き
て
い
る
こ
と
が
大

き
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
点
で
、
先
ほ
ど
の

ダ
ン
ス
や
ス
ケ
ー
ト
等
の
行
事
に
つ
い
て

は
、ま
だ
足
り
な
い
も
の
が
有
る
け
れ
ど
も
、

同
窓
生
が
、
大
学
生
の
時
や
、
仕
事
が
一
段

落
し
て
、「
昔
の
仲
間
に
会
い
た
い
な
」
と

思
う
時
に
、
受
け
皿
と
し
て
「
同
窓
生
の
集

い
」
が
有
る
と
言
う
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
こ
れ
を
推

進
し
て
い
け
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。

卒
業
生
を
じ
っ
く
り
育
て
て
い
こ
う

【
杉
本
会
長
】
確
か
に
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。

た
だ
、
欲
を
言
え
ば
、
例
え
ば
、
日
比
谷
高

校
の
例
で
す
が
、
卒
業
し
て
か
ら
就
職
す
る

ま
で
の
５
年
間
位
を
同
窓
会
の
た
め
に
汗
を

か
い
て
働
い
て
く
れ
て
い
る
と
言
う
話
を
聞

く
と
羨
ま
し
い
。
確
か
に
、
大
学
時
代
と
言

う
の
は
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
の
時
代
だ
か
ら
、
可

能
だ
と
思
う
。
そ
の
よ
う
に
な
る
と
同
窓
会

活
動
は
も
っ
と
素
晴
ら
し
く
な
る
し
、
将
来

の
同
窓
会
で
活
動
す
る
メ
ン
バ
ー
の
層
が
厚

く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
が
。

大
学
時
代
の
数
年
間
は
同
窓
会
の
た
め
に
働

き
、
会
社
に
入
っ
て
か
ら
は
仕
事
を
し
、
鮭

で
は
な
い
が
、
40
代
、
50
代
に
な
っ
て
大
学

時
代
に
活
動
し
て
い
た
メ
ン
バ
ー
の
何
人
か

が
、ま
た
、同
窓
会
に
戻
っ
て
来
る
（
笑
い
）

と
い
う
仕
組
み
が
文
京
に
で
き
れ
ば
良
い
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。（
同
感
の
相
槌
多
数
）

【
榊
】
新
入
会
員
の
招
待
が
、
昨
年
か
ら
始

ま
り
、
ま
だ
、
成
果
は
出
て
い
ま
せ
ん
が
、

今
年
の
感
覚
で
は
常
任
幹
事
と
し
て
残
っ
て

い
く
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

そ
れ
は
、卒
業
25
年
の
人
々
が
、私
が
「
集

い
」
担
当
に
な
っ
て
５
年
が
経
ち
ま
す
が
、

残
り
始
め
た
。
必
ず
世
話
焼
き
が
出
て
、
そ

の
世
話
焼
き
＋
α
の
人
々
が
や
っ
て
く
れ
る

の
で
す
。そ
れ
が
、同
窓
会
に
ど
こ
ま
で
残
っ

て
く
れ
る
の
か
カ
ギ
で
す
。

　

花
輪
君
（
34
期
）
や
近
澤
君
（
36
期
）
も

戦
力
に
な
っ
て
く
れ
て
い
る
。
あ
の
人
た
ち

が
同
窓
会
に
も
う
少
し
馴
染
む
と
、
仲
間
を

引
っ
張
っ
て
来
る
と
思
い
ま
す
。

【
小
林
】
彼
ら
が
立
て
た
何
か
の
企
画
が
始

ま
る
と
い
い
の
で
す
ね
。（
同
意
多
数
）

【
榊
】「
同
窓
生
の
集
い
」
は
、
上
か
ら
下
ま

で
そ
の
対
応
は
同
じ
で
は
な
い
で
す
か
。
そ

ん
な
必
要
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
各
学
年
で

や
っ
て
い
る
こ
と
が
、
同
窓
会
に
波
及
し
て

く
る
方
が
将
来
的
に
は
良
い
と
思
い
ま
す
。

同
期
会
の
活
性
化
と
名
簿
の
扱
い
は

【
小
林
】今
年
、学
年
委
員
を
決
め
ま
し
た
が
、

執
行
部
に
専
門
の
部
を
つ
く
っ
て
、
学
年
幹

事
と
連
絡
を
取
っ
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
か
？
そ

し
て
、
ク
ラ
ス
会
を
中
心
に
し
て
盛
り
上
げ

て
貰
い
、少
数
で
も
ク
ラ
ス
会
を
開
け
た
ら
、

す
ぐ
、
そ
の
様
子
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
報
告

し
て
も
ら
い
、
続
い
て
学
年
会
を
開
い
て
い

く
と
言
う
段
取
り
で
行
け
ば
い
い
の
で
は
な

い
か
。
う
ち
の
18
期
は
そ
の
や
り
方
で
、
毎

年
や
っ
て
い
ま
す
。　

【
榊
】
26
期
は
学
年
幹
事
に
時
田
君
を
選
ん

で
、
そ
の
や
り
方
で
や
ろ
う
と
し
て
連
絡
を

と
っ
た
の
で
す
が
、「
学
年
の
名
簿
が
な
い

か
ら
で
き
な
い
」と
言
う
の
で
す
。
だ
か
ら
、

学
年
幹
事
に
は
、学
年
の
名
簿
を
配
る
な
ど
、

執
行
部
か
ら
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
し
て
、
学

年
幹
事
に
ク
ラ
ス
幹
事
以
上
の
責
任
を
自
覚

し
て
貰
う
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

を
、
ど
の
部
が
や
る
か
は
別
に
し
て
、
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
を
し
な
い
と
学
年
の
活
性
化
は
始

ま
ら
な
い
で
し
ょ
う
ね
。

【
岡
本
】
そ
れ
を
や
る
に
は
、
何
年
間
か
に

渡
っ
て
、
学
年
幹
事
に
は
学
校
に
来
て
も
ら

う
こ
と
が
必
要
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、「
同

窓
生
の
集
い
」に
は
必
ず
参
加
し
て
も
ら
い
、

　

―
本
日
は
お
忙
し
い
中
お
集
ま
り
頂
き
ま

し
て
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
早
速
本
題
に
入

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

《
執
行
部
の
チ
ー
ム
作
り
》

同
窓
会
長
は
指
揮
者
、
顧
客
は
ま
ず
同
窓
会
員

【
杉
本
会
長
】
私
は
会
長
に
選
ば
れ
た
後
、

３
月
５
日（
土
）に
役
員
候
補
者
の
会
合
で
、

「
会
長
の
役
割
は
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の
指
揮
者

と
同
じ
で
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。
モ
シ
ド
ラ

（「
も
し
、
高
校
野
球
部
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が

ド
ラ
ッ
カ
ー
を
読
ん
だ
ら
」）
を
当
時
は
ま

だ
読
ん
で
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ド
ラ
ッ

カ
ー
が
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
役
割
は
指
揮
者
で

あ
る
と
記
述
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
自
分

の
考
え
と
同
じ
で
あ
る
と
意
を
強
く
し
ま
し

た
。
基
本
方
針
と
し
て
、
１
番
目
は
、
役
員

の
皆
さ
ん
と
情
報
を
共
有
化
し
て
、議
論
し
、

決
め
た
こ
と
は
実
行
し
て
い
こ
う
。
縦
割
り

は
や
め
て
、
各
部
で
協
力
し
て
全
体
と
し
て

成
果
を
あ
げ
よ
う
。
２
番
目
は
、
自
分
が
楽

し
く
な
け
れ
ば
、
同
窓
会
員
も
誘
え
な
い
で

は
な
い
か
。
同
窓
会
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織

な
の
だ
か
ら
、
我
々
自
身
も
楽
し
く
こ
の
会

を
運
営
し
て
い
こ
う
。
３
番
目
に
、
演
奏
を

聴
い
て
も
ら
う
対
象
は
第
一
に
同
窓
会
員
で

す
。
同
窓
会
活
動
の
原
点
を
考
え
る
と
、
同

窓
会
員
の
た
め
に
同
窓
会
の
活
動
を
行
う
こ

と
が
そ
の
使
命
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。ま
ず
、

同
窓
会
員
向
け
の
活
動
、
つ
い
で
学
校
・
Ｐ

Ｔ
Ａ
・
在
校
生
と
の
関
係
、
と
な
る
と
思
い

ま
す
。
４
番
目
は
次
代
の
役
員
の
育
成
と
言

う
観
点
で
す
。
学
校
群
（
22
期
～
）
に
な
っ

て
か
ら
は
、
役
員
と
し
て
働
く
人
が
榊
君

（
26
期
）
し
か
ま
だ
い
な
い
の
で
、
何
と
か

し
て
22
期
以
降
の
役
員
候
補
者
を
増
や
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ

【
岡
本
副
会
長
】
学
校
を
取
り
巻
く
組
織
と

し
て
は
、
同
窓
会
・
学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
い
う

組
織
が
あ
っ
て
、
そ
れ
は
一
つ
の
ト
ラ
イ
ア

ン
グ
ル
で
し
ょ
う
か
。
う
ま
く
ハ
ー
モ
ニ
ー

を
作
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

基
本
と
な
る
も
の
は
、
母
校
愛
で
あ
り
、
学

校
愛
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
う
ま
く
や
っ

て
い
く
た
め
に
必
要
な
も
の
は
、
校
長
・
副

校
長
・
先
生
を
は
じ
め
学
校
側
や
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
役
員
の
方
々
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

な
の
で
し
ょ
う
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
た
ち
も
学
校

が
良
く
な
れ
ば
お
子
さ
ん
も
良
く
な
る
わ
け

で
す
。

【
榊
集
い
部
長
】
こ
こ
十
年
近
く
の
間
に
、

在
校
生
向
け
に
「
紫
雲
祭
」
へ
の
参
加
・
体

育
祭
で
の
優
勝
カ
ッ
プ
の
授
与
な
ど
色
々
な

支
援
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
在
校
生
へ
の

ア
ピ
ー
ル
が
ど
こ
ま
で
浸
透
し
た
か
と
言
う

評
価
は
保
留
し
て
、
同
窓
会
と
し
て
は
き
ち

ん
と
ア
ピ
ー
ル
し
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

で
は
、
会
長
が
言
う
と
こ
ろ
の
同
窓
生
で

あ
る
卒
業
生
に
対
し
て
は
ど
う
か
と
言
う

と
、
在
校
生
に
対
す
る
ほ
ど
目
が
向
い
て
い

な
い
。
も
う
少
し
同
窓
生
に
目
を
向
け
る
こ

と
に
確
か
に
一
理
有
る
の
で
は
な
い
か
。
い

ま
同
窓
生
に
対
し
て
発
信
し
て
い
る
こ
と

は
、
会
報
の
「
紫
筍
」
の
発
行
、
年
に
一
度

集
ま
ろ
う
と
い
う
「
同
窓
生
の
集
い
」
と
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
そ
の

辺
を
も
っ
と
ど
れ
だ
け
発
信
で
き
る
の
か
と

言
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

新
し
い
魅
力
あ
る
行
事
を

【
中
嶋
広
報
副
部
長
・
Ｈ
Ｐ
担
当
】
同
窓
会

の
活
動
を
在
校
生
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
は

大
事
で
す
ね
。
昭
和
四
十
年
代
に
は
、
同
窓

会
主
催
の
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
が
あ
り
ま
し
た

ね
。
講
習
会
に
も
参
加
し
ま
し
た
。

【
杉
本
会
長
】
中
嶋
さ
ん
の
意
見
に
追
加
し

ま
す
と
、
我
が
同
窓
会
と
他
校
の
同
窓
会
を

比
べ
た
時
に
他
校
で
実
施
し
て
い
て
、
う

ち
で
行
っ
て
い
な
い
こ
と
は
こ
の
点
で
す
。

我
々
が
若
か
っ
た
頃
は
、
中
屋
澄
子
先
生
を

中
心
に
し
た
ダ
ン
ス
部
で
、
社
交
ダ
ン
ス
を

習
お
う
と
、
定
期
講
習
と
そ
の
成
果
の
発
表

会
を
年
に
１
回
開
催
し
て
い
た
。
ま
た
、
他

校
だ
と
、
春
に
、
観
桜
会
（
お
花
見
）
と
い

う
春
の
催
し
も
の
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

共
通
の
趣
味
と
言
え
ば
、ゴ
ル
フ
で
す
が
、

文
京
同
窓
会
で
は
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
は
一
度
も

実
施
し
た
こ
と
が
な
い
。
同
期
で
は
行
う
よ

う
で
す
が
、
そ
う
い
う
事
で
は
、
昔
々
ダ
ン

ス
を
や
っ
た
こ
と
だ
け
か
な
。

【
中
嶋
】
昔
は
、
同
窓
会
主
催
で
、
生
徒
も

一
緒
に
映
画
を
観
る
会
を
し
た
こ
と
も
有
り

ま
す
。そ
れ
と
、ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク（
注　

現
在
、

豊
島
区
清
掃
工
場
の
場
所
に
池
袋
マ
ン
モ
ス
プ
ー
ル
が
あ

り
、冬
は
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
に
な
っ
て
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
。

昭
和
35
年
開
業
し
平
成
５
年
閉
鎖
）
で
生
徒
と
一
緒

に
ス
ケ
ー
ト
を
し
た
の
も
同
窓
会
主
催
だ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
今

の
世
の
中
っ
て
言
う
の
は
そ
う
い
う
こ
と
は

難
し
い
よ
う
で
す
ね
。

【
座
談
会
】

　

新
執
行
部
に
聞
く
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パ
ネ
ル
で
す
が
、
紫
雲
祭
終
了
と
同
時
に
片

付
け
る
の
は
も
っ
た
い
な
い
。
現
役
の
生
徒

や
先
生
方
は
、
当
日
は
忙
し
く
て
見
て
い
る

時
間
は
殆
ど
な
く
て
、
現
在
は
、
終
わ
っ
た

ら
片
付
け
ら
れ
て
い
て
見
ら
れ
な
い
わ
け
で

す
か
ら
。
そ
こ
で
学
校
と
交
渉
し
て
、
例
え

ば
、「
同
窓
生
の
集
い
」
の
時
ま
で
、
校
内

に
掲
示
を
さ
せ
て
貰
っ
た
ら
一
石
三
鳥
だ
と

思
い
ま
す
。第
一
に
、生
徒
と
教
職
員
に
と
っ

て
は
、
学
校
の
歴
史
や
周
辺
に
関
す
る
知
識

が
深
ま
り
愛
校
心
も
高
ま
り
ま
す
し
、
第
二

に
、
学
校
側
に
と
っ
て
は
、
授
業
公
開
や
、

保
護
者
会
や
、
学
校
説
明
会
や
、
入
学
希
望

者
の
高
校
訪
問
の
際
の
文
京
高
校
の
素
晴
ら

し
い
宣
伝
材
料
に
な
り
ま
す
し
、第
三
に
は
、

同
窓
会
の
活
動
と
存
在
意
義
の
ア
ピ
ー
ル
に

な
り
ま
す
。

【
杉
本
会
長
】
過
去
の
事
例
を
出
せ
ば
、「
王

子
電
車
」
の
時
の
資
料
な
ど
は
、
約
１
年
間

校
長
室
の
横
の
パ
ネ
ル
に
貼
っ
て
お
い
て
く

れ
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
皆
が
関
心
を
持
つ
事

例
な
ら
、学
校
側
は
す
ぐ
や
っ
て
く
れ
ま
す
。

今
度
の
王
子
電
車
百
周
年
記
念
行
事
の
パ
ネ

ル
も
貼
っ
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

【
小
林
】
と
こ
ろ
で
、
紫
雲
祭
に
つ
い
て
は
、

掲
示
は
回
り
に
こ
れ
ま
で
通
り
に
貼
り
、
教

室
の
中
央
を
サ
ロ
ン
の
よ
う
に
し
て
、
そ
こ

で
、
同
窓
生
が
交
流
を
で
き
る
よ
う
に
し
た

り
、
同
窓
生
が
紫
雲
祭
に
来
た
ら
何
か
特
典

を
付
け
た
り
す
る
工
夫
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

紹
介
す
る
な
ど
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
？

【
榊
】
紫
雲
祭
へ
の
出
展
は
こ
れ
ま
で
、
主

に
現
役
の
生
徒
た
ち
を
対
象
に
始
め
ら
れ
た

こ
と
も
あ
っ
て
、
同
窓
生
へ
の
宣
伝
は
ほ
と

ん
ど
さ
れ
て
来
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
、
こ
れ

は
や
る
価
値
が
大
き
い
で
す
ね
。

【
岡
本
副
会
長
】
先
日
、
同
窓
会
の
会
則
を

改
め
て
読
み
直
し
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
、

目
的
に
「
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
り
、
併
せ

て
母
校
の
発
展
に
協
力
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。」
と
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
ど
う
進

め
て
行
け
ば
良
い
の
か
と
改
め
て
考
え
た
と

き
、
こ
れ
ま
で
、
会
員
相
互
の
情
報
の
共
有

と
い
う
点
で
は
、
相
当
や
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
、全
体
と
し
て
見
た
と
き
に
、

情
報
が
多
す
ぎ
て
、
必
ず
し
も
体
系
的
に

や
っ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
一
つ
は
、
会

報
「
紫
筍
」
が
あ
り
ま
す
。
二
つ
目
に
、
よ

り
新
し
い
情
報
に
は
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
が

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
三
つ
目
に
、「
同
窓

生
の
集
い
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
、
先
ほ

ど
も
話
に
で
た
よ
う
に
、
裾
野
を
広
げ
て
い

く
た
め
に
も
、
学
年
幹
事
を
招
待
し
て
、
そ

の
人
た
ち
の
中
か
ら
新
し
い
常
任
幹
事
を
お

願
い
し
て
い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
同
窓
会
の
運
営
と
言
う
こ
と

に
つ
い
て
は
、難
し
い
と
思
う
の
は
、旧
制
、

新
制
が
併
せ
て
67
期
あ
り
、
世
代
の
幅
が
広

い
こ
れ
ら
の
方
た
ち
の
ど
な
た
か
ら
も
満
足

い
た
だ
く
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か

と
い
う
不
安
を
抱
え
て
い
ま
す
。
で
す
が
、

同
窓
会
の
伝
統
と
言
う
の
は
、
こ
れ
ま
で
先

輩
諸
氏
が
築
い
て
来
て
い
た
だ
い
た
も
の
だ

と
思
い
ま
す
の
で
、
更
な
る
情
報
の
共
有
化

を
進
め
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
小
林
会
員
部
長
】
会
員
部
の
仕
事
は
、デ
ー

タ
ベ
ー
ス
を
し
っ
か
り
作
っ
て
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
と
連
動
す
る
こ
と
で
す
。
現
在
は
、

ク
ラ
ス
幹
事
や
学
年
幹
事
と
の
接
点
が
増
え

て
来
て
お
り
、
名
簿
の
提
供
の
要
望
が
増
え

て
来
て
い
る
。
現
在
は
、
ク
ラ
ス
幹
事
や
学

年
幹
事
の
利
便
性
も
考
慮
し
、
デ
ジ
タ
ル
で

ク
ラ
ス
又
は
、
学
年
の
名
簿
情
報
を
提
供

し
て
い
ま
す
。
そ
の
際
、
同
窓
会
で
は
「
会

員
相
互
の
連
絡
以
外
の
利
用
を
禁
じ
」
て
お

り
、
不
正
使
用
の
無
い
よ
う
に
「
取
り
扱
い

注
意
」
で
あ
る
旨
、念
押
し
し
て
い
ま
す
が
、

万
一
、
事
故
が
有
っ
た
場
合
は
会
長
に
連
絡

し
ま
す
の
で
、
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

集
い
に
つ
い
て

【
榊
集
い
部
長
】
集
い
は
順
調
に
成
長
し
て

い
ま
す
。
人
数
も
増
え
て
き
ま
し
た
し
、
招

待
期
の
ク
ラ
ス
幹
事
に
お
願
い
す
る
事
で
参

加
す
る
年
齢
層
も
増
え
て
き
た
。
今
年
も
、

卒
業
60
年
以
上
の
会
員
を
招
待
し
よ
う
、
学

年
幹
事
を
招
待
し
よ
う
と
言
う
話
が
出
て
き

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
良
い
こ
と
で
す
が
、
私

は
、
差
別
化
が
な
く
な
る
の
を
危
惧
し
て
い

ま
す
。
お
金
を
払
っ
て
参
加
し
て
い
る
人
の

立
場
か
ら
見
て
ど
う
な
の
か
？

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、も
う
少
し
、色
々

な
観
点
や
参
加
者
の
立
場
か
ら
考
え
、
議
論

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

【
中
嶋
広
報
副
部
長
・
Ｈ
Ｐ
担
当
】
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
は
、
七
十
か
国
を
超
え
る
海
外
か

ら
の
ア
ク
セ
ス
が
あ
り
ま
す
。
同
期
会
・
ク

ラ
ス
会
な
ど
の
連
絡
や
報
告
の
場
と
し
て
、

Ｏ
Ｂ
投
稿
で
友
好
の
輪
を
広
げ
る
方
法
と
し

て
活
用
し
て
い
た
だ
け
た
ら
嬉
し
い
で
す

ね
。
文
京
高
校
の
歴
史
も
感
慨
深
い
も
の
が

あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

【
梶
野
広
報
部
長
】
一
番
大
き
な
方
針
は
、

こ
れ
ま
で
の
格
調
の
高
い
や
や
硬
派
と
も
言

え
る
誌
面
づ
く
り
を
、
端
的
に
言
え
ば
、
少

し
、
や
わ
ら
か
く
て
、
見
や
す
く
、
読
み
や

す
い
誌
面
づ
く
り
目
標
と
し
て
編
集
し
て
い

き
た
い
。

　

カ
ラ
ー
40
頁
、
少
し
大
き
な
活
字
で
、
横

組
み
誌
面
に
も
取
り
組
み
ま
す
。
継
承
と
革

新
の
バ
ラ
ン
ス
が
う
ま
く
い
く
か
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
ま
す
。

（
平
成
23
年
6
月
27
日
（
月
）　

午
後
6
時
か

ら
８
時
半
）

あ
の
雰
囲
気
を
経
験
し
て
貰
っ
て
、
自
分
た

ち
も
や
ろ
う
と
言
う
気
持
ち
に
な
っ
て
貰
う

こ
と
が
必
要
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
、
時
間
が

か
か
っ
て
も
、
地
道
に
や
っ
て
い
て
、
期
毎

に
そ
の
気
持
ち
が
出
て
く
れ
ば
変
わ
っ
て
い

く
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
卒
業
25

年
で
招
待
し
た
人
た
ち
も
、
そ
の
後
、
数
年

に
一
度
同
期
会
を
開
催
し
て
い
け
ば
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
、
同
期
会
と
し
て
招
待
さ
れ

る
ま
で
は
、
ク
ラ
ス
会
は
や
る
に
し
て
も
、

同
期
会
は
な
か
な
か
や
っ
て
い
な
い
で
し
ょ

う
。
そ
し
て
、
３
年
間
持
ち
上
が
り
の
学
年

の
場
合
は
、
余
計
、
他
の
ク
ラ
ス
の
人
を
知

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。そ
こ
を
ど
う
す
る
か
。

【
榊
】　

26
期
生
は
こ
こ
数
年
ク
ラ
ス
会
を
し

て
い
ま
せ
ん
が
、
３
年
間
同
じ
ク
ラ
ス
で
し

た
。
そ
し
て
、
10
年
ほ
ど
前
（
卒
業
25
年

の
時
）、
当
時
の
同
窓
会
は
今
ほ
ど
、
学
年

の
面
倒
を
見
て
く
れ
な
か
っ
た
の
で
、
ク
ラ

ス
毎
に
集
ま
っ
て
ワ
イ
ワ
イ
や
っ
て
い
ま
し

た
。
今
で
は
、
早
く
か
ら
ク
ラ
ス
幹
事
を
集

め
て
「
集
い
」
を
や
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼

ら
は
、
必
ず
同
期
会
を
や
っ
て
い
ま
す
。

　

追
跡
し
て
調
べ
る
と
、
ク
ラ
ス
替
え
の
有

無
に
関
わ
ら
ず
、
彼
ら
の
間
に
は
ク
ラ
ス
幹

事
の
つ
な
が
り
が
出
来
き
て
来
て
い
ま
す
。

卒
業
50
周
年
の
人
た
ち
は
、
ま
と
ま
っ
て
く

れ
て
い
る
の
で
助
か
り
ま
す
が
。

【
小
林
】
上
の
人
た
ち
は
、
同
窓
会
が
手
伝

わ
な
く
て
も
大
丈
夫
。
50
歳
を
過
ぎ
れ
ば
自

分
た
ち
で
勝
手
に
や
っ
て
い
き
ま
す
か
ら
。

【
岡
本
】
卒
業
25
年
ま
で
は
、
仕
事
や
家
庭

で
忙
し
く
て
な
か
な
か
同
期
会
と
い
う
と
こ

ろ
ま
で
は
行
か
な
い
で
し
ょ
う
か
ら
、
同
窓

会
で
機
会
を
つ
く
っ
て
あ
げ
て
そ
れ
を
き
っ

か
け
に
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

校
歌
祭
・
紫
雲
祭
・
催
事
企
画

【
永
山
催
事
部
長
】
私
が
、
同
窓
会
に
か
か

わ
り
始
め
た
き
っ
か

け
は
、
校
歌
祭
か
ら

で
す
。
そ
れ
か
ら
、

紫
雲
祭
に
進
み
ま
し

た
。
で
す
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
方
の
お
話
の

流
れ
と
少
し
違
う
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

私
は
、
校
歌
に
は
非
常
に
興
味
が
有
り
ま

し
て
、
文
京
生
が
世
代
を
越
え
て
一
つ
に
な

れ
る
も
の
は
校
歌
し
か
な
い
。
あ
る
い
は
、

校
章
の
よ
う
に
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
も
の
し
か

な
い
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
日
比
谷
公
会
堂
で
行
わ
れ
て
い

る
校
歌
祭
に
参
加
し
て
い
る
の
で
す
が
、
校

歌
祭
に
参
加
し
て
、
文
京
の
舞
台
が
終
わ
っ

た
ら
、
早
く
文
京
の
同
窓
会
の
打
ち
上
げ
に

流
れ
こ
み
た
い
。
文
京
の
代
表
実
行
委
員
を

し
て
い
る
杉
本
会
長
は
、
最
後
ま
で
運
営
に

関
わ
っ
て
お
り
申
し
訳
な
い
け
れ
ど
、
身

内
の
打
ち
上
げ
を
や
り
た
い
と
い
う
わ
け
で

す
。

　

次
に
、
紫
雲
祭
で
の
同
窓
会
の
展
示
で
す

が
、
現
役
の
文
京
生
が
な
か
な
か
来
て
く
れ

な
い
こ
と
で
す
。
昨
年
は
、
来
室
者
名
簿
で

は
、
在
校
生
は
97
名
と
、
生
徒
数
の
約
８
分

の
１
し
か
来
て
く
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

我
々
と
し
て
も
、
展
示
と
連
動
し
た
簡
単
な

ク
イ
ズ
を
作
り
、
回
答
者
に
は
全
員
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
を
一
袋
進
呈
し
た
り
、
呼
び
込
み
を

し
た
り
、
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
た
り
色
々
と

手
を
つ
く
し
て
い
ま
す
が
な
か
な
か
高
揚
感

が
な
い
わ
け
で
、
労
力
の
割
に
効
果
が
少
な

い
。
し
か
し
、
同
窓
生
で
文
京
に
来
た
人
は

30
人
程
度
で
す
が
、
同
窓
生
に
と
っ
て
は
、

紫
雲
祭
に
く
れ
ば
同
窓
生
に
会
え
る
と
言
う

の
は
大
き
い
訳
で
す
。
つ
ま
り
、
同
窓
生
の

部
屋
が
あ
る
の
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
と
っ
て
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
部
屋
が
保
護
者
に
と
っ
て
の
溜
ま
り
場

で
交
流
の
場
と
し
て
機
能
し
て
い
る
の
と
同

様
に
重
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
紫
雲
祭

を
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
広
く
宣
伝
し
て
、
同

窓
会
の
部
屋
を
存
続
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
必

要
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
当
日
は
役

員
が
交
代
で
常
駐
し
て
い
る
訳
で
す
か
ら
、

学
校
の
入
学
相
談
の
よ
う
に
、「
よ
ろ
ず
同

窓
会
に
関
す
る
相
談
や
質
問
を
受
け
付
け
ま

す
」
と
言
う
コ
ー
ナ
ー
や
、
休
憩
コ
ー
ナ
ー

を
つ
く
り
同
窓
生
の
交
流
機
能
を
持
た
せ
て

い
く
こ
と
も
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
年
の
卒
業
生
の
場
合
を
考
え

て
見
る
と
、
今
度
の
紫
雲
祭
に
は
大
勢
母
校

に
来
る
と
予
想
さ
れ
る
の
で
、
彼
ら
に
は
、

そ
の
居
場
所
を
提
供
す
る
と
い
う
形
な
ら
工

夫
を
す
れ
ば
同
窓
会
と
の
接
点
が
出
来
る
か

も
知
れ
な
い
と
思
う
の
で
、
ポ
ス
タ
ー
や
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紫
雲
祭
の
準
備
と
当
日
の

応
援
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
呼
び
掛
け
て

見
て
は
ど
う
か
と
思
い
ま
す
。

【
梶
野
】
紫
雲
祭
で
展
示
し
た
、
同
窓
会
の

左から、岡本、榊、中嶋、小林、杉本、梶野の各役員

永山
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平
成
23
年
８
月
20
日
（
土
）
２
時

　
「
早
稲
田
発　

三
ノ
輪
橋
行
」

貸
切
車
の
表
示
の
あ
る
レ
ト
ロ
型
都
電

９
０
０
１
号
は
、
新
目
白
通
り
に
挟
ま
れ
た

停
留
場
を
文
京
高
校
同
窓
生
を
乗
せ
て
発
車

し
ま
し
た
。
約
一
時
間
、
１
２・
２
Ｋ
の
小

さ
な
旅
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
王
子
電
気
軌
道
会
社
が
、
大

塚
か
ら
飛
鳥
山
ま
で
遊
覧
電
車
を
走
ら
せ
た

日
（
１
９
１
１
明
治
44
年
）
か
ら
ち
ょ
う
ど

百
年
目
に
あ
た
り
ま
す
。

大
塚
駅
（
１
９
０
３
明
治
36
年
）
は
日
本
鉄

道
の
駅
と
し
て
開
業
し
ま
し
た
。
当
時
、
王

子
へ
は
、
伊
能
忠
敬
も
測
量
し
た
王
子
道
が

中
山
道
か
ら
岩
槻
街
道
に
抜
け
る
脇
街
道
で

し
た
。
飛
鳥
山
は
徳
川
吉
宗
が
開
い
た
こ
と

で
桜
の
名
所
と
し
て
有
名
で
す
。

荒
川
線
の
概
要
と
地
形

　

現
在
、
唯
一
の
都
電
荒
川
線
は
、
28
両
4

種
類
の
車
両
が
所
属
す
る
「
荒
川
車
庫
」
を

基
地
と
し
て
毎
日
多
く
の
乗
客
を
運
ん
で
い

ま
す
。

　

王
電
が
前
身
の
荒
川
線
は
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
専
用
軌
道
の
た
め
、
都
電
全
廃
の
流
れ

の
中
で
奇
跡
的
に
生
き
残
り
、
懐
か
し
い
都

電
の
代
表
と
し
て
こ
の
記
念
す
べ
き
日
を
迎

え
た
の
で
す
。

　

こ
の
路
線
は
、
早
稲
田
か
ら
荒
川
車
庫
迄

の
32
番
線
と
三
ノ
輪
橋
か
ら
赤
羽
迄
の
27
番

線
（
王
子
か
ら
赤
羽
迄
は
廃
止
）
の
重
複
を

合
わ
せ
て
、
現
在
は
都
電
荒
川
線
と
改
称
さ

れ
、
新
宿
区
、
豊
島
区
、
北
区
、
荒
川
区
を

走
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
線
は
、
東
急
世

田
谷
線
が
世
田
谷
区
内
の
平
坦
な
地
形
５
Ｋ

を
走
っ
て
い
る
の
に
比
べ
て
、
飛
鳥
山
を
境

に
し
て
起
伏
に
富
ん
だ
地
形
を
走
っ
て
い
ま

す
。
武
蔵
野
台
地
か
ら
、
旧
荒
川
の
平
野
部

を
走
り
抜
け
る
中
で
神
田
川
、
谷
端
川
、
千

川
上
水
、
石
神
井
川
と
三
つ
の
川
を
を
ま
た

い
で
い
ま
す
が
、
現
在
、
橋
が
わ
か
る
の
は

高
戸
橋
だ
け
で
あ
と
は
暗
渠
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ど
こ
が
、
川
の
上
な
の
か
探
し
な
が
ら

乗
っ
て
み
る
と
面
白
い
で
し
ょ
う
。

発
達
し
た
交
通
網

　

沿
線
地
域
は
、
昔
か
ら
、
交
通
網
が
発
達

し
て
お
り
、
国
道
中
山
道
（
17
号
）、
北
本

通
り
（
１
２
２
号
）
と
ク
ロ
ス
し
た
り
、
道

路
面
と
併
行
し
て
走
っ
て
、
終
点
の
三
ノ
輪

橋
で
、
日
光
街
道
に
接
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
沿
線
に
は
江
戸
時
代
か
ら
現

代
に
か
け
て
活
躍
し
た
著
名
人
ゆ
か
り
の
場

所
や
、
墓
地
が
多
数
あ
り
ま
す
。
ご
く
一
部

を
あ
げ
ま
す
と
、
太
田
道
灌
、
松
尾
芭
蕉
、

田
沼
意
次
、
大
隈
重
信
、
岩
崎
弥
太
郎
、
渋

沢
栄
一
、
夏
目
漱
石
、
芥
川
龍
之
介
、
竹
下

夢
二
、
永
井
荷
風
、
岡
倉
天
心
、
高
村
光
太

郎
、
手
塚
治
虫
な
ど
で
す
。
代
表
は
、
沿
線

の
雑
司
ヶ
谷
霊
園
、
染
井
霊
園
で
す
。

　

ま
た
、
荒
川
線
は
東
京
の
城
北
地
区
の
交

通
の
要
衝
を
通
過
す
る
た
め
、
鉄
道
へ
の
乗

り
換
え
駅
を
多
数
持
っ
て
い
ま
す
。代
表
は
、

大
塚
駅
と
王
子
駅
で
す
。
こ
の
他
、
誌
面
の

関
係
で
、
一
々
路
線
名
は
あ
げ
ま
せ
ん
が
、

子
母
神
、
東
池
袋
四
丁
目
、
新
庚
申
塚
、

熊
野
前
、
町
屋
、
三
ノ
輪
橋
で
す
。

　

特
に
「
飛
鳥
山
」
近
辺
は
、
Ｊ
Ｒ
だ
け
で

新
幹
線
（
東
北
新
幹
線
、
上
越
新
幹
線
、
長

野
新
幹
線
）、
高
崎
線
、
宇
都
宮
線
、
湘
南

新
宿
ラ
イ
ン
、
京
浜
東
北
線
が
走
り
、
路
面

電
車
の
荒
川
線
、
国
道
１
２
２
号
線
の
北
本

通
り
、
地
下
を
メ
ト
ロ
南
北
線
、
首
都
高
速

中
央
環
状
線
、石
神
井
川
が
通
っ
て
い
ま
す
。

何
種
類
あ
る
か
数
え
て
見
て
く
だ
さ
い
。

　

荒
川
車
庫
か
ら
、
荒
川
区
に
入
り
、
三
ノ

輪
橋
ま
で
都
電
９
０
０
１
号
は
、
平
坦
な
専

用
軌
道
を
走
り
続
け
て
い
き
ま
す
。

沿
線
の
文
学
歴
史
散
歩

　

さ
あ
、「
早
稲
田
」発
の
レ
ト
ロ
号
に
乗
り
、

紙
上
で
小
さ
な
旅
に
出
か
け
ま
し
ょ
う
。

　

早
稲
田
の
近
く
に
は
神
田
川
が
流
れ
て
い

て
、近
く
に
関
口
と
言
う
地
名
が
有
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
井
之
頭
池
を
水
源
と
し
た
神
田
川

か
ら
上
水
を
引
く
た
め
に
取
水
堰
を
設
け
た

こ
と
か
ら
来
て
い
ま
す
。
関
口
大
洗
堰
の
石

柱
が
江
戸
川
公
園
内
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
神
田
上
水
の
改
修
工
事
に
俳
諧
で
身
を

た
て
る
前
の
松
尾
芭
蕉
（
三
重
県
伊
賀
市
出

身
で
藤
堂
家
の
家
臣
）
が
関
わ
っ
て
お
り
、

駒
塚
橋
を
渡
っ
た
新
江
戸
川
公
園
内
に
は
芭

蕉
庵
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
横
の
胸
突
坂
を
上

り
目
白
通
り
に
で
る
と
、
村
上
春
樹
（
早
大

一
文
卒
）
が
当
初
下
宿
し
て
い
た
と
い
う
、

和
敬
塾
が
有
り
ま
す
。
国
際
的
な
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
小
説
「
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
森
」
の
下
宿
の

モ
デ
ル
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
小
説
に
は
、
そ

れ
と
か
か
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
主
人
公
の

「
僕
」
は
、
登
場
人
物
の
一
人
、
小
林
緑
の

自
宅
を
訪
問
す
る
た
め
に
都
電
の
32
番
線
に

乗
っ
て
大
塚
ま
で
行
っ
た
の
で
す
。

　

最
初
の
停
留
所
は
、「
面
影
橋
」
で
す
。

こ
れ
は
太
田
道
灌
が
に
わ
か
雨
に
遭
い
農
家

で
蓑
を
借
り
よ
う
と
立
ち
寄
っ
た
と
こ
ろ
、

娘
が
出
て
き
て
一
輪
の
山
吹
の
花
を
差
し
出

し
た
が
、
そ
の
意
味
が
分
か
ら
な
か
っ
た
道

灌
は
腹
を
立
て
た
が
、
家
臣
か
ら
、「「
七
重

八
重 

花
は
咲
け
ど
も 

山
吹
の
実
の
一
つ
だ

に 

な
き
ぞ
悲
し
き
」
の
兼
明
親
王
の
歌
に

掛
け
て
、
貧
し
く
蓑
（
実
の
）
ひ
と
つ
持
ち

合
わ
せ
が
な
い
こ
と
を
奥
ゆ
か
し
く
答
え
た

の
だ
と
教
わ
っ
た
。
古
歌
を
知
ら
な
か
っ
た

事
を
恥
じ
て
、
そ
れ
以
後
道
灌
は
歌
道
に
励

ん
だ
」
故
事
に
由
来
す
る
と
言
い
ま
す
。

　
「
学
習
院
下
」
で
降
り
る
と
、
目
白
の
地

名
の
由
来
と
な
っ
た
目
白
不
動
尊
を
祀
る
金

乗
院
が
有
り
ま
す
。

　
「

子
母
神
」
に
向
け
て
坂
を
登
っ
て
い

く
と
、
明
治
通
り
に
か
か
っ
て
い
る
初
期
の

名
ア
ー
チ
橋
と
し
て
知
ら
れ
る
千
登
世
橋
が

あ
り
ま
す
。
そ
し
て
こ
こ
か
ら
は
真
向
か
い

に
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
60
が
望
め
ま
す
。

　

豊
島
区
雑
司
が
谷
の
法
明
寺

子
母
神
堂

は
、
江
戸
時
代
か
ら
の
名
刹
と
し
て
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
女
神
で
す
が
、
以
前
は
子
ど

も
を
さ
ら
い
食
ら
っ
た
と
さ
れ
る
夜
叉
で
し

た
。
し
か
し
、
改
心
し
て
か
ら
は
仏
教
を
守

護
す
る
子
供
と
安
産
の
守
り
神
と
な
っ
た
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
境
内
の
縁
日
に
は
見
世
物

小
屋
な
ど
が
立
ち
並
び
ま
す
。
ま
た
、
日
蓮

上
人
の
お
会え

式し
き

に
は
、
法
明
寺
か
ら
、
沢
山

の
万ま

ん

灯ど
う

が
池
袋
の
駅
前
ま
で
繰
り
出
し
ま

す
。
ス
ス
キ
ミ
ミ
ズ
ク
が
土
産
と
し
て
有
名

で
す
。

　
「
都
電
雑
司
ヶ
谷
」
か
ら
は
雑
司
ヶ
谷
霊

園
が
近
く
で
す
。
著
名
人
の
墓
を
調
べ
る
と

百
人
以
上
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
誰
で
も

知
っ
て
い
る
人
を
中
心
に
十
名
程
ジ
ャ
ン
ル

を
問
わ
ず
に
あ
げ
ま
す
。

　

夏
目
漱
石
、
小
泉
八
雲
、
東
條
英
機
、
金

田
一
京
助
、サ
ト
ー
ハ
チ
ロ
ー
、竹
下
夢
二
、

い
ず
み
た
く
、
中
浜
（
ジ
ョ
ン
）
万
次
郎
、

永
井
荷
風
、
尾
上
菊
五
郎
な
ど
。

　
「
東
池
袋
四
丁
目
」
は
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
60

の
都
電
か
ら
の
入
口
で
す
。

　
「
向
原
」は
通
過
し
て
、「
大
塚
駅
前
」で
す
。

戦
前
を
知
る
年
配
者
は
、
池
袋
よ
り
大
塚
駅

の
方
が
賑
わ
っ
て
い
た
と
言
い
ま
す
。
駅
前

の
大
塚
ビ
ル
は
、
白
木
屋
デ
パ
ー
ト
が
入
っ

て
い
ま
し
た
。
西
武
は
武
蔵
野
デ
パ
ー
ト
と

言
い
木
造
二
階
建
で
池
袋
に
は
ま
と
も
な
デ

パ
ー
ト
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
「
巣
鴨
新
田
」
近
く
の
東
京
電
力
大
塚
支

社
は
、
戦
前
は
、
王
子
電
気
軌
道
の
変
電
所

と
車
庫
で
こ
こ
か
ら
電
車
の
電
気
を
供
給
し

て
い
ま
し
た
。文
京
の
由
来
は
省
略
し
ま
す
。

　

一
部
の
大
名
行
列
は
、
中
山
道
を
庚
申
塚

の
交
差
点
を
右
折
し
て
直
接
、
水
道
橋
方
面

に
抜
け
て
江
戸
の
上
屋
敷
を
目
指
し
た
こ
と

か
ら
、
大
塚
ま
で
の
通
り
を
「
折
戸
通
り
」

と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

明
治
半
ば
に
な
る
と
下
町
か
ら
寺
が
多
数

移
転
し
て
き
て
、
巣
鴨
か
ら
、
西
巣
鴨
に
か

け
て
寺
町
を
形
成
し
ま
し
た
。
最
も
有
名
な

の
が
、
お
地
蔵
さ
ん
通
り
の
名
前
の
由
来
と

な
っ
た
、
高
岩
寺
で
す
。（
真
性
寺
も
）

　

他
に
は
、
染
井
霊
園
が
著
名
で
す
。
有
名

人
と
し
て
は
、
高
村
光
太
郎
、
智
恵
子
、
岡

倉
天
心
、
二
葉
亭
四
迷
、
幣
原
喜
重
郎
ら
が

眠
り
、
芭
蕉
の
主
家
で
あ
る
藤
堂
家
の
墓
所

が
あ
り
ま
す
。
近
く
の
勝
林
寺
に
は
田
沼
意

次
、
慈
願
寺
に
は
芥
川
龍
之
介
一
家
、
谷
崎

潤
一
郎
が
、
本
妙
寺
に
は
、
遠
山
金
四
郎
、

千
葉
周
作
ら
が
眠
り
、
總
禅
寺
に
は
、
医
者

の
家
系
で
あ
る
手
塚
家
の
墓
が
あ
り
、
手
塚

治
虫
も
眠
っ
て
い
ま
す
が
部
外
者
は
無
断
立

入
禁
止
で
す
。

　
「
飛
鳥
山
」
は
、
色
々
と
故
事
来
歴
が
豊

富
で
す
が
誌
面
が
な
い
の
で
以
上
と
し
ま

す
。

　

終
点
「
三
ノ
輪
橋
」
は
旧
千
住
宿
の
近
く

で
す
。

　

行い
く
は
る春

や　

鳥と
り
な
き啼　

魚う
お

の　

目め

は
泪

な
み
だ

　

芭
蕉
は
こ
こ
か
ら
奥
の
細
道
に
旅
立
ち
ま

し
た
。
み
な
さ
ん
も
、
小
さ
な
歴
史
散
歩
に

旅
立
ち
ま
せ
ん
か
。（
文
責
梶
野
茂
男
）

都
電
百
周
年
を
迎
え
て

（
旧
王
電
創
業
百
周
年
記
念
）
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今
年
も
私
立
強
豪
高
に
惜
敗

　

今
年
の
大
会
は
震
災
の
た
め
春
季
大
会
ブ

ロ
ッ
ク
予
選
が
中
止
と
な
り
、
シ
ー
ド
校
な

し
の
抽
選
組
合
せ
と
な
り
ま
し
た
。
１
回
戦

は
最
近
野
球
に
力
を
入
れ
て
い
る
東
京
都
市

大
付
属
高
校
。
２
回
戦
の
相
手
は
春
季
大
会

で
帝
京
を
６
対
０
で
破
っ
て
勢
い
に
乗
っ
て

い
る
甲
子
園
に
出
場
し
た
こ
と
も
あ
る
世
田

谷
学
園
。
１
、３
、４
回
戦
は
ま
ず
勝
て
そ
う

な
相
手
校
。
５
回
戦
以
降
は
修
徳
、
帝
京
と

強
豪
が
予
想
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
チ
ー
ム
は
佐
藤
主
将
（
３
年
）
を

中
心
に
良
く
ま
と
ま
っ
て
お
り
、
国
正
（
３

年
）、
古
枝
（
２
年
）
と
１
３
５
ｋ
を
投
げ

る
投
手
が
二
人
も
お
り
、ま
た
打
線
も
佐
藤
、

国
生
、
小
野
澤
（
２
年
）
を
軸
と
す
る
大
型

打
線
で
ど

こ
か
ら
で

も
点
を
取

れ
、
守
備

も
例
年
並

み
に
堅
守

で
大
い
に

期
待
さ
れ

ま
し
た
。

第
93
回
全
国
高
校
野
球
選
手
権
大
会

東
東
京
大
会
１
回
戦 

（
江
戸
川
球
場
）

今
年
も
コ
ー
ル
ド
発
進

文　
　
京　
１
０
０　
２
５
１　
０　
９

都
市
大
付　
０
０
０　
０
０
０　
０　
０

　

先
発
は
古
枝
。
緩
急
を
織
り
交
ぜ
、
四
死

球
は
多
か
っ
た
も
の
の
１
安
打
で
６
回
を
無

失
点
。
７
回
は
知
久
（
２
年
）
が
抑
え
て
完

封
し
た
。
攻
撃
は
初
回
に
佐
藤
の
タ
イ
ム

リ
ー
が
出
て
先
制
、
４
回
は
一
死
二
三
塁
で

大
澤
（
３
年
）
の
犠
飛
と
送
球
ミ
ス
で
２
点

を
追
加
。
５
回
以
降
も
そ
つ
の
無
い
攻
め
で

７
回
コ
ー
ル
ド
で
初
戦
を
も
の
に
し
た
。

 

東
東
京
大
会
２
回
戦
（
神
宮
球
場
）

強
豪
私
立
の
壁
厚
く

文　
　
京　
０
０
０　
０
０
０　
１
１
０　
２

世
田
谷
学　
２
０
２　
０
０
０　
０
０
Ｘ　
４

　

先
発
は
満
を
持
し
て
エ
ー
ス
古
枝
。
し
か

し
初
回
不
運
な
内
野
安
打
２
本
と
バ
ン
ト
で

一
死
二
三
塁
と
し
、４
、６
番
に
タ
イ
ム
リ
ー

を
打
た
れ
２
点
を
献
上
。
４
回
に
も
二
死
か

ら
安
打
と
盗
塁
、
連
続
長
打
を
打
た
れ
２
点

の
追
加
点
を
許
し
た
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
コ
ー
ル
ド
か
と
思
わ
れ
た

が
よ
く
踏
ん
張
り
そ
の
後
は
得
点
を
許
さ
な

か
っ
た
。
こ
の
辺
が
我
が
校
の
実
力
が
上

が
っ
た
証
拠
と
い
え
る
。
一
方
我
が
校
は
４

回
以
降
再
三
チ
ャ
ン
ス
を
作
っ
た
が
世
田
谷

学
園
の
エ
ー
ス
の
力
投
の
前
に
得
点
で
き
な

か
っ
た
が
、
よ
う
や
く
７
回
６
番
島
倉
の
右

中
間
を
破
る
三
塁
打
と
内
野
ゴ
ロ
で
１
点
、

８
回
に
も
２
番
佐
藤
の
ヒ
ッ
ト
と
３
番
円
藤

の
二
塁
打
の
チ
ャ
ン
ス
に
ま
た
も
内
野
ゴ
ロ

の
間
に
１

点
を
挙
げ

２
点
差
と

迫
っ
た
が

こ
こ
ま
で

だ
っ
た
。

　

今
年
も

ブ
ラ
ス
バ

ン
ド
部
、

チ
ア
リ
ー

デ
ィ
ン
グ

部
を
初
め
生
徒
が
多
勢
応
援
に
駆
け
つ
け
、

い
ま
や
文
京
応
援
団
は
東
京
で
は
有
名
に
な

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今
年
も
あ
と
一
歩
で
甲

子
園
を
逃
し
ま
し
た
が
、
こ
の
一
歩
を
進
む

た
め
に
ぜ
ひ
同
窓
会
の
皆
様
の
力
添
え
を
い

た
だ
き
た
い
。

（
野
球
部
後
援
会
代
表
世
話
人　

小
林
洋
一

郎
18
期
）

甲子園への道

　

卒
業
生
進
路
状
況　

　
【
昨
年
度
の
概
況
】
昨
年
度
現
役
卒
業
生

２
８
０
名
の
進
路
状
況
は
、
４
年
生
大
学
は

２
１
０
名（
75・
０
％・一
昨
年
度
68・
８
％
）、

短
期
大
学
は
10
名
（
３・
６
％
・
一
昨
年
度

２・
５
％
）、
専
門
学
校
は
30
名
（
10・
７
％・

一
昨
年
度
12・
９
％
）、就
職
５
名（
１・
８
％・

一
昨
年
度
２・
９
％
）、未
定
25
名（
８・
９
％・

一
昨
年
度
12
・
９
％
）
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
進
路
部
で
毎
年
定
点
観
測
し
て
い
る
グ

ル
ー
プ
別
の
概
況
は
、
国
公
立
大
学
は
７
名

の
合
格
で
、
昨
年
度
の
合
格
４
名
よ
り
３
名

増
え
ま
し
た
。私
立
難
関
上
位
校
の
早
稲
田・

慶
應
義
塾
・
上
智
・
東
京
理
科
は
４
名
の
合

格
で
一
昨
年
度
よ
り
１
名
減
り
ま
し
た
。
私

立
上
位
校
の
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｈ
（
明
治
・
青
山
学

院
・
立
教
・
中
央
・
法
政
）
の
合
計
は
29
名

の
合
格
で
８
名
減
り
ま
し
た
。
次
の
ラ
ン
ク

で
あ
る
、
成
蹊
・
成
城
・
明
治
学
院
・
獨
協
・

國
學
院
・
武
蔵
・
学
習
院
の
合
計
は
39
名
で
、

12
名
減
り
ま
し
た
。
そ
の
次
の
ラ
ン
ク
で
あ

る
日
東
駒
専
（
日
本
・
東
洋
・
駒
澤
・
専
修
）

の
合
計
は
１
０
３
名
で
、29
名
増
え
ま
し
た
。

合
格
者
の
総
数
は
４
８
３
名
で
、
一
昨
年
度

の
４
０
５
名
よ
り
78
名
の
大
幅
な
増
加
に
な

り
ま
し
た
。

　
【
今
後
の
取
組
目
標
】
文
京
高
校
は
、
国
公

立
大
学
・
私
立
大
学
上
位
校
へ
の
進
学
を
増

や
す
こ
と
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

昨
年
度
も
日
東
駒
専
の
ラ
ン
ク
へ
の
進
学
が

多
い
の
が
現
状
で
す
。
国
公
立
大
学
や
Ｍ
Ａ

Ｒ
Ｃ
Ｈ
へ
の
進
学
を
増
や
す
に
は
ま
だ
ま
だ

学
校
全
体
で
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
そ

こ
で
進
路
部
で
は
、
入
学
し
た
時
か
ら
、
進

路
部
が
中
心
に
な
り
学
年
と
十
分
に
協
力
し

て
、
３
年
間
を
見
通
し
た
進
路
指
導
を
進
め

て
い
ま
す
。
生
徒
が
進
路
に
対
す
る
意
識
を

十
分
に
持
て
る
た
め
の
取
組
を
的
確
な
時
期

に
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
徒
の
進
路
希

望
に
高
み
を
持
た
せ
、
そ
の
実
現
に
向
け
て

最
後
ま
で
諦
め
な
い
心
作
り
に
支
援
・
指
導

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
生
徒
の
進
路
実

現
に
学
校
全
体
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

昨
年
度
の
結
果
を
参
考
に
し
て
さ
ら
に
高

み
を
目
指
せ
る
よ
う
に
、
進
路
部
と
学
年
の

協
力
体
制
を
確
立
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
２
年
生
や
１
年
生
に
対
し
て
は
、

生
徒
の
進
路
希
望
を
叶
え
る
為
に
は
、
早
期

か
ら
の
十
分
な
準
備
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と

を
認
識
で
き
る
よ
う
に
指
導
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。�

（
進
路
部
主
任　

渡
辺　

篤
）

大学合格者数（平成 23年度入試・現役生既卒者合計） 短期大学合格者
大学名 合 大学名 合 大学名 合 大学名 合 短期大学名 合

宇都宮 2 駒澤 8 東京成徳 8 目白薬科 1 大妻女子 3

埼玉 1 芝浦工業 5 東京電機 8 目白 5 女子栄養 1

千葉 1 上智 2 東京都市 6 立教 4 創価女子 1

鳥取 1 城西 1 東京農業 9 早稲田 4 東京家政 5

山梨 1 成蹊 7 東京理科 5 その他 東京農業 3

高崎経済 1 成城 3 東洋 53 日本体育大女子 1

千葉県立保健医療 1 専修 16 獨協 7 山梨学院 1

横浜市立 3 創価 4 日本 38 合計 15

青山学院 3 大正 9 日本女子体育 1

亜細亜 11 大東文化 15 文教 6

桜美林 2 拓殖 4 文京学院 16 専門学校合格者数
大妻女子 5 玉川 4 法政 17 合計 33

学習院 2 千葉工業 10 武蔵 8

神田外語 4 中央 5 武蔵野 3 就職
関東学院 2 帝京 8 武蔵野音楽 1 公務員 0

慶應義塾 2 東海 4 武蔵野美術 1 民間企業 5

工学院 8 東京家政 7 明海 4 国公立合計 11

国学院 4 東京家政学院 1 明治 5 私立合計 472

国士舘 12 東京経済 2 明治学院 12 総合計 483

野
球
部
後
援
会
入
会
の
お
願
い

　

甲
子
園
へ
の
道
を
歩
む
に
は
、
実
力

を
上
げ
る
た
め
に
都
外
の
強
豪
校
と
試

合
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
毎
年
、
作

新
学
院
・
前
橋
商
業
・
前
橋
高
校
・
水

戸
桜
ノ
牧
高
校
等
と
試
合
を
行
っ
て
お

り
ま
す
が
、
遠
征
用
バ
ス
も
な
い
た
め

交
通
費
の
負
担
が
多
額
に
な
り
ま
す
。

後
援
会
で
は
半
額
ほ
ど
を
援
助
し
て
い

ま
す
が
当
然
不
足
し
て
い
ま
す
。
高
校

野
球
フ
ァ
ン
の
同
窓
生
の
皆
さ
ん
の
ご

支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ:

「
球
紫
会
」
で
検
索

し
て
く
だ
さ
い
。

大応援団

29 期　立石コーチ
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高
校
を
卒
業
し
て
50
年
に
な
る
と
は
、
本

当
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
明
治
大
学
の
法

学
部
に
進
み
、
国
際
情
報
部
ク
ラ
ブ
に
入
っ

た
ら
、
毎
日
弁
論
の
特
訓
を
受
け
、
段
々
と

人
前
で
話
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
将

来
教
師
に
な
る
と
は
夢
に
も
思
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
一
時
は
司
法
試
験
を
目
指
し
ま
し
た

が
、
目
標
を
変
え
て
大
学
院
で
国
際
法
を
専

攻
し
、
将
来
は
国
際
機
関
で
働
き
た
い
と
希

望
し
ま
し
た
。
卒
業
後
、
ア
メ
リ
カ
人
と
結

婚
し
、
テ
キ
サ
ス
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
４
年

住
み
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
日
本
に
戻
り
、
16

年
間
神
田
外
語
学
院
で
英
語
と
日
本
語
の
先

生
を
し
ま
し
た
。
２
人
の
子
育
て
と
教
員
生

活
で
目
の
回
る
く
ら
い
忙
し
い
生
活
で
し

た
。
長
男
が
高
２
の
時
、
子
供
の
将
来
を
考

え
ア
メ
リ
カ
に
戻
り
、
こ
の
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー

ジ
ー
に
住
み
ま
し
た
。
こ
こ
は
湖
、
川
、
山

も
あ
り
そ
れ
は
き
れ
い
な
所
で
す
。
し
か
も

文
化
の
中
心
地
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に
近
い
お
陰

で
都
会
生
活
も
楽
し
め
、
と
て
も
気
に
行
っ

て
い
る
所
で
す
。

　

こ
こ
で
教
員
免
許
を
取
っ
て
公
立
の
高
校

と
大
学
で
日
本
語
と
日
本
文
化
を
教
え
始
め

ま
し
た
。
学
生
が
日
本
に
興
味
を
持
ち
日
本

語
を
勉
強
し
て
欲
し
い
と
慣
れ
な
い
テ
イ
ー

ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
教
え
ま
し
た
。
日
米
の
学
生

の
気
質
も
か
な
り
違
う
の
で
最
初
は
苦
労
し

ま
し
た
が
進
学
校
で
も
あ
り
一
生
懸
命
勉
強

す
る
学
生
も
多
く
成
果
が
上
が
る
と
嬉
し
い

も
の
で
し
た
。
学
生
が
卒
業
後
も
先
生
と

慕
っ
て
く
る
と
可
愛
い
も
の
で
し
た
。
ア
メ

リ
カ
の
学
校
で
は
ク
ラ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と

言
語
を
し
ゃ
べ
る
事
に
重
点
を
置
く
教
育
で

し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
の
高
校
生
は
日
本
の
高
校
生
に

比
べ
る
と
自
己
主
張
が
強
く
、
我
の
強
い
生

徒
が
い
る
反
面
、
自
立
心
が
強
く
、
自
分
の

将
来
の
目
標
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
学
生
も

い
て
頼
も
し
い
も
の
で
し
た
。
３
年
前
に
引

退
し
、
今
は
週
一
日
大
学
で
日
本
史
と
日
本

文
化
を
教
え
て
い
ま
す
。
学
生
も
大
分
大

人
に
な
り
、
教
え
る
方
も
楽
に
な
り
ま
し

た
。
引
退
後
の
生
活
も
何
か
と
忙
し
く
町
の

文
化
協
会
、
運
動
の
ク
ラ
ス
、
旅
行
と
駆
け

回
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
５
月
は
ト
ル
コ
を
旅

行
し
、
そ
の
長
い
歴
史
と
西
欧
と
ア
ジ
ア
の

接
点
に
あ
る
為
の
宗
教
の
複
雑
さ
を
学
び
ま

し
た
。
私
た
ち
日
本
人
に
と
っ
て
ア
メ
リ
カ

も
そ
う
で
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な
民
族
が
入
り

混
じ
る
競
争
の
厳
し
さ
な
ど
、
こ
の
地
に
住

ん
で
学
ぶ
こ
と
が
沢
山
あ
り
ま
し
た
。
但
し

ア
メ
リ
カ
で
は
実
力
と
実
績
を
積
み
重
ね
る

と
人
種
、
性
別
、
年
齢
に
関
係
な
く
認
め
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
資
格
社
会
で
も
あ
り
、
教

え
な
が
ら
博
士
号
を
と
る
先
生
も
沢
山
い
ま

し
た
。
よ
り
多
く
勉
強
す
る
と
給
料
も
上
が

り
、
大
学
院
の
授
業
も
夜
が
多
く
仕
事
と
両

立
で
き
ま
す
。
日
米
両
国
で
学
生
生
活
を
送

る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
は
私
の
人
生
に
多
い

に
プ
ラ
ス
に
な
り
ま
し
た
。
日
本
で
は
国
際

化
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
国
際
化
と
は
何

か
と
考
え
る
こ
と
は
大
切
で
す
。
国
際
化
と

は
自
己
を
確
立
し
、
若
い
時
に
日
本
を
出
て

世
界
を
見
て
学
べ
る
こ
と
を
吸
収
し
、
日
本

に
帰
っ
て
役
立
て
る
こ
と
、
ま
た
寿
命
も
長

く
な
っ
て
い
る
の
で
、
特
に
女
性
は
子
育
て

の
後
の
人
生
を
考
え
、
経
済
的
な
自
立
に
備

え
る
時
代
に
な
っ
て
い
る
と
信
じ
ま
す
。
両

親
が
海
外
生
活
し
た
経
験
か
ら
10
人
い
た
ら

10
人
違
う
意
見
が
あ
る
こ
と
、
そ
の
中
か
ら

自
分
で
取
捨
選
択
す
れ
ば
よ
く
、
主
張
す
べ

き
こ
と
は
は
っ
き
り
意
見
を
述
べ
る
こ
と
、

ま
た
国
が
違
え
ば
そ
こ
の
人
の
考
え
を
理
解

す
る
こ
と
も
大
切
だ
と
、
更
に
い
つ
も
目
標

を
掲
げ
て
前
向
き
に
生
活
す
る
こ
と
等
を
教

わ
り
ま
し
た
。
結
婚
し
て
主
人
か
ら
学
ん

だ
こ
と
は
、
人
生
を
楽
し
む
こ
と
で
す
。
私

の
姉
兄
と
主
人
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
音
楽
家
で

し
た
の
で
私
は
音
楽
が
大
好
き
で
今
は
コ
ン

サ
ー
ト
や
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
の
オ
ペ
ラ
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
料
理
を
作
る
こ

と
、
庭
仕
事
を
す
る
こ
と
も
私
の
楽
し
み
で

す
。
庭
を
見
て
花
や
庭
木
を
眺
め
る
の
も
精

神
的
に
多
い
に
癒
さ
れ
ま
す
。
毎
週
孫
た
ち

に
囲
ま
れ
我
が
家
で
食
事
を
し
な
が
ら
孫
た

ち
の
成
長
を
見
る
事
に
も
生
き
が
い
を
感
じ

ま
す
。
主
人
を
な
く
し
て
16
年
に
な
り
ま
す

が
元
気
な
内
に
も
っ
と
も
っ
と
訪
れ
て
い
な

い
国
々
に
行
っ
て
見
聞
を
広
め
る
こ
と
も
引

退
生
活
の
ご
奉
仕
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ベ
イ
カ
ン
文
子
（
村
上
）

海外同窓生便り⑥

ベイカン文子
12期F組（村上）

日米で
教員生活を
送って

ニュージャージーでの生活

　

私
が
初
め
て
海
外
で
暮
ら
し
た
い
と
思
っ

た
の
は
、
確
か
小
学
生
の
時
で
し
た
。
ア
メ

リ
カ
で
暮
ら
す
叔
父
が
日
本
に
帰
国
し
た
時

我
が
家
を
訪
れ
ま
し
た
。私
は
叔
父
を
見
て
、

（
父
に
似
て
い
る
の
に
全
然
雰
囲
気
が
違
う
。

外
国
で
暮
ら
し
て
い
る
と
こ
ん
な
に
素
敵
に

な
る
ん
だ
。）
と
思
っ
た
事
を
今
で
も
よ
く

覚
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
出
来
事
が
私

に
海
外
へ
の
憧
れ
を
抱
か
せ
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。

　

私
の
念
願
が
叶
っ
て
渡
米
し
た
の
は

１
９
９
７
年
の
こ
と
で
し
た
。
私
は
そ
こ
で

肌
の
色
も
出
身
国
も
違
う
多
く
の
お
友
達
を

通
じ
て
、
ア
メ
リ
カ
流
の
考
え
方
を
学
ぶ
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。（
こ
こ
で
は
言
い
た
い

事
は
は
っ
き
り
言
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。）

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
多
く
の
人
種
が
集

ま
る
国
で
は
、
何
も
言
わ
な
く
て
も
相
手
が

こ
ち
ら
の
思
い
を
酌
ん
で
く
れ
る
と
い
う
日

本
人
的
な
考
え
方
は
通
用
し
ま
せ
ん
。（
言

い
た
い
事
、
文
句
な
ど
は
き
ち
ん
と
伝
え

る
）こ
れ
は
あ
る
意
味
正
し
い
こ
と
で
す
が
、

違
っ
た
観
点
か
ら
見
る
と
（
言
っ
た
も
の
勝

ち
）
と
い
う
自
己
中
心
的
な
捉
え
方
も
で
き

る
の
で
す
。
そ
れ
は
時
と
し
て
自
分
の
非
も

相
手
に
押
し
付
け
た
り
、
礼
儀
を
欠
い
た
行

動
を
と
っ
た
り
す
る
事
に
も
繋
が
り
ま
す
。

長
く
住
む
に
つ
れ
て
（
何
か
違
う
ん
じ
ゃ
な

い
か
、
こ
れ
で
い
い
の
か
）
と
い
う
疑
問
が

大
き
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
あ
の
大

震
災
が
起
こ
っ
た
の
で
す
。

　

テ
レ
ビ
で
見
た
津
波
の
映
像
、
破
壊
さ
れ

た
町
。
言
葉
を
失
う
ほ
ど
の
衝
撃
で
し
た
。

毎
日
テ
レ
ビ
で
今
ど
ん
な
状
態
な
の
か
を
見

て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
で
す
、
ニ
ュ
ー
ス

で
大
震
災
に
遭
わ
れ
た
方
々
の
行
動
を
賞
賛

す
る
放
送
を
見
た
の
は
。

　

今
回
の
大
震
災
で
海
外
に
住
む
多
く
の
日

本
人
の
方
は
、
日
本
人
の
素
晴
ら
し
さ
、
そ

し
て
日
本
人
と
し
て
の
誇
り
を
改
め
て
認
識

さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
私
が
住
ん
で
い
た

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
で
は
数
年
前
、
カ
ト

リ
ー
ナ
と
い
う
超
大
型
台
風
が
発
生
し
、
多

く
の
方
が
亡
く
な
り
沢
山
の
家
屋
が
崩
壊
す

る
と
い
う
事
が
あ
り
ま
し
た
。
当
時
を
知
る

友
人
は（
泥
棒
に
入
ら
れ
る
の
を
防
ぐ
た
め
、

自
宅
に
残
っ
て
い
た
人
た
ち
は
銃
を
持
っ
て

進
入
し
て
く
る
人
を
蹴
散
ら
さ
な
け
れ
ば
い

け
な
か
っ
た
。）
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

し
か
し
今
回
の
日
本
の
震
災
で
の
海
外
の
メ

デ
ィ
ア
が
大
き
く
報
道
し
た
中
で
、（
日
本

人
の
秩
序
だ
っ
た
行
動
、
他
人
と
助
け
あ
う

気
持
ち
、
そ
し
て
礼
儀

正
し
さ
）
が
大
き
く
評

価
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
報
道
を
目
に
し
た

多
く
の
海
外
に
住
む
日

本
人
の
方
々
は
、
ど
れ

ほ
ど
自
分
の
国
を
誇
ら

し
く
思
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。
私
は
（
日
本

人
に
生
ま
れ
て
よ
か
っ

た
。
日
本
人
っ
て
や
っ

ぱ
り
ス
ゴ
イ
。）
と
心

か
ら
思
い
ま
し
た
。

　

日
本
に
住
ん
で
い
な

い
自
分
が
こ
ん
な
こ
と

を
言
う
の
は
お
か
し
い

事
だ
と
思
い
ま
す
が
、

外
国
に
住
ん
で
い
る
か

ら
こ
そ
見
え
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
も
こ
の
他
人
を
思
い

や
る
気
持
ち
や
行
動
と
い
っ
た
素
晴
ら
し
い

文
化
、
そ
し
て
習
慣
を
次
の
世
代
に
受
け
継

が
せ
る
べ
く
、
努
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
深
く
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
私
自

身
日
本
人
と
し
て
の
誇
り
を
持
っ
て
生
き
て

い
き
ま
す
。

海外同窓生便り⑦

中野美津子
36期E組（岩沢）

日本人として
海外で生きる
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本
年
の
入
学
式
で
星
野
校
長
先
生
が
「
校

訓
の
至
誠
一
貫
は
孟
子
が
出
典
で
す
」
と
言

わ
れ
た
由
伺
い
、
校
訓
が
連
綿
と
続
い
て
い

る
事
に
感
激
し
、
創
立
当
時
の
こ
と
を
書
き

ま
す
。

　

私
は
昭
和
15
年
4
月
30
日
の
「
第
三
東
京

市
立
中
学
校
」
の
開
校
式
兼
第
一
回
入
学
式

で
、「
校
訓　

至
誠
一
貫　

右
も
っ
て
本
校

校
訓
と
な
す
」
川
島
源
治
校
長
か
ら
発
せ
ら

れ
た
声
が
、
七
十
余
年
た
っ
た
今
で
も
は
っ

き
り
と
私
の
耳
に
残
っ
て
お
り
ま
す
。

　

昭
和
15
年
は
、
神
武
天
皇
の
即
位
か
ら

２
６
０
０
年
と
い
う
年
に
当
た
り
、
国
を
あ

げ
て
の
奉
祝
の
ム
ー
ド
で
一
杯
で
し
た
。
東

京
の
市
電
も
花
電
車
が
列
を
つ
ら
ね
て
市
民

の
歓
迎
を
受
け
た
。
や
が
て
そ
れ
に
続
く
戦

争
へ
の
時
代
に
突
入
し
て
い
く
こ
と
に
な
ろ

う
と
は･･･

　

好
く
も
悪
し
く
も
川
島
先
生
の
「
建
学
の

精
神
」
が
我
が
校
を
作
っ
た
。
そ
の
年
の
11

月
3
日
に
明
治
節
の
式
典
併
せ
て
校
旗
奉
戴

式
・
校
歌
制
定
式
が
挙
行
さ
れ
た
。
校
旗
・

徽
章
は
現
在
で
も
「
中
」
の
字
を
「
高
」
に

改
め
て
現
在
で
も
使
用
さ
れ
て
い
る
。「
市

立
三
中
校
歌
」
に
も
「
至ま

こ
と誠

を
貫
け
正
し
く

あ
れ
と　

導
き
給
う
我
等
が
学ま

な
び
や舎

」と
あ
る
。

　

正
直
に
申
し
上
げ
よ
う
。
実
は
私
は
こ
の

新
設
校
に
、
よ
も
や
入
学
す
る
と
は
思
わ
な

か
っ
た
。
私
の
希
望
し
た
学
校
は
「
市
立
一

中
」（
の
ち
の
都
立
九
段
高
校
）
で
あ
っ
た
。

一
中
は
イ
ギ
リ
ス
の
イ
ー
ト
ン
中
学
を
モ
デ

ル
に
し
た
超
近
代
的
な
設
備
を
誇
り
、
東
洋

一
と
ま
で
い
わ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
な

ん
と
受
験
当
日
に
風
邪
の
た
め
40
度
の
高
熱

で
不
合
格
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
か
ら

僅
か
一
か
月
の
後
に
新
設
の
市
立
三
中
が
出

来
る
と
あ
っ
て
、
受
け
合
格
し
た
。

　

施
設
は
市
立
一
中
と
は
月
と
す
っ
ぽ
ん

で
、
入
学
先
は
東
京
市
養
育
院
巣
鴨
分
室
。

孤
児
院
の
分
教
所
で
も
あ
っ
た
。
あ
る
の
は

川
島
源
司
先
生
の
高
邁
な
志
だ
け
。先
生
は
、

「
師
弟
一
体
で
日
本
一
の
公
立
中
学
校
を
創

る
の
だ
」と
お
っ
し
ゃ
っ
て
は
ば
か
ら
な
い
。

何
を
す
る
に
も
校
長
自
ら
が
先
頭
だ
っ
た
。

都
会
育
ち
の
虚
弱
児
童
（
小
学
校
卒
業
の
12

歳
）
に
強
靭
な
精
神
を
宿
ら
せ
る
た
め
と
し

て
、
裸
体
操
（
上
半
身
裸
）
は
も
ち
ろ
ん
、

上
半
身
裸
の
ま
ま
校
門
を
出
て
学
校
の
周
囲

を
走
っ
た
。
先
生
方
は
そ
れ
以
上
で
、
厚
い

氷
の
張
っ
た
水
桶
を
拳
で
割
っ
て
、
手
拭
を

ひ
た
し
、
ジ
ャ
リ
ジ
ャ
リ
と
音
の
す
る
手
拭

の
ま
ま
冷
水
摩
擦
を
な
さ
る
。
こ
れ
ぞ
率
先

垂
範
の
見
本
と
、
生
徒
た
ち
も
驚
き
の
声
を

あ
げ
た
。
84
歳
で
、
こ
う
し
て
元
気
で
居
ら

れ
る
の
も
、
あ
の
時
の
お
蔭
と
感
謝
し
て
い

る
。

　

学
年
主
任
兼
Ｄ
組
担
任
で
の
ち
に
三
代
目

校
長
と
な
ら
れ
た
奥
田
行
信
先
生
（
数
学
）

は
、
教
え
子
を
我
が
子
の
様
に
可
愛
が
り
、

仲
人
を
沢
山
さ
れ
ま
し
た
。
卒
業
生
の
中
に

は
文
京
高
校
の
夜
間
部
の
臨
時
職
員
に
し
て

い
た
だ
い
た
お
蔭
で
、
無
事
に
大
学
を
卒
業

で
き
た
同
窓
生
も
あ
っ
た
。

　

私
た
ち
Ｂ
組
の
担
任
で
あ
っ
た
川
島
計
治

先
生
（
理
科
、
ま
た
市
立
一
中
で
は
兄
の
担

任
）
は
超
秀
才
と
い
わ
れ
た
教
師
で
、
後
に

鹿
児
島
大
学
理
学
部
教
授
に
な
ら
れ
た
。　

Ａ
組
の
担
任
の
佐
々
木
益
男
先
生
（
英
語
）

が
今
夏
１
０
４
才
で
天
寿
を
全
う
さ
れ
た
。

創
立
時
九
人
の
恩
師
で
唯
一
の
生
存
者
で
あ

り
ま
し
た
。

　

過
日
、
湯
島
聖
堂
尚
歯
会
の
席
で
、「
至

誠
一
貫
」
を
校
訓
と
す
る
学
校
に
つ
い
て
調

査
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
同
席
の
漢
学
者

菅
原
満
氏
か
ら
早
速
に
ご
報
告
を
い
た
だ

き
、「
全
国
に
34
校
」
あ
っ
た
と
の
こ
と
で

驚
き
ま
し
た
。
特
に
茨
城
県
立
水
戸
一
高
の

「
至
誠
一
貫
」
の
題
字
は
明
治
41
年
同
校
菊

池
謙
二
郎
先
生
が
、
最
後
の
将
軍
徳
川
慶
喜

公
に
揮
毫
を
お
願
い
し
て
実
現
し
た
も
の
と

聞
き
ま
し
た
。
友
人
の
宮
嶋
敬
夫
君
（
旧
二

期
Ａ
組
、
元
水
戸
市
助
役
）
の
調
査
と
ご
協

力
に
深
く
感
謝
す
る
次
第
で
す
。

　

考
え
て
み
る
と
、「
至
誠
一
貫
」
は
日
本

人
の
真
心
の
美
意
識
で
は
な
い
の
か
と
さ
え

想
う
に
至
っ
た
。
わ
が
校
の
建
学
の
精
神
は

日
本
中
に
通
用
す
る
日
本
人
の
魂
で
あ
る
こ

と
を
宣
言
し
た
い
。
最
後
に
も
う
一
度
「
至

誠
一
貫
」と
大
声
で
叫
ば
せ
て
も
ら
い
た
い
。

平
成
23
年
度
総
代
会
開
催

　

４
月
17
日
（
日
）
母
校
視
聴
覚
教
室
で
52

名
の
学
年
幹
事
・
役
員
が
出
席
し
て
平
成
23

年
度
総
代
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

冒
頭
に
、
昨
年
度
の
活
動
総
括
の
説
明
が
あ

り
、
特
に
70
周
年
記
念
事
業
の
報
告
に
つ
き

君
崎
会
長
よ
り
報
告
。
そ
の
後
平
成
22
年
度

の
活
動
報
告
、
決
算
報
告
並
び
に
監
査
報
告

が
あ
り
、
質
疑
応
答
の
上
、
全
会
一
致
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
の
会
長
に
杉
本
安
弘
（
12
期

Ｃ
組
）
氏
が
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
、
杉
本

新
会
長
よ
り
23
年
度
役
員
の
指
名
、
選
任
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
活
動
方
針
に
つ
き
杉
本
会
長
よ
り

①
同
窓
会
組
織
の
活
性
化
（
組
織
の
強
化
）、

②
同
窓
会
執
行
部
の
活
動
の
強
化
、
③
在
校

生
（
未
来
の
会
員
）
へ
の
勉
学
支
援
、
進
学

先
向
上
の
援
助
、
④
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
恩
師

と
の
関
係
の
よ
り
一
層
の
強
化
を
し
て
行
く

と
の
方
針
が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
点
は
会
員
部
が
学
年
幹
事
未
選
出
の

期
に
対
し
働
き
か
け
を
行
い
、
今
年
度
中
に

全
員
の
選
任
を
行
う
。
広
報
部
は｢

紫
筍｣

の
紙
面
を
よ
り
読
み
易
い
形
に
す
る
。
Ａ
４

版
40
ペ
ー
ジ
と
す
る
。
集
い
部
は
11
月
27
日

に
母
校
体
育
館
で｢

同
窓
生
の
集
い｣

を

開
催
す
る
。
催
事
部
は
紫
雲
祭
へ
の
参
加
、

東
京
校
歌
祭
へ
の
参
加
を
行
う
と
計
画
を
報

告
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
予
算
も
含
め
、
原
案
ど
お
り
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
閉
会
に
際
し
、
静
谷
名
誉
会

長
よ
り｢

新
会
長
の
も
と
一
致
団
結
し
て

同
窓
会
活
動
に
励
ん
で
欲
し
い｣

と
の
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。

卒
業
60
周
年
以
上

｢

集
い｣

は
無
料
！

　

総
代
会
で
学
年
幹
事
の
要
望
と
し
て
最
多

意
見
は｢

卒
業
50
周
年
後
の
会
員
は
も
う

『
同
窓
生
の
集
い
』
に
招
待
が
な
い｣

こ
と

の
是
正
で
し
た
。
総
代
会
後
の
役
員
会
・
常

任
幹
事
会
で
議
論
し
、
本
年
よ
り
卒
業
60
周

年
以
上
の
卒
業
生
（
本
年
は
新
制
3
期
以
前

の
卒
業
生
）
は
長
寿
を
祝
し
て
「
同
窓
生
の

集
い
」
へ
の
無
料
招
待
を
決
定
し
ま
し
た
。

母
校
に
お
出
か
け
頂
き
、
先
輩
・
後
輩
と
是

非
ご
歓
談
下
さ
い
。

※
「
至
誠
」
の
出
典
は
「
孟
子
」「
中
庸
」
の
両
方

に
あ
る
と
は
、
安
岡
定
子
先
生
（「
親
と
子
の
論
語

教
室
」
主
宰
）
の
お
答
え
で
し
た
。
誠
を
貫
く
人
が

目
的
を
達
成
す
る
人
に
な
る
と
い
う
意
味
も
あ
る
よ

う
で
す
。

校
訓
「
至
誠
一
貫
」
に
つ
い
て

旧
一
期
Ｂ
組　

末　
　
　

正　

明

小室産婦人科医院
　院　長

三期Ｅ　小 室 陽 一
〒 114-0021 北区岸町 1-12-22 
	 病院　Tel.03-3907-0303 
	 自宅　Tel.03-3907-0280

四期Ｂ　静 谷 晴 夫

〒 170-0001 豊島区西巣鴨 4-6-2-2F 
 

自宅　Tel.03-3910-1219

内藤歯科医院

臨床研修医指導歯科医師

47 期Ｂ　内　藤　裕　義

〒 113-0022 文京区千駄木 4-8-6 
TEL 03-3824-6482

東洋造機株式会社
代表取締役

20 期Ｇ　土　田　　明
〒 352-0016 新座市馬場 2-6-5 
TEL. 048-478-7128 FAX. 048-478-7847
	 E-mail:akira@toyoz.co.jp
	 http://www.toyoz.co.jp

有限会社　内田製作所
	 代表取締役

27 期Ｂ　内　田　　誠
MOBILE 090・1992・1358

本社　〒 174-0051 板橋区小豆沢 2-35-3 
第一工場　Tel.03-3966-3596 Fax.03-3966-6822 
川口工場	〒 333-0844 川口市上青木 1-9-18 
	 Tel.048-256-5779 Fax.048-256-5785
足立倉庫	〒 123-0872 足立区江北 4-19-10 
	 E-mail:uchidass@mb.infoweb.ne.jp

（有）鳥海山麓　齋藤農場
代表

45 期Ｂ　齋 藤 武
コシヒカリ・ササニシキ・ひとめぼれなど 
様々なお米を生産販売しています。
お気軽にお問い合わせ下さい。 
〒 999-8304 山形県飽海郡遊佐町白井新田字藤井北 33-2 
Tel & Fax.0234-71-2313 
http: / /www10.ocn.ne.jp/~f-saito/ 
e-mail : f -saito@muse.ocn.ne.jp

ス ペ イ ン 王 立 舞 踊 演 劇 高 等 芸 術 学 院 
（コンセルバトリオ・デ・マドリー）公認師範

フラメンコ舞踊

21 期Ｇ　小 林 伴 子
ラ・ダンサ 
〒 169-0075 新宿区高田馬場 4-8-2 
Tel & Fax 03-3360-6656 
http://www.la-danza.net

自動車ジャーナリスト 
NPO 法人・RJC ／ AJAJ 会員

5 期Ｂ　福 永 頌
（筆名　鈴木五郎）

〒 186-0003 国立市富士見台 1-28-1-35-403 
Tel.042-577-3750

セキュリティコンサルタント

14 期Ｄ　常世田　幸　久

昭和 37 年卒業（サッカー部ＯＢ）

同
窓
会
ニ
ュ
ー
ス
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奨
学
金
の
募
集
で

星
野
校
長
を
訪
問

　

４
月
22
日
に
、
奨
学
金
の
募
集
に
つ
い
て

の
申
し
入
れ
の
た
め
、
杉
本
会
長
・
岡
本
副

会
長
・
有
賀
会
計
部
長
・
梶
野
広
報
部
長
の

４
名
で
、
星
野
裕
史
新
校
長
先
生
を
訪
問
し

ま
し
た
。

　

星
野
校
長
は
私
た
ち
の
申
出
を
、「
同
窓

会
か
ら
の
支
援
は
大
変
有
り
難
い
」
と
快
諾

し
て
く
れ
、
今
後
、
同
窓
会
と
学
校
と
の
協

力
関
係
を
よ
り
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
約

し
て
母
校
を
後
に
し
ま
し
た
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
同
窓
会
役
員

初
の
顔
合
わ
せ

　

５
月
14
日
４
時
半
過
ぎ
、
同
窓
会
役
員
と

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
と
の
初
顔
合
わ
せ
が
、
実
現
し

ま
し
た
。
こ
の
実
現
は
、
杉
本
会
長
と
西
村

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の
尽
力
で
実
現
し
た
も
の
で

す
。

　

写
真
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
終
了
後
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
室

で
の
役
員
紹
介
の
様
子
で
す
。

奨
学
金
応
募
論
文
審
査
結
果

　

奨
学
金
応
募
論
文
に
つ
い
て
、
校
内
に
掲

示
し
応
募
論
文
を
6
月
15
日
ま
で
二
、三
年

を
対
象
に
1
カ
月
の
応
募
期
間
を
設
定
し
て

受
付
ま
し
た
。
課
題
は
、「
20
年
後
の
私
に

向
け
て
」
で
１
２
０
０
字
で
し
た
。

　

審
査
員
4
名
で
応
募
論
文
を
審
査
基
準
に

基
づ
き
厳
正
に
審
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

応
募
状
況
と
合
否
の
結
果
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

3
年
生　

応
募　

27
件　

合
格　

21
件　

　

2
年
生　

応
募　

8 

件　

合
格　

 

6
件

　

合
格
者
に
は
、
指
定
の
口
座
に
奨
学
金
が

振
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
、
落
選

し
た
方
に
も
、
図
書
券
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

最
高
点
を
取
っ
た
、
２
年
Ｆ
組
豊
嶋
大
吾
君

の
論
文
を
、
28
頁
に
講
評
と
共
に
掲
載
し
ま

し
た
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

小
論
文
に
は
、内
容
が
一
番
大
切
で
す
が
、

一
定
の
表
現
形
式
も
ま
た
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

大
学
入
試
で
は
、
Ａ
Ｏ
や
推
薦
入
試
で
、

面
接
、
小
論
文
が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
応
募

論
文
の
よ
う
に
与
え
ら
れ
た
課
題
に
答
え
る

と
言
う
機
会
は
少
な
く
、
模
試
で
は
得
ら
れ

な
い
経
験
が
必
ず
役
立
ち
ま
す
。

　

結
局
、
面
接
も
小
論
文
も
、
自
分
の
意
見

を
ハ
ッ
キ
リ
と
持
つ
と
言
う
こ
と
と
、
そ
れ

を
、
手
短
に
、
自
信
を
持
っ
て
、
審
査
す
る

人
に
伝
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

で
す
か
ら
、
自
分
の
将
来
や
、
つ
き
た
い

仕
事
や
、
そ
こ
に
到
達
す
る
た
め
に
は
ど
ん

な
道
筋
で
、
ど
の
よ
う
な
能
力
が
求
め
ら
れ

る
の
か
、
そ
の
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
努

力
が
求
め
ら
れ
る
の
か
を
、
日
頃
か
ら
、
深

く
考
え
て
行
か
な
け
れ
ば
、面
接
の
質
問
や
、

論
文
の
課
題
に
、
即
座
に
、
キ
チ
ン
と
答
え

ら
れ
る
も
の
で
は
有
り
ま
せ
ん
。
今
回
、
講

評
で
は
、
文
体
、
句
読
点
や
、
誤
字
脱
字
、

字
数
な
ど
の
技
術
的
な
点
で
は
な
く
小
論
文

に
本
質
的
に
求
め
ら
れ
る
も
の
を
示
し
ま
し

た
。
一
、二
年
生
は
、
再
読
し
て
、
来
年
の

応
募
に
役
立
て
て
下
さ
い
。
同
窓
会
は
、
君

た
ち
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

有賀慶子税理士事務所

税理士
12 期Ｆ　有 賀 慶 子

（野口）

〒 101-0051 千代田区神田神保町 2-14

　　　朝日神保町プラザ　908 号室 
　　　Tel.03-3221-0375

弁理士
19 期Ｈ　堀　田　　実

〒 108-0014 港区芝 5-26-20 
建築会館４階 
Tel.03-5476-6355 
Fax.03-5476-7244 
E-mail:asa@pp.iij4u.or.jp

弁護士

25 期Ｆ　藤 澤 知 之
〒 170-0002	 豊島区巣鴨 3-25-8 
	 第二扇屋ビル 5 階

	 藤澤法律事務所
http://www.bengo.info 

Tel.03-3949-3770 Fax.3771

宮本智法律事務所
弁護士

18 期Ｈ　宮　本　　智
〒 169-0074 新宿区北新宿 1-8-23 
	 アムハードビル 7F 
	 事務所　Tel.03-5386-6911（代） 
	 自宅　Tel.03-3926-5354

　　　　日本工業大学

副理事長・学長・工学博士

14 期Ｆ　柳 澤 　 章

〒 345-8501
埼玉県南埼玉郡宮代町学園台 4-1
Tel. 0480-34-4111（代表）

東京電機大学名誉教授

工学博士

11 期Ｄ　金 田 輝 男
〒 101-8457　千代田区神田錦町 2-2

Tel.03-5280-3503 
Fax.03-5280-3565

大正大学

仏教学部教授

14 期Ｇ　平 井 宥 慶
大学住所

〒 170-8470　豊島区西巣鴨 3-20-1
Tel.03-3918-7311（代）

文京高校のすぐ近くです

名刺広告を
活用しましよう！

紫筍の発行部数は約 16000 部
です。
ご自身の現状報告・同窓生への
メッセージ・お仕事の紹介など
にご活用ください。
１コマ 1 万円です。
応募希望者は母校同窓会あて、
手紙か葉書で、または同窓会の
ホームページにてご連絡を。

広報部　「紫筍」担当

建築材料販売
株式会社　福田元三郎商店

13 期Ａ　福 田 徳 久

〒 174-0052 板橋区蓮沼町 15-4

Tel.03-3967-1221

富士建

13 期Ｃ　鈴　木　　孝

建築・不動産

TEL. 03-3910-3208

株式会社　末商会　代表取締役社長
ＮＰＯ法人　小石川後楽園庭園保存会　理事長
千代田区商連・靖国通り商連・神二睦会　会長

一期Ｂ  末　正明（市三会名誉会長）

本社　〒 112-0004  文京区後楽 2-6-1
Tel.03-3811-0755　Fax.03-3815-7818
＜大名庭園サミット＞金沢 ･ 岡山・水戸・ 
東京 ･ 高松・彦根・広島・会津若松

大川事務所／（株）チャネット

代　表

16 期Ｅ　大　川　　衞
〒 170-0013 豊島区東池袋 1-20-2 
　　　  池袋ホワイトハウスビル 607 号室 
TEL. 03-6907-4515  FAX. 03-6907-4533

（社）東京都宅地建物取引業協会会員

不動産売買・賃貸仲介業　不動産管理業　損害保険代理業

株式会社  須賀酉蔵商店
代表取締役

16 期Ｅ　須　賀　靖　夫
本社　〒 123-0863 足立区谷在家 1-1-8 
TEL. 03-3896-5394  FAX. 03-3896-5326
	 一般建設業（とび土木工事業）
営業種目
　各種プラント解体、移設、据付
　建築物（木造、鉄骨、コンクリート）解体

榊建築事務所
建築設計・監理

ＮＰＯ法人日本耐震防災事業団理事 
一級建築士・耐震診断士

26 期Ｆ　榊　　恒　一
〒 174-0074 板橋区東新町 2-17-8-101 
Tel.03-3972-1380 Fax.03-3972-1381

北区・板橋区の不動産売買・仲介 
株式会社 トウリハウジング
	 代表取締役

30 期Ｇ　山 田 正 明
〒 115-0045	 北区赤羽 2-16-10 
	 エバーグリーン２Ｆ 
	 Tel. 03-5249-7115
E-mail: yamada@touri-h.co.jp
URL  http://www.touri-h.co.jp/

有限会社　BEMICA（ビマイカ）
代表取締役社長

20 期 H　中嶋（西原）美地世
取扱い商品

◇ SEO に特化したホームページ制作・管理
◇ 非常食・LED・防災・防犯・エコ用品　他
◇ アフリエイト（楽天・Yahoo ・アマゾン　他）
http://www.bemica.jp　E-mail：info@bemica.jp
TEL：048-793-7971　FAX：020-4663-4870

左から、杉本会長、星野校長、岡本副会長、
有賀会計部長　撮影梶野
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20
年
後
、
つ
ま
り
私
が
36
か
37
の
頃
で

し
ょ
う
か
。
そ
の
と
き
に
私
が
ど
う
な
り
、

何
を
し
て
い
る
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
で
す

が
、
私
は
こ
の
場
を
借
り
て
、
私
が
今
、
最

も
歩
ん
で
行
き
た
い
と
願
う
未
来
を
話
し
て

行
き
ま
す
。

　

私
の
将
来
の
夢
は
「
診
療
放
射
線
技
師
と

な
り
、
ガ
ン
で
苦
し
む
方
達
を
、
一
人
で
も

多
く
救
う
こ
と
」
で
す
。
な
ぜ
、
私
が
診
療

放
射
線
技
師
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
の
か

は
、
一
つ
は
母
か
ら
の
勧
め
で
し
た
。
私
は

元
々
「
薬
剤
師
」
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、
薬
科
大
学
に
６
年
間
通
う
上
、

国
家
試
験
を
受
け
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の
後
も

数
年
は
研
修
期
間
が
あ
る
の
で
、
ど
う
す
る

か
迷
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。そ
ん
な
時
に「
診

療
放
射
線
技
師
な
ん
か
イ
イ
ん
じ
ゃ
な
い
。」

と
母
が
言
っ
て
く
れ
て
、
放
射
線
技
師
に
興

味
を
持
ち
始
め
ま
し
た
。
二
つ
目
の
理
由
な

の
で
す
が
、母
が
ガ
ン
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。

私
の
父
も
数
年
前
に
ガ
ン
の
手
術
を
し
ま
し

た
が
今
度
は
母
に
も
ガ
ン
が
見
つ
か
り
手
術

を
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
投
薬
治
療
の
方

が
辛
い
よ
う
で
す
。
そ
の
と
き
か
ら
で
す
。

私
が
心
か
ら
ガ
ン
の
人
を
救
う
診
療
放
射
線

技
師
を
志
し
た
の
は
。

　

そ
こ
か
ら
私
は
、
診
療
放
射
線
技
師
に
つ

い
て
調
べ
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
こ

で
私
は
、
ペ
リ
カ
ン
社
・
横
田
俊
弘
さ
ん
著

の
「
な
る
に
は
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
Ｓ
１
１
２
・
臨
床

検
査
技
師
・
診
療
放
射
線
技
師
・
・
臨
床
工

学
技
士
に
な
る
に
は
」
と
い
う
本
と
出
合
い

診
療
放
射
線
技
師
に
つ
い
て
学
ん
で
い
き
ま

し
た
。
そ
の
本
を
読
み
進
め
て
い
く
と
、
診

療
放
射
線
技
師
に
は
、「
患
者
さ
ん
か
ら
異

常
を
見
つ
け
医
師
に
伝
え
、
時
に
は
治
療
す

る
技
術
」
だ
け
で
な
く
、「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ

ア
の
技
術
」も
必
要
だ
と
載
っ
て
い
ま
し
た
。

何
故
か
と
思
っ
た
ら
、「
放
射
線
科
に
く
る

患
者
さ
ん
の
多
く
は
ガ
ン
を
持
っ
て
い
て
医

師
に
は
言
え
な
い
不
安
を
打
ち
明
け
る
相
手

の
ほ
と
ん
ど
は
診
療
放
射
線
技
師
な
の
で
、

そ
の
と
き
に
は
患
者
さ
ん
の
気
持
ち
を
し
っ

か
り
と
汲
み
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
そ

う
で
す
。
私
に
は
そ
の
よ
う
な
考
え
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
の
考
え
は
人
と
し
て

と
て
も
大
切
な
も
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
私
は
ど
う
し
た
ら
診
療
放
射
線

技
師
に
な
れ
る
か
も
調
べ
ま
し
た
。「
3
年

以
上
大
学
や
専
門
学
校
に
通
っ
た
後
に
国
家

試
験
に
合
格
す
る
」
の
だ
そ
う
で
す
。
最
近

で
は
、
診
療
放
射
線
技
師
も
学
歴
が
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
大
学
卒
業
後
に
大
学
院
に

進
む
人
も
い
る
そ
う
で
す
。
私
は
、
母
校
で

あ
る
文
京
高
校
か
ら
進
学
す
る
な
ら
、「
首

都
大
学
東
京
・
荒
川
キ
ャ
ン
パ
ス
・
健
康
福

祉
学
部
・
放
射
線
学
科
」
が
良
い
と
思
い
ま

す
。
そ
こ
は
、
文
京
の
前
を
通
っ
て
い
る
都

電
の
沿
線
の
近
く
に
あ
り
公
立
校
で
あ
る
の

で
私
立
に
比
べ
て
学
費
も
安
い
そ
う
で
す
。

こ
こ
な
ら
ば
通
学
も
し
や
す
く
、
親
の
負
担

も
多
少
は
減
ら
せ
る
と
思
う
の
で
す
。
だ
か

ら
こ
そ
、
私
は
、
こ
の
学
校
を
第
一
志
望
校

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

長
く
な
り
ま
し
た
が
、
私
が
一
番
に
思

う
こ
と
は
、「
親
に
楽
を
さ
せ
た
い
」
で
す
。

そ
の
為
に
は
し
っ
か
り
と
進
学
し
放
射
線
技

師
に
つ
い
て
学
ば
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の

為
に
今
、
私
に
で
き
る
こ
と
は
「
無
事
志
望

校
に
合
格
で
き
る
よ
う
に
勉
学
に
励
む
こ

と
」
だ
と
思
い
ま
す
。
思
い
描
く
未
来
を
実

現
さ
せ
る
為
、
私
は
前
を
見
て
一
歩
一
歩
進

ん
で
い
き
ま
す
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　

こ
の
小
論
文
は
、
審
査
員
が
全
員
一
致
で

満
点
を
つ
け
た
。

　

そ
の
理
由
と
あ
わ
せ
て
講
評
す
る
。

　

第
一
に
、
出
題
意
図
を
き
ち
ん
と
読
み
取

り
、
そ
れ
に
正
対
し
て
回
答
し
て
い
る
。
第

二
に
、
小
論
文
に
要
求
さ
れ
る
起
承
転
結
の

構
造
と
字
数
配
分
が
適
切
で
あ
る
。第
三
に
、

自
己
の
将
来
の
目
標
を
自
覚
し
て
い
る
。
第

四
に
、
将
来
目
標
の
職
業
に
到
達
す
る
具
体

的
な
道
筋
を
、
先
人
の
知
恵
に
学
び
ハ
ッ
キ

リ
と
さ
せ
て
い
る
。
第
五
に
、
先
人
の
助
言

を
適
切
に
引
用
し
、
論
旨
を
う
ま
く
補
強
し

て
い
る
。
第
六
に
、
職
業
目
標
と
志
望
校
を

明
確
に
し
、
使
命
感
に
も
触
れ
た
こ
と
で
、

何
の
た
め
に
学
び
、進
学
す
る
の
か
と
い
う
、

学
習
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
動
機
付

け
）
が
明
ら
か
で
あ
る
。
従
っ
て
、筆
者
が
、

そ
の
心
に
強
く
願
っ
た
進
路
希
望
は
必
ず
や

実
現
す
る
と
考
え
る
。

母
校
の
紫
雲
祭
に
参
加

　

紫
雲
祭
が
、９
月
24
日（
土
）～
25
日（
日
）

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同
窓
会
執
行
部
は
、

同
窓
会
の
ア
ピ
ー
ル
の
場
と
、
同
窓
生
に
母

校
を
気
軽
に
訪
ね
て
も
ら
う
機
会
と
し
て
、

「
昔
の
文
京
・
先
輩
た
ち
と
の
触
れ
合
い
の

場
」
を
テ
ー
マ
に
参
加
し
ま
し
た
。
今
年

は
、
１
階
の
11
教
室
が
会
場
で
し
た
。
文
京

の
歴
史
な
ど
を
パ
ネ
ル
に
し
て
展
示
し
ま
し

た
。
①
前
回
の
要
点
、
②
都
立
高
校
初
期
の

状
況
、
③
文
京
の
ス
ク
ー
ル
ラ
イ
フ
、
④
ベ

ビ
ー
ブ
ー
ム
（
団
塊
の
世
代
）
の
入
学
と
学

級
増
、
⑤
校
歌
の
無
い
時
代
、
二
つ
の
生
徒

歌
、
⑥
学
校
群
、
⑦
ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ど
を
展

示
し
ま
し
た
。
特
に
、
⑦
ト
ピ
ッ
ク
ス
で
は

入
学
者
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
と
と
も
に
当
時
難

し
か
っ
た
現
役
で
の
難
関
大
学
合
格
者
も
出

し
ま
し
た
。
昭
和
33
年
（
10
期
）
に
は
一
橋

大
学
に
現
役
合
格
者
が
、昭
和
35
年
（
12
期
）

に
は
現
役
で
東
大
３
名
、
一
橋
２
名
、
東
工

大
１
名
、
都
立
大
３
名
、
早
大
14
名
の
合
格

者
を
だ
し
た
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。ま
た
、

前
年
の
校
歌
祭
の
様
子
を
映
像
で
展
示
し
ま

し
た
。
今
年
は
、七
回
目
の
参
加
で
し
た
が
、

在
校
生
、
同
窓
生
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
他
、
文
京
へ

の
進
学
を
希
望
し
て
い
る
小
中
学
生
の
親
子

連
れ
、
近
所
の
方
々
も
含
め
て
2
日
間
で
約

３
０
０
名
の
方
が
同
窓
会
の
展
示
会
場
に
見

学
で
訪
れ
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
に
母
校
に
足

を
運
ん
だ
同
窓
生
に
と
っ
て
は
青
春
時
代
を

過
ご
し
た
思
い
出
に
浸
っ
た
秋
の
ひ
と
時
で

し
た
。

第
一
九
回
「
東
京
校
歌
祭
」

　

10
月
1
日
（
土
）、
日
比
谷
公
会
堂
で
行

わ
れ
た
今
年
の
「
東
京
校
歌
祭
」
は
、
参
加

校
19
校
中
の
我
が
校
が
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
で

し
た
。
同
窓
会
か
ら
は
、
杉
本
会
長
を
は
じ

め
１
期
か
ら
若
手
ま
で
参
加
し
ま
し
た
。
ま

た
、
星
野
校
長
先
生
を
は
じ
め
Ｐ
Ｔ
Ａ
も
応

援
に
駆
け
付
け
総
勢
で
50
人
を
超
え
る
盛
況

と
な
り
ま
し
た
。
現
役
の
吹
奏
楽
部
も
今
年

も
連
続
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
山
田
睦
雄
先

生
の
指
揮
の
も
と
で
、
①
市
立
三
中
校
歌
、

②
生
徒
歌
、
③
現
校
歌
と
そ
れ
ぞ
れ
味
わ
い

の
あ
る
三
曲
を
吹
奏
楽
部
の
若
さ
に
負
け
な

い
よ
う
に
声
を
張
り
上
げ
て
歌
い
切
り
ま
し

た
。

　

現
校
歌
の
「
広
く
ゆ
た
か
に　

希
望
を
語

れ
ば　

友
情　

た
え
ず　

新
た
な
り　

見
よ

紫
の
旗　

菊
こ
そ
か
が
や
け　

わ
れ
ら
の
高

校　

名
は
文
京
」
の
フ
レ
ー
ズ
が
日
比
谷
公

会
堂
に
こ
だ
ま
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
恒
例
の
反
省
会
で
す
。
粋
な
レ

ス
ト
ラ
ン
で
、
ピ
ザ
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
な
ど
を

ほ
お
ば
り
、
ビ
ー
ル
に
白
ワ
イ
ン
・
赤
ワ
イ

ン
を
傾
け
つ
つ
、
世
代
を
越
え
た
話
題
に
花

が
咲
き
、
同
窓
会
員
の
絆
を
深
め
た
一
日
で

し
た
。（
21
期
永
山
記
）

20
年
後
の
私
に
向
け
て

２
年
Ｆ
組　

豊　

嶋　

大　

吾

奨
学
金
小
論
文
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今
か
ら
八
年
ほ
ど
前
の
二
〇
〇
二
年
に
、

一
三
期
生
の
多
く
が
還
暦
を
迎
え
ま
し
た
。

還
暦
は
人
生
の
折
返
し
点
で
す
の
で
、
我
々

は
懐
か
し
の
文
京
高
校
で
、
恩
師
の
授
業
を

再
び
受
け
る
と
い
う
企
画
を
た
て
ま
し
た
。

こ
ん
な
青
く
さ
い
話
に
ど
の
く
ら
い
の
人
が

賛
同
し
て
く
れ
る
の
か
、
少
し
心
配
で
し
た

が
、
一
〇
月
一
九
日
（
土
）
に
、
ま
だ
お
元

気
に
活
躍
中
の
竹
内
道
雄
先
生
、
菅
野
二
郎

先
生
、
赤
坂
正
雄
先
生
の
講
義
を
受
け
る
た

め
に
、
四
六
人
も
の
生
徒
が
集
ま
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
同
期
会
も
定
期
的
に
開
か
れ
て
、

一
三
期
生
は
ク
ラ
ス
を
超
え
て
仲
が
良
い
の

で
す
が
、
ま
さ
か
こ
れ
ほ
ど
の
人
数
が
集
ま

る
と
は
予
想
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
「
起
立
！　

礼
！
」
と
い
う
掛
け
声
と
と

も
に
四
二
年
振
り
の
授
業
が
始
ま
り
ま
し

た
。

　

一
時
限
目
・
歴
史
「
一
期
一
会
の
歴
史
的

考
察
」
菅
野
二
郎
先
生

　

一
期
一
会
と
い
う
言
葉
は
、
歴
史
的
に
山

上
宗
二
の「
山
上
宗
二
記
」に
登
場
し
ま
す
。

山
上
宗
二
は
利
休
に
茶
道
を
習
い
信
長
に
引

き
立
て
ら
れ
た
ほ
ど
の
茶
人
で
す
が
、
秀
吉

の
逆
鱗
に
触
れ
、
耳
、
鼻
そ
ぎ
の
刑
に
処
せ

ら
れ
た
と
い
う
話
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

二
時
限
目
・
英
語
「
ロ
ー
マ
字
の
表
記
」

赤
坂
正
雄
先
生

　

授
業
で
は
、
日
本
式
と
ヘ
ボ
ン
式
表
記
の

日
本
語
に
溢
れ
る
混
乱
ぶ
り
を
数
多
く
の
実

例
と
共
に
、
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
大
の
落
語

フ
ァ
ン
の
先
生
の
お
話
は
面
白
く
、
笑
い
の

絶
え
な
い
一
席
（
？
）
に
な
り
ま
し
た
。

　

三
時
限
目
・
哲
学
「
道
元
・
良
寛
禅
師
の

御
教
え
に
学
ぶ
ー
愛
語—

に
つ
い
て
」
竹

内
道
雄
先
生

　

道
元
と
道
元
の
理
解
者
で
あ
っ
た
良
寛
の

教
え
を
、「
愛
語
」
と
い
う
言
葉
の
解
釈
を

通
し
て
、
難
解
な
「
正
法
眼
蔵
」
の
神
髄
を

分
か
り
や
す
く
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

結
び
は
、「
未
来
に
光
を
み
つ
め
、
今
を
明

る
く
最
善
を
つ
く
し
て
生
き
る
と
い
う
こ
と

で
す
」
と
我
々
を
励
ま
す
お
言
葉
で
締
め
く

く
ら
れ
、
授
業
が
終
了
し
ま
し
た
。

　

授
業
の
あ
と
、
我
々
は
還
暦
記
念
に
「
リ

タ
ー
ン
」
と
い
う
文
集
を
つ
く
り
ま
し
た
。

い
ま
読
み
返
し
て
も
、
髪
の
毛
を
白
く
し
た

生
徒
た
ち
の
熱
き
想
い
が
伝
わ
っ
て
来
ま
す

の
で
、
目
次
だ
け
で
も
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　

Ａ
組
か
ら
は
、木
村
輝
美
の
「
寺
と
神
社
」

「
友
」
と
真
溪
佐
智
子
の
「
第
三
の
人
生
を

生
き
る
」
そ
し
て
、
靖
子M

cD
onnell

の
「
振
り
返
れ
ば 

三
十
八
年
」
が
、
Ｂ
組

か
ら
は
、
田
中
征
江
の
「
私
を
通
り
過
ぎ

た
三
つ
の
会
社
」「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ト
イ
レ
考
」

と
石
渡
博
之
の
「
わ
れ
ら
が
世
代
」「
思
い

出
す
ま
ま
」が
、Ｃ
組
か
ら
は
、鈴
木
孝「M

r.
S

の
こ
と
」
と
竹
中
水
及
の
「
一
〇
〇
歳
の

同
期
会
を
！
」と
古
川
興
裕
の「
還
っ
た
！
」

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
Ｅ
組
か
ら
は
、
岡
安

慶
子
「〈
第
二
の
青
春
〉
始
ま
り
、
始
ま
り
」

だ
け
で
し
た
が
、
Ｆ
組
か
ら
は
、
青
木
千
津

子
の
「
字
を
〈
書
く
〉
の
が
好
き
」、
齋
藤

和
子
の
「
日
々
思
う
こ
と
」、
谷
本
晴
美
の

「
十
三
同
期
会
に
参
加
し
て
」、
中
田
親
子
の

「
締
め
切
り
に
な
っ
て
」、
福
本
理
乃
の
「
遂

に
大
島
へ
」、
松
島
千
佳
子
の
「
再
び
教
室

で
」、
上
田
雅
芳
の
「
ア
ク
シ
デ
ン
ト
」、
小

島
洋
児
の
「
私
の
〈
オ
ア
シ
ス
計
画
〉」、
高

宮
三
郎
の
「
幸
運
な
鮭
」、橋
本
浩
一
の
「
人

生
の“
ひ
と
ま
わ
り
”六
十
年
に
当
た
っ
て
」

と
一
〇
人
も
の
文
章
が
寄
稿
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
エ
ッ
セ
イ
の
他
に
、「
な
ん
で
も

ベ
ス
ト
５
」
と
い
う
企
画
で
、読
書
、映
画
、

音
楽
か
ら
レ
ス
ト
ラ
ン
や
落
語
ベ
ス
ト
な
ど

の
ラ
ン
キ
ン
グ
も
載
せ
た
の
で
、
多
彩
で
楽

し
い
文
集
に
な
り
ま
し
た
。

　

中
屋
澄
子
先
生
は
じ
め
多
く
の
先
生
が
た

が
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
け
れ
ど
、
我
々
の
仲

間
の
訃
報
も
少
し
ず
つ
聞
く
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
皆
の
生
き
た
証
を
、
た

と
え
数
行
で
も
文
章
と
い
う
カ
タ
チ
で
記
録

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
Ｆ
組
・
小
島
洋
児
）

　

去
る
7
月
30
日
に
、
佐
々
木
益
男
先
生

が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
、
１
０
４
歳

で
し
た
。佐
々
木
先
生
は
１
９
４
０
年（
昭

和
15
年
）
創
立
さ
れ
た
第
三
東
京
市
立
中

学
校
教
諭
と
し
て
市
立
向
島
商
業
学
校
教

頭
か
ら
赴
任
さ
れ
、
22
年
4
月
東
京
都
杉

並
区
立
西
田
中
学
校
長
に
栄
転
さ
れ
る
ま

で
の
7
年
間
本
校
に
英
語
の
教
諭
と
し
て

在
籍
し
ま
し
た
。
第
三
市
立
中
創
設
当
時

は
川
島
初
代
校
長
ら
と
「
東
京
で
一
番
の

学
校
」
を
目
指
し
尽
力
さ
れ
、
戦
中
は
勤

労
動
員
の
生
徒
と
共
に
工
場
で
寝
食
を
共

に
し
、
終
戦
後
は
母
校
の
再
建
に
あ
た
ら

れ
る
な
ど
激
動
の
創
設
期
に
お
い
て
母
校

の
発
展
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
多
く
中
高
校
の
校
長
を
勤
め
後
進
を

育
て
ら
れ
、
平
成
10
年
に
教
育
界
か
ら
引

退
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
、
故
人
が
百
歳
を
迎
え
た
と
き

に
自
ら
記
し
た
「
経
歴
書
」
の
記
述
に
基

づ
き
、
か
っ
て
そ
の
謦
咳
に
接
し
た
教
え

子
の
皆
さ
ま
に
、
そ
の
お
人
柄
と
ご
業
績

の
一
端
を
ご
紹
介
し
、
あ
わ
せ
て
ご
冥
福

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

佐
々
木
益
男
（
ま
す
お
）
先
生
は
、

１
９
０
７
年
（
明
治
40
年
）
４
月
１
日
に

出
生
さ
れ
ま
し
た
。
最
終
学
歴
は
、
大
正

15
年
3
月　

広
島
高
等
師
範
学
校
臨
教

（
現
、
広
島
大
）
を
卒
業
さ
れ
、
同
年
4

月　

北
海
道
庁
立
名
寄
中
学
校
教
諭
を
振

り
出
し
に
、
同
滝
川
中
字
校
教
諭
を
勤
め

ま
す
が
、
病
を
得
て
、
昭
和
４
年
７
月
に

休
職
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
６
年
４
月

に
北
九
州
市
小
倉
私
立
常
盤
中
学
校
教
諭

と
し
て
再
出
発
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
頃
、

信
仰
に
目
覚
め
ら
れ
、
７
年
北
九
州
小
倉

バ
プ
テ
ス
ト
協
会
で
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
し

て
洗
礼
を
受
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
、ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
し
て
の
伝
道・

牧
会
活
動
を
平
成
10
年
高
齢
の
た
め
中

止
・
引
退
す
る
ま
で
生
涯
を
貫
か
れ
、
主

な
著
作
だ
け
で
４
冊
を
遺
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
13
年
４
月
上
京
し
東
京
市
立
向
島

商
業
学
校
教
諭
に
補
さ
れ
、
事
情
は
不
明

で
す
が
翌
14
年
９
月
に
同
校
の
教
頭
の
辞

令
を
受
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
翌

15
年
市
立
三
中
の
教
諭
と
し
て
本
校
に
赴

任
さ
れ
て
い
ま
す
。
戦
雲
近
づ
く
な
か
で

ど
の
よ
う
な
想
い
で
英
語
教
育
に
あ
た
ら

れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

皇
国
臣
民
の
教
育
が
目
的
と
さ
れ
た
大

日
本
帝
国
は
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
し
連

合
軍
に
無
条
件
降
伏
を
し
ま
し
た
。
焼
跡

の
廃
墟
の
な
か
で
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
指
導
の
も

と
日
本
国
憲
法
が
改
正
公
布
さ
れ
、
新
制

中
学
校
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
母
校

は
、
東
京
都
立
新
制
文
京
高
等
学
校
と
し

て
生
ま
れ
変
わ
り
、
男
女
共
学
と
な
り
ま

し
た
。
佐
々
木
先
生
は
こ
の
新
し
い
日
本

の
礎
を
築
く
べ
く
、
新
制
中
学
校
の
校
長

と
し
て
、
杉
並
区
立
西
田
中
校
長
に
赴
任

さ
れ
、
中
野
区
立
第
六
中
学
校
、
豊
島
区

立
千
川
中
学
校
長
を
勤
め
ら
れ
ま
し
た
。

敗
戦
に
よ
り
価
値
観
が
百
八
十
度
転
換
す

る
な
か
で
、
先
生
は
民
主
教
育
の
在
り
方

を
求
め
て
、
29
年
8
月
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
交

換
教
師
と
し
て
渡
米
、
北
米
フ
ロ
リ
ダ
州

立
大
学
に
留
学
さ
れ
ま
し
た
。
中
等
学
校

管
理
指
導
を
研
修
、
12
月
か
ら
オ
ク
ラ
ホ

マ
州
チ
エ
ロ
キ
ー
市
立
高
等
学
校
で
校
長

職
と
し
て
4
カ
月
勤
務
さ
れ
、
翌
30
年
4

月
再
び
千
川
中
学
校
の
校
長
に
復
職
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
豊
島
区
立
高
田
中
学

校
長
を
へ
て
、
36
年
に
は
東
京
都
教
育
委

員
会
の
人
事
部
職
員
課
で
課
長
待
遇
で
都

の
教
育
指
導
に
あ
た
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
38
年
か
ら
43
年
迄
向
丘
高
等
学
校
長

を
最
後
に
定
年
退
職
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
請
わ
れ
て
、
北
九
州
市
西
南
女
学
院

高
等
学
校
長
や
杉
並
区
の
ぞ
み
幼
稚
園
理

事
長
、
杉
並
区
西
荻
教
会
付
属
幼
稚
園
長

を
歴
任
さ
れ
、
58
年
3
月
同
園
を
退
職
さ

れ
、
公
職
か
ら
退
ぞ
か
れ
ま
し
た
。
同
年

4
月
そ
の
多
年
に
わ
た
る
教
育
界
に
お
け

る
功
績
を
顕
彰
さ
れ
勲
四
等
瑞
宝
章
を
授

章
さ
れ
ま
し
た
。
シ
ャ
ロ
ー
ム
（
ヘ
ブ
ラ

イ
語
で
平
和
の
意
）。

恩
師
の
授
業
を

再
び
受
け
る

13
期
Ｆ　

小
島　

洋
児

恩
師
訃
報
　
佐
々
木
益
男
先
生
、
ご
逝
去

佐々木益男先生
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同窓会ニュース

平
成
23
年
度　

教
職
員
移
動

◎
転
出

　

戸
谷　

賢
司　

校
長
（
退
職
）

　

森
下　

治
生　

国
語
（
退
職
）

　

齋
藤　

安
教　

国
語
（
武
蔵
丘
）

　

蕪
木　
　

潔　

倫
理
（
退
職
）

　

寺
尾　

武
之　

数
学
（
青
山
）

　

飛
田　
　

丞　

化
学
（
墨
田
川
）

　

山
口
香
菜
子　

英
語
（
一
橋
）

　

横
堀　

幸
男　

育
休
前
経
営
企
画

　
　
　
　
　
　
　

室
長（
板
橋
区
立
向
原
中
）

　

黒
川　

愛
里　

主
事
（
北
園
）

◎
転
入

　

星
野　

裕
史　

校
長
（
南
葛
飾
）

　

櫻
井　

仁
美　

国
語
（
駒
場
）

　

濱　
　

守
男　

国
語
（
板
橋
）

　

井
上　

通
泰　

倫
理
（
四
商
）

　

斉
藤　

康
二　

数
学
（
上
水
）

　

岡
野　

郁
夫　

化
学
（
竹
台
）

　

前
川　

達
郎　

保
体
（
新
規
）

　

高
安
真
有
子　

英
語
（
新
規
）

　

桑
原　

浩
司　

英
語
（
北
園
）

　

竹
内　

智
子　

主
任
（
北
園
）

　

岡
村　

真
実　

主
事
（
新
規
）

16
期
卒
Ｂ
組
ク
ラ
ス
会

　

２
０
１
０
年
10
月
に
、
高
校
卒
業
し
て
初

め
て
の
ク
ラ
ス
会
を
開
き
ま
し
た
。そ
し
て
、

11
年
6
月
18
日
に
ま
た
ま
た
、
開
催
し
ま
し

た
。
担
任
の
毛
利
先
生
も
お
元
気
で
、
米
寿

の
お
祝
い
ま
で
ク
ラ
ス
会
を
し
よ
う
と
誓
い

合
い
ま
し
た
。

第
16
期
同
期
会

　

平
成
22
年
11
月
14
日
（
日
）　

卒
業
以
来

初
め
て
46
年
ぶ
り
に
16
期
（
昭
和
39
年
３
月

卒
業
）
の
同
期
会
を
大
塚
駅
前
の
「
ホ
テ
ル

ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
東
京
」
で
開
催
い
た
し
ま

し
た
。

　

当
日
は
、恩
師
の「
石
上　

二
郎
」先
生（
Ａ

組
担
任
）、「
赤
坂　

正
雄
」
先
生
（
Ｅ
組
担

任
）
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
総
勢
１
０
０
名

を
越
す
同
期
の
皆
様
が
参
集
、
思
い
出
話
に

花
が
咲
き
、
明
る
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
事

が
で
き
ま
し
た
。

　

次
回
の
同
期
会
は
平
成
24
年
に
開
催
す
る

予
定
に
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
回
ご
都
合

で
出
席
い
た
だ
け
な
か
っ
た
同
期
生
の
方
々

に
は
、
是
非
、
万
障
お
繰
り
合
わ
せ
い
た
だ

き
ご
出
席
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

（
学
年
幹
事　

Ｅ
組　

大
川
（
影
山
）
衞
、

Ｈ
組　

竹
本
（
後
藤
）
悠
）

26
期
卒
Ｃ
組
ク
ラ
ス
会
報
告

　

26
期
卒
Ｃ
組　

幹
事　

高
崎
で
す
。、
７

月
２
日
（
土
）
と
と
や　

魚
丸　

大
塚
店　

で
無
事
に
ク
ラ
ス
会
を
終
え
ま
し
た
。
写
真

を
い
く
つ
か
添
付
し
ま
す
。

　

今
回
は
今
ま
で
で
一
番
少
な
い
14
人
で
し

た
が
、
太
田
三
郎
先
生
は
じ
め
皆
元
気
に
楽

し
く
二
次
会
ま
で
愉
快
に
過
ご
し
ま
し
た
。

年
々
参
加
人
数
が
減
る
中
、
こ
れ
か
ら
も
精

一
杯
参
加
呼
び
か
け
を
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。何
卒
宜
し
く
御
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
写
真
は
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
下
さ
い
）

21
期
卒
業
生
の
皆
様
へ

　

我
が
年
代
は
激
動
の
社
会
を
体
験
し
、
大

方
の
方
々
が
皆
元
気
に
還
暦
を
迎
え
て 

お

ら
れ
る
こ
と
と
存
じ
、
ま
た
そ
う
あ
っ
て
ほ

し
い
と
祈
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
今
も
定
期
的
に
同
窓
生
の
面
々
と

楽
し
く
懇
親
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
つ
き

ま
し
て
は
、
第
21
期
卒
業
生
の
方
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
近
況
を
お
知
ら
せ
い
た
だ
け
れ

ば
、
大
変
嬉
し
く
存
じ
ま
す
。
ご
連
絡
先
等

を
お
知
ら
せ
戴
け
れ
ば
、
こ
の
先
楽
し
い
同

窓
懇
親
会
の
お
知
ら
せ
等
を
お
送
り
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
の
ご
連
絡
を
心
よ
り
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。
連
絡
先
：
高
橋　

alto.
ponte@

ka.baynet.ne.jp

第
21
期
卒
業
３
年
Ｄ
組　

高
橋　

博

37
期
生
の
皆
さ
ま

　

37
期
生
の
皆
さ
ま
、
平
成
22
年
の
「
同
窓

生
の
集
い
」、
同
期
会
に
は
ご
多
忙
の
中
ご

参
加
下
さ
い
ま
し
て
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
同
期
会
で
は
懐
か
し
の
各
ク
ラ
ス
ご
と

の
ス
ラ
イ
ド
を
当
時
の
曲
を
バ
ッ
ク
に
流
し

な
が
ら
観
賞
し
た
り
、
元
担
任
の
先
生
方
へ

直
撃
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
り
と
友
人
と

共
に
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
せ
て
頂
け
た

と
思
い
ま
す
。
さ
て
会
の
最
後
に
ご
案
内
し

ま
し
た
母
校
へ
の
募
金
箱
で
す
が
、
予
想
を 

は
る
か
に
上
回
る
金
額
（
６
６
，６
５
８
円
）

が
集
ま
り
ま
し
た
！
！
皆
さ
ま
の
母
校
愛
の

賜
物
で
す
ね
！
先
日
、
総
代
会
の
場
で
同
窓

会
へ
全
額
を
寄
付
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
こ

の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て
ご
報
告
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。本
当
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

37
期
ク
ラ
ス
幹
事
一
同

旧
制
三
期
Ｅ
組
の
ク
ラ
ス
会

　

旧
制
三
期
Ｅ
組
の
ク
ラ
ス
会
を
12
月
17
日

行
い
ま
し
た
。
参
加
者
13
名
、
平
成
22
年
度

で
全
員
満
80
歳
に
到
達
し
ま
し
た
。
こ
の
ク

ラ
ス
会
は
最
近
で
は
毎
年
春
に
一
泊
、
秋
に

都
内
と
年
間
2
回
開
催
し
て
い
ま
す
。（
Ｈ

Ｐ
に
続
く
）

17
期
同
期
会
の
報
告

　

平
成
22
年
11
月
６
日　
（
土
）　

午
後
５
：

０
０
～ 

場
所 

霞
が
関
ビ
ル
35
階
：
東
海
大

学
校
友
会
館 

会
費 

６
，
５
０
０
円
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
詳
し
く
は
、
学
年
幹
事
Ｅ
組

大
橋
邦
彦
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

水
泳
部
Ｏ
Ｂ
会
報
告

　

東
日
本
大
震
災
の
余
韻
も
ま
だ
冷
め
や
ら

ぬ
３
月
26
日
（
土
）
３
時
か
ら
、
池
袋
東
急

地
下
の
土
風
炉
で
、
水
泳
部
の
Ｏ
Ｂ
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
19
期
か
ら
21
期
ま

で
の
限
ら
れ
た
Ｏ
Ｂ
で
20
人
弱
の
集
ま
り
で

し
た
が
、
来
年
の
３
月
に
は
期
の
範
囲
を
広

げ
て
再
度
開
催
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
連
絡

は
、
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
ま
す
の
で
、
気
を
つ
け

て
見
て
い
て
下
さ
い
。（
梶
野
）

19
期
同
期
会
を
来
年
開
催
予
定

　

19
期
同
期
会
は
、ク
ラ
ス
幹
事
会
を
開
き
、

来
年
中
に
、
第
２
回
19
期
同
期
会
を
開
催
す

る
予
定
で
準
備
を
始
め
ま
し
た
。

　

詳
細
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、
同
窓
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
の
で
ご
期
待
下
さ

い
。
ま
た
、
今
号
の
紫
筍
同
封
の
ク
ラ
ス
名

簿
に
住
所
を
知
っ
て
い
る
お
知
り
合
い
の
方

で
、
不
明
の
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
ク
ラ
ス

幹
事
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。
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100,000 円 室伏　孝一 2 Ｃ 田巻　正彦 11 Ｃ
12 期一同 稲葉　一春 2 Ｄ 中村　一也 11 Ｃ
20,000 円 庄司　武夫 3 Ｂ 畑　豊 11 Ｄ
福井　章 6 Ｆ 秋谷　靖之助 3 Ｂ 宮崎　顕作 11 Ｆ
伊澤　紀子 11 Ｅ 山澤　夫司雄 3 Ｂ 佐伯　祥江 11 Ｆ
15,000 円 大河内　俊雅 3 Ｃ 小貫　京子 12 Ａ
中山　準 2 Ｄ 田中　瑞穂 3 Ｃ 橋本　治子 12 Ａ
杉本　安弘 12 Ｃ 石渡　弘一 3 Ｃ 渡辺　敦夫 12 Ｂ
10,000 円 植村　耕作 3 Ｃ 松本　良雄 12 Ｂ
高里　良友 1 ＡＢ 岡本　彬 3 Ｃ 山口　弘子 12 Ｂ
塚越　弘二 3 Ｅ 水谷　義文 3 Ｃ 松本　武 12 Ｂ
榎本　幸三 4 Ｅ 芳賀　保夫 4 Ａ 中山　節子 12 Ｂ
梅澤　隆子 8 Ａ 桑原　清 4 Ａ 寺尾　隆尚 12 Ｃ
豊田　耕一 11 Ａ 菱田　政夫 4 Ａ 加藤　国夫 12 Ｄ
箙　紘矢 11 Ｄ 隅田　幸男 4 Ｃ 木村　範夫 12 Ｅ
君崎　悦子 11 Ｅ 後藤　博志 4 Ｃ 川尻　政紀 12 Ｅ
有賀　慶子 13 Ｆ 福本　健次 4 Ｃ 中嶋　三恵子 12 Ｅ
川辺　昇 14 Ｂ 伊東　映二 4 Ｃ 関　郁子 12 Ｅ
小森　豊 43 Ｅ 豊田　恵之助 4 Ｃ 塚本　地方 12 Ｆ
9,000 円 嶋田　正俊 4 Ｃ 内野　陽子 12 Ｆ
栩木　正義 12 Ｃ 柴田　桂治 4 Ｄ 田村　義明 12 Ｆ
8,073 円 斎藤　正博 4 Ｄ 木村　輝美 13 Ａ
宮崎　澄子 17 Ｄ 鶴　弘幸 4 Ｄ 田村　キミエ 13 Ａ
6,000 円 加藤　能久 4 Ｅ 瀬良　達明 13 Ｃ
高橋　明 四Ａ 野口　孝平 5 Ａ 宇野　蜂子 13 Ｅ
望月　太海 1 ＡＢ 日下　博克 5 Ａ 正藤　多紀子 14 Ｂ
清水　一彦 2 Ａ 松島　善幸 5 Ｂ 藤井　禧予人 14 Ｃ
中野　幸夫 3 Ｄ 大部　順久 5 Ｂ 瀧澤　功忠 14 Ｃ
浜口　宜子 6 Ｃ 工藤　晶巨 5 Ｂ 鈴木　茂保 14 Ｃ
青木　昭夫 7 Ｄ 稲垣　年治 5 Ｃ 亀井　幾 14 Ｄ
三井　徳子 11 Ｆ 坂井　光子 5 Ｄ 本松　成和 14 Ｄ
石原　脩 12 Ｂ 織原　五男 5 Ｅ 梅原　成晃 14 Ｄ
園部　禮子 12 Ｅ 椎名　健二 5 Ｅ 吉川　忠男 14 Ｄ
鈴木　孝 13 Ｃ 関口　一 5 Ｅ 比田　君代 14 Ｅ
高宮　三郎 13 Ｆ 青木　一郎 6 Ｂ 高井　新一郎 14 Ｅ
福原　資郎 13 Ｆ 木下　昌宏 6 Ｂ 山口　晴夫 14 Ｅ
猪瀬　敏明 14 Ｂ 大竹　豊子 6 Ｃ 原田　雄一郎 14 Ｅ
大野　泰雄 18 Ｃ 田中　繁子 6 Ｃ 江良　邦子 14 Ｅ
永山　和秀 21 Ｄ 大竹　豊子 6 Ｃ 木村　泰 14 Ｆ
5,000 円 山本　克行 6 Ｃ 高岡　祥治 14 Ｆ
橋場　兵四郎 二Ａ 足達　登 6 Ｃ 柳沢　章 14 Ｆ
3,000 円 渡辺　正幸 6 Ｄ 林　政敏 14 Ｇ
田村　悦子 教員 佐藤　麗子 6 Ｅ 吉田　洋子 14 Ｇ
山際　勉 教員 長谷川　禎一 7 Ｂ 松本　嘉章 15 Ａ
菅野　二郎 教員 戸田　博久 7 Ｃ 石嶋　光代 15 Ｇ
渡辺　元 一Ａ 大久保　英一 7 Ｃ 山田　勝二 15 Ｈ
中村　義作 一Ｃ 小倉　啓 7 Ｅ 藤原　とし子 16 Ａ
五十嵐　真 一Ｃ 中尾　充宏 7 Ｅ 末石　元晴 16 Ｂ
土屋　英男 一Ｄ 中林　忠良 8 Ａ 土沢　芳信 16 Ｃ
細田　泰生 一Ｄ 鈴木　秀男 8 Ｂ 小林　義弘 16 Ｃ
石山　和夫 一Ｄ 中谷　達次郎 8 Ｄ 深見　紀子 16 Ｃ
簗田　美治 一Ｄ 梶本　伸一 8 Ｄ 紀　直邦 16 Ｄ
高杉　暹 二Ａ 鹿島　智巳 8 Ｄ 大川　衛 16 Ｅ
登山　昌昭 二Ａ 豊岡　勇 8 Ｄ 白岩　美江子 16 Ｆ
辻　岳夫 二Ｄ 岩崎　光雄 8 Ｅ 宮原　民夫 16 Ｆ
飯坂　忠昭 二Ｅ 小島　厚 8 Ｆ 菊地　賢三 16 Ｇ
郡司　宗尹 三Ｂ 小松　征子 8 Ｆ 野田　みや子 16 Ｇ
佐藤　有道 三Ｃ 山崎　勝三 8 Ｆ 五味　一浩 16 Ｈ
橋田　久仁雄 三Ｃ 山田　都美枝 8 Ｆ 飯島　信義 16 Ｈ
藤ヶ谷　俊明 三Ｃ 出居　由美子 9 Ａ 藤田　俊明 16 Ｈ
安田　多苗 三Ｄ 中田　基邦 9 Ｂ 小高　尚子 16 Ｈ
竹田　晶 三Ｄ 五三　博子 9 Ｂ 志村　修 17 Ｂ
永山　升三 三Ｅ 海野　淑子 9 Ｂ 中山　洋治 17 Ｅ
八木　一男 三Ｅ 太宰　啓至 9 Ｃ 今野　真佐子 17 Ｅ
新倉　和夫 三Ｅ 西村　靖雄 9 Ｃ 船橋　はつ江 17 Ｈ
芳井　巌 四Ｂ 中林　慶子 9 Ｆ 柴山　一行 18 Ａ
原田　卓二 四Ｂ 市丸　順司 9 Ｆ 三村　宏 18 Ｂ
大野　忠雄 四Ｂ 石井　禎郎 9 Ｆ 舘野　康夫 18 Ｄ
菊地　達長 四Ｃ 大塚　和子 10 Ａ 横倉　礼子 18 Ｅ
橋本　茂 四Ｃ 田畑　寿子 10 Ｂ 遠藤　繁夫 18 Ｅ
嶋崎　隆啓 四Ｃ 小田　治俊 10 Ｄ 石嶋　晴美 18 Ｇ
信田　重昭 1 ＡＢ 藤崎　可雄 10 Ｄ 清水　恭彦 18 Ｉ
佐藤　正保 2 Ａ 遠藤　紀夫 10 Ｄ 加藤　智彌 18 Ｊ
稲田　進二 2 Ａ 山下　徳郎 10 Ｄ 小林　秀正 19 Ｂ
森　理 2 Ａ 岡村　良子 11 Ａ 久木　春子 19 Ｃ
柴崎　英一 2 Ｂ 加部　篤 11 Ａ 四ツ谷　憲二 19 Ｃ
五月女　博 2 Ｂ 青山　一郎 11 Ｃ 金沢　哲 19 Ｅ
横澤　靖夫 2 Ｃ 目黒　武博 11 Ｃ 田村　洋子 19 Ｆ

吉田　明 19 Ｇ 堀　明彦 24 Ｆ 阪本　真也 36 Ｃ
堀田　実 19 Ｈ 加藤　信淨 25 Ｂ 黒田　智美 36 Ｊ
金田　修一 19 Ｈ 伊関　明子 25 Ｄ 兼井　正広 37 Ｂ
本郷　義博 19 Ｈ 丹沢　奈保子 25 Ｆ 伊藤　規子 37 Ｄ
稲見　一郎 19 Ｈ 加賀美　健二 25 Ｈ 仲田　正一 37 Ｆ
木股　三善 19 Ｉ 山中　一江 26 Ａ 小川　陽子 37 Ｉ
倉島　清 19 Ｉ 高崎　稔 26 Ｃ 大塩　範一 37 Ｉ
工藤　貞江 20 Ａ 時田　公代 26 Ｃ 笹原　加予 37 Ｉ
伊藤　俊一 20 Ａ 泉水　純子 26 Ｆ 鈴木　真利 38 Ｇ
向井　知恵子 20 Ｄ 佐藤　克就 26 Ｉ 小甲　和恵 39 Ｇ
西森　喜世枝 20 Ｆ 鈴木　徳保 27 Ｂ 浅野　彰仁 39 Ｊ
依田　実 21 Ａ 中村　由比子 27 Ｅ 吉岡　俊彦 40 Ａ
武井　芳子 21 Ｆ 日比野　隆一 27 Ｇ 高木　園子 40 Ｆ
下竹　登 21 Ｈ 関本　浩貴 27 Ｈ 岡田　和子 43 Ｆ
岡山　裕子 21 Ｅ 尾沼　涼 28 Ｄ 平澤　健一 51 Ｄ
北本　京子 22 Ｂ 児玉　誠一 28 Ｆ 桑元　梨江 55 Ｆ
川島　洋子 22 Ｇ 吉田　均 28 Ｈ 大石　知弘 57 Ｂ
美士路　知之 22 Ｈ 西山　勲 30 Ｆ 青山　博行 60 Ａ
秋山　豊 23 Ｂ 塚越　淳 31 Ｅ 小宮　佳夏 60 Ａ
小平　浩志 23 Ｃ 小酒井　敏美 31 Ｅ 荒井　一樹 61 Ｇ
粳田　真也 23 Ｃ 内山　俊雄 33 Ｆ 小宮　郁人 62 Ｂ
持永　和明 23 Ｃ 油井　清恵 33 Ｉ 小平　久美子 62 Ｅ
清水　洋子 23 Ｅ 藤田　紀子 34 Ｇ 高橋　眞紀子 62 Ｇ
波多野　義和 24 Ｄ 野中　ちひろ 35 Ｃ
片桐　弘 24 Ｄ 木村　雅 35 Ｈ

1,000,000 円 江口　秀夫 3 Ｃ 清水　恭彦 18 Ｉ
末　正明 一Ｂ 植村　耕作 3 Ｅ 田中　道子 19 Ｆ
50,000 円 水谷　義文 3 Ｅ 堀田　実 19 Ｈ
宮川　美知子 25 Ｃ 隅田　幸男 4 Ｃ 内原　康雄 20 Ｅ
30,000 円 大部　順久 5 Ｂ 中嶋　美地世   20 Ｈ
間淵　奨 33 Ｉ 織原　五男 5 Ｅ 岡山　裕子 21 Ｅ
25,000 円 椎橋　章二 6 Ａ 加藤　信淨 25 Ｂ
中山　準 2 Ｄ 椎橋　章二 6 Ａ 加賀美　健二 25 Ｈ
20,000 円 青木　一郎 6 Ｂ 黒田　智美 36 Ｊ
浜口　宜子 6 Ｃ 多田　實 6 Ｂ 高木　園子 40 Ｆ
15,000 円 山本　克行 6 Ｃ 平澤　健一 51 Ｄ
高橋　周 19 Ｆ 渡辺　正幸 6 Ｄ
10,000 円 戸田　博久 7 Ｃ ◇その他寄付
清水　一彦 2 Ａ 中尾　充宏 7 Ｅ 10,000 円
長谷川　清 2 Ｂ 鈴木　秀男 8 Ｂ 山田百合子 12 Ｆ
堀内　勝彦 2 Ｄ 中谷　達次郎 8 Ｄ （松本幸慧）
中村　博 3 Ｂ 梶本　伸一 8 Ｄ 戸谷校長先生 教員
岡本　憲治 9 Ｆ 太宰　啓至 9 Ｃ リッチアイランダース
菅沼　岑夫 10 Ｅ 石井　禎郎 9 Ｆ 3,000 円
豊田　耕一 11 Ａ 小田　治俊 10 Ｄ 太田敏夫先生 教員
伊澤　紀子 11 Ｅ 安晝　幸子 11 Ｂ 2,000 円
君崎　悦子 11 Ｅ 三井　徳子 11 Ｆ 羽生　和政 教員
小林　剛也 12 Ｃ 松本　良雄 12 Ｂ 廣見　正剛 教員
高宮　三郎 13 Ｆ 松本　武 12 Ｂ 松本　良雄 12 Ｅ
有賀　慶子 13 Ｆ 石原　脩 12 Ｂ 川尻　政紀 12 Ｅ
川辺　昇 14 Ｂ 杉本　安弘 12 Ｃ 兼井　正広 37 Ｂ
関　誠 25 Ｇ 木村　範夫 12 Ｅ 徳田　幸子 37 Ｅ
東山　光明 46 Ｃ 川尻　政紀 12 Ｅ 新美　智恵 37 Ｉ
5,000 円 園部　禮子 12 Ｅ 大塩　範一 37 Ｉ
菅野　二郎 教員 福田　不二子 13 Ｅ 永沼　典子 37 Ｉ
遊川　益次 教員 山田　忠男 14 Ｃ 小林　太陽 62 Ａ
橋場　兵四郎 二Ａ 本松　成和 14 Ｄ 1,000 円
石渡　昭一 二Ｅ 柳沢　章 14 Ｆ 庄司　成敬 37 Ｇ
新倉　和夫 三Ｅ 土沢　芳信 16 Ｃ 3,000 円
郡司　宗尹 三Ｂ 紀　直邦 16 Ｄ 当日募金箱に
菊地　達長 四Ｃ 大川　衛 16 Ｅ 計 47,000 円
信田　重昭 1 ＡＢ 菊地　賢三 16 Ｇ
森　理 2 Ａ 志村　修 17 Ｂ
秋谷　靖之助 3 Ｂ 落合　レイ子 17 Ｅ
大河内　俊雅 3 Ｃ 柴山　一行 18 Ａ

297 名様及び 12 期同期会から 1,177,073 円のご出資を
頂きました。誠に、ありがとうございました。

奨学賛助金に 83 名様から 1,600,000 のご出資を、その
他寄付として15名と1団体から47,000円を頂きました。
誠に、ありがとうございました。新奨学金 15,000 円を、
43 名に贈りました。合計 636,000 円。卒年優秀者表彰
として、成績優秀者及び皆勤者 60 名に 3,000 円を贈り
ました。合計 180,000 円　末様からの寄付は別途報告
します。

◇運営協賛金　協力者一覧

◇奨学賛助金　協力者一覧

（卒期の漢数字は旧制、洋数字は新制高校卒です）
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東京都立文京高等学校同窓会会則（平成 21年 4月 26 日改正）
第１条 （名称・事務所）本会は東京都立文京高等学校同窓会とし、事務所を母校に置く。
第２条 （目　的）本会は会員相互の親睦をはかり、併せて母校の発展に協力することを目的とする。
第３条 （事　業）本会は前条の目的を達成するために、次の事業を行う。
　　　　　　　（１）会員情報の管理　　　　（２）会報の発行　　　（３）同窓生の集い　
　　　　　　　（４）ホームページの運用　　（５）母校支援　　　　（６）その他
　　　　２．前項の事業を行うため、会員部、広報部、集い部、催事部を置く。
第４条 （�会　員）本会は第三東京市立中学校・東京都立豊島中学校・東京都立文京新制高等学校・東京都立文京高等学

校の卒業生及び在籍経験者で入会を希望し役員会の承認を得た者をもって通常会員とし、現旧教職員をもって
特別会員とする。

第５条 （役　員）本会の役員は下記のとおりとし、職務を次の通り定める。
　　　　１．会長（１名）　本会を総理し、本会を代表する。
　　　　２．副会長（若干名）　会長を補佐し、会長の事故のある場合は代理を務める。
　　　　３．総務部長（１名）、副部長（１名）各会議の案内及び、会議の運営並びに議事の記録をする。
　　　　４．�会計部長（１名）、副部長（１名）本会の資産および金銭収支の管理をし、予算の立案・決算の報告をする。
　　　　５．�事業部長（各１名）、副部長（各１名）各事業運営の企画・立案並びに責任者として実務を遂行する。
第 ６ 条 （�常任幹事）第５条の役員のほかに役員会の承認を得て常任幹事をおく。常任幹事は常任幹事会に出席し、	

本会の目的遂行に努めるとともに、各部に所属しその実務遂行を補佐する。
第 ７ 条 （�学年幹事）学年幹事は各学年２名とし、総代会に出席し、議案の審議・議決（出席者の過半数）及び学年の

意向を役員に伝え本会の運営・発展に寄与する。また同期会の開催に努める。
第 ８ 条 （�監査）　監査（２名）は本会の運営および会計を監査する。監査は役員会等の会議に出席する。但し、票決に

は加わらない。なお監査の選任及び任期は役員に準ずる。
第 ９ 条 （�名誉会長・顧問）本会に名誉会長及び顧問を置くことができる。名誉会長及び顧問は、会長の要請ある場合

は会合に出席し参考意見をのべることができる。
第 10条 （�会　議）本会は下記の会議を開催し運営する。
　　　　１．（役員会）役員で構成し、本会運営の基本方針となる議案の立案並びに案件の審議・決裁をする。
　　　　２．（常任幹事会）役員及び常任幹事で構成し、役員会の議案を審議する。
　　　　３．（総代会）学年幹事で構成し、年１回開催し、議案の審議並びに採決をする。
第 11条 （役員の任期）役員の任期は１年とする。但し、留任を妨げないが、満 75歳までとする。
第 12条 （役員の選任）本会の会長及び役員は下記のとおり選任する。
　　　　１．（会長の選任）会長は、年度末の役員会並びに常任幹事会の議決を受け、総代会の承認を得る。
　　　　２．（役員の選任）役員は会長が推挙し、総代会の承認を得る。
第 13条 （�学年幹事の選任）学年幹事は、同学年のクラス幹事の推薦を受け役員会の承認を得る。任期は各学年で決める。

なおクラス幹事はクラス会の互選による。
第 14条 （�名誉会長の選任）名誉会長は５年以上の同窓会会長経験者か、顕著な社会的貢献者を、役員会で推挙する。
第 15条 （顧問の選任）顧問は旧教職員及び 10年以上の同窓会役員経験者を、役員会で推挙する。
第 16条 （会　計）本会の会計は入会金・寄付・事業収益・利子およびその他の収入をもって支弁する。
第 17条 （年　度）本会の年度は４月１日より翌年３月 31日とする。
第 18 条 （改　正）本会則は役員会の議決の後、総代会の承認を得る。会報・ホームページに掲載する。
付　則　（1）本会の運営につき必要な事項は別に定める。
　　　　（2）�学年幹事の選任は各学年とも積極的に行う。但し、平成 23 年度末までを経過期間として学年幹事を選出

できない場合は従来のクラス幹事がその任に当たる。
　　　　（3）本会則は昭和 23 年夏（期日は不詳）に施行された。
　　　　（4）本会則は次のとおり改正された。
　　　　　　昭和 33年８月 23 日
　　　　　　平成 14年４月 13 日
　　　　　　平成 16年４月 11 日
　　　　　　平成 21年４月 26 日

編
集
後
記

　

今
号
か
ら
、
広
報
部
長
と
し

て
、
紫
筍
の
編
集
に
携
わ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

多
く
の
同
窓
生
、
と
り
わ
け
、

在
校
生
の
皆
さ
ん
に
も
、
紫
筍

に
親
し
ん
で
頂
き
た
い
と
、オ
ー

ル
カ
ラ
ー
Ａ
４
版
40
頁
に
挑
戦

し
ま
し
た
。
記
事
の
検
索
を
し

や
す
く
す
る
た
め
、
目
次
を
つ

け
ま
し
た
。

　

新
企
画
と
し
て
、「
親
子
で
文

京
生
を
始
め
ま
し
た
の
で
、
候

補
の
方
の
自
薦
、
他
薦
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

今
年
は
、
王
電
百
周
年
で
す
。

記
念
日
に
、
レ
ト
ロ
型
の
都
電

を
貸
し
切
っ
て
走
ら
せ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
目
に
は
、
現
在
し

か
見
え
ま
せ
ん
が
、
歴
史
に
関

心
を
持
つ
と
、
過
去
が
見
え
始

め
、
諸
先
輩
方
の
歩
み
と
、
目

の
前
の
何
気
な
い
風
景
が
現
在

と
重
な
り
合
っ
て
よ
り
深
く
見

え
始
め
ま
す
。
70
年
の
伝
統
の

歩
み
と
、
こ
れ
か
ら
の
新
し
い

文
京
の
歩
み
を
見
守
っ
て
く
れ

て
い
る
先
輩
方
や
諸
先
生
方
の

の
、
温
か
い
眼
差
し
を
感
じ
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
皆

様
方
の
ご
協
力
に
感
謝
し
ま
す
。

（
梶
野
）

平成 23年度 文京高校同窓会 予算 平成 22 年度 文京高校同窓会 会計報告
平成 23 年 4 月 1 日 ～ 平成 24 年 3 月 31 日 平成 22 年 4 月 1 日 ～ 平成 23 年 3 月 31 日

会長　杉本　安弘　（12 期 C） 会計部長　有賀　慶子　（12 期 F）
【 収　入 】 【 収　入 】

科　　　目 予　算　額 科　　　目 決　算　額

前年度繰越金 6,950,662 前年度繰越 7,357,144
運営協賛金 1,200,000

入会金
（223 名）

広告掲載料 350,000 3,679,500
集い参加費 100,000 運営協賛金 1,177,073
預金利息 10,000 広告掲載費 320,000
その他寄付 20,000 集い会費 112,000

小　　計 8,630,662 預金利息 11,801

同窓会入会金
（270 名） その他寄付等 57,000
4,455,000 合　　計 12,714,518

合　　計 13,085,662 単年度合計 5,357,374

【 支　出 】 【 支　出 】
科　　　目 予　算　額 科　　　目 決　算　額

 名簿作成・発送費 150,000 名簿作成費 26,748
 会報発行費 1,100,000 会報発行費 1,024,355
 会報発送費 1,700,000 会報発送費 1,685,908
 母校支援費 500,000 母校支援費 500,000
 総代会開催費 20,000 総代会開催費 28,110
 同窓会運営費 300,000 同窓会運営費 254,583
 集い開催費 1,190,000 集い開催費 1,031,711
 校歌祭後援費 130,000 校歌祭後援費 128,890
 紫雲祭参加費 50,000 紫雲祭参加費 32,576
 HP 運営管理費 500,000 ＨＰ運営管理費 523,540
 周年行事積立金 200,000 周年行事積立金 200,000
卒年優秀者表彰 180,000 卒年優秀者・皆勤者表彰 （60 名）180,000
予備費 2,610,662 予備費 147,435

合　　計 8,630,662 合　　計 5,763,856
繰越金（初期運営費） 6,950,662

奨 学 金 基 金
前年度残 収　　入 支　　出 本年度残

7,304,338
〈賛助金〉

1,600,000
〈奨学金〉

636,000 8,268,338

基 本 財 産 明 細
科　　目 前年度残 増　　減 本年度残

信託・定額預金 34,474,177 77,983 34,552,160
周年行事積立金 0 200,000 200,000
財産目録合計 34,474,177 277,983 34,752,160
平成 23 年 4 月 12 日
　　監査の結果以上に相違ないことをご報告申し上げます。

監　　査　　　青 木　一 郎（６期Ｂ）　　　鈴 木　秀 男（８期Ｂ）


